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に

　本実施計画は、仙台のまちづくりの指針である「仙台市基本計画2021-2030」（令和３年度～
令和12年度）に掲げるまちづくりの理念、目指す都市の姿及びその実現に向けた取り組みの方
向性に基づき、基本計画の着実な推進と実効性の確保を図るために策定し、本市が令和６年度
から令和８年度までの３年間に取り組む具体的な目標と事業を定めます。
　本章では、本実施計画の基本的な考え方、構成を示します。

第１章　はじめに
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１ 基本的な考え方

（１）基本計画におけるまちづくりの理念と目指す都市の姿
　基本計画では、世界から選ばれるまちを目指し、まちづくりの理念として「挑戦を続ける、新たな杜
の都へ～“The�Greenest�City”�SENDAI～」を掲げています。そして、この理念を具体化する目指す都
市の姿として、「杜の恵みと共に暮らすまちへ」、「多様性が社会を動かす共生のまちへ」、「学びと実践の
機会があふれるまちへ」、「創造性と可能性が開くまちへ」の４つを定めています。
　前実施計画期間（令和３年度～令和５年度）においては、このまちづくりの理念と目指す都市の姿の
実現に向け、「仙台の強みを掛け合わせた取り組みの重視」や「市民協働によるまちづくりの重視」など
を基本的な考え方に据えて、事業を展開してきました。

（２）本市を取り巻く環境の変化
　少子化の加速や自然災害の大規模化・激甚化、物価の高騰、デジタル化の進展や脱炭素に向けた機運
の高まり、アフターコロナにおける経済活動や人流の拡大、国際化など、社会情勢は急速に変化してい
ます。
　本市としても、令和10年頃に人口のピークを迎える見込みであり、人口減少局面の到来、高齢化率の
さらなる上昇といった大きな変化が目前に迫っています。一方で、これまでの取り組みの積み重ねによ
り、令和６年度には次世代放射光施設ナノテラスが稼働を開始し、令和７年度以降は都心の開発・再整
備の本格化が見込まれ、人や投資を呼び込む環境が整備されつつあります。

（３）本実施計画の基本的な考え方
　社会が大きく変化する中にあって、本市が選ばれ続けるまちとなるためには、新たな知見や技術を取
り入れながら、さらに高みを目指した挑戦を続ける必要があります。
　そこで、本実施計画は、以下の３つの基本的な考え方を重視して構成し、まちづくりの理念と目指す
都市の姿の実現に向けた事業を実施していきます。

■ 都市個性を活かした人や投資の誘引と交流の促進
　「環境」「共生」「学び」「活力」という本市の個性に立脚した都市機能の向上や魅力発信の強化により、
働く、学ぶ、暮らすなど様々な場面で、国内外から選ばれるまちづくりを進めます。また、交流人口
の拡大や地域経済の活性化に向けて、整備が進む各種施設の利活用促進や交流の仕組みづくり・場づ
くりを進めます。

■ あらゆる人の活躍を通じたまちの包摂的成長（ダイバーシティの主流化）
　本市の財産である、市民・大学・企業など多様な主体の協働をさらに促進するとともに、一人ひと
りが自分らしく活躍できる環境を整え、人の活躍がまちの活力を高める好循環を生み出します。また、
増加が見込まれる外国人をはじめ、誰もが暮らしやすい環境づくりを進めるほか、次世代のまちづく
りを担う若者のチャレンジを積極的に応援します。

■ デジタル技術の積極的活用による変革促進（行政・まちのDX推進）
　デジタル技術を幅広い分野において積極的に取り入れ、利便性向上はもとより、社会課題の解決や
持続的な活力創出などを通じた、市民の豊かな暮らしの実現を目指します。また、行政のデジタル化
とともに業務改革を推し進め、限られた資源を効果的・効率的に活用しながら市民サービスの向上を
図ります。
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２ 構成
　本実施計画は、基本計画の体系に沿って構成しています。

基本計画 実施計画 内容

はじめに 第１章　はじめに 実施計画の基本的な考え方、構成
を示します。新たな杜の都に向けて

チャレンジプロジェクト 第２章　�チャレンジ�
プロジェクト

基本計画における「チャレンジプ
ロジェクト」及び「未来をつくる
市政運営」の推進に向け、本市が
特に重点的に取り組む施策と事業
を示します。（全108事業）

地域づくりの方向性

未来をつくる市政運営 第３章　�各区における事業 基本計画における「地域づくりの
方向性」及び「区ごとの地域づく
りの方向性」を踏まえ、実施する
事業を示します。

計画の推進 第４章　事業の一覧 ８つのチャレンジプロジェクトと
市政運営ごとに、実施する事業を
一覧表で示します。（全220事業）

区ごとの地域づくりの方向性 第５章　計画の推進 実施計画の実効性を確保するため、
進行管理と評価に向けた取り組み
を示します。

３ チャレンジプロジェクトとSDGsの関係
　SDGs（Sustainable�Development�Goals）とは2015年の国連サミットで採択された2030年までの持続可能
な開発目標です。持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するための17のゴール、169のターゲットを
定めています。
　チャレンジプロジェクトはSDGsの達成にも貢献するため、「第２章　チャレンジプロジェクト」において、
各プロジェクトに関連する主なゴールをアイコンで示します。プロジェクト推進にあたっては、SDGsを共通
言語として、同じ目的意識を持った方々との協働を重ねていきます。
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　基本計画で掲げる「挑戦を続ける、新たな杜の都へ～“The�Greenest�City”�SENDAI～」の
理念のもと、目指す都市の姿の実現に向け、仙台の強みや現状を踏まえて、本市が特に重点的
に取り組む施策と事業を掲げます。

＜構成＞
　チャレンジプロジェクトごとに、以下の構成としています。
・�冒頭に、基本計画における「チャレンジプロジェクト」で掲げる目標及び実施の方向性を
示します。
・�チャレンジプロジェクトとSDGsの17の目標との対応関係をアイコンで示します。
・�施策ごとに、目的、数値目標、重点事業とその主な取り組み、主な関連事業を示します。
・�重点事業、主な関連事業については、事業内容をまとめた「第４章　事業の一覧」におけ
る掲載ページを示します。

　本章では、基本計画における「チャレンジプロジェクト」のほか、「未来をつくる市政運営」
に該当する施策と事業も併せて掲載します。
　また、市内各地域で行われる主なチャレンジプロジェクトの重点事業を地図上に示します。

第２章　チャレンジプロジェクト
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① 杜と水の都プロジェクト

目標　「杜の都」の風土と文化に巡りあえる都市空間をつくる
　「杜の都」という言葉に代表される自然と調和した都市空間は仙台の歴史的な財産であり、この魅力をさ
らに磨くことで、みどりがもたらす様々な効果を実感できる居心地の良い空間を広げていきます。加えて、
「杜の都」を形づくる川や海などの水辺に、より親しめる空間をつくることなどを通じて、たくさんの人が
集い、交流し、たびたび訪れたくなるような魅力的な都市空間をつくります。

実施の方向性

01　「杜の都」の象徴となる都心空間をつくる
■ �「杜の都」の象徴である定禅寺通や青葉通、宮城野通などについて、市民も来訪者も楽しめる空間づ
くりに取り組むとともに、それらの空間を活用した多様なアイデアを実践できる機会をつくります。

■ �通りを歩き、時間を過ごしたくなるような居心地の良い空間をデザインするとともに、建築物や広
告物などが街並みと調和した良好な景観を形成します。

02　みどりを楽しめる生活空間をつくる
■ �利用者のニーズを踏まえた様々なアイデアを取り入れながら、周辺環境と調和した魅力ある公園を
つくります。

■ �街路樹のきめ細かな管理や、みどりを守り育む活動を通じて、美しい景観をつくるとともに、みど
りを楽しむことができる機会をつくります。

03　水辺を楽しめる親水空間をつくる
■ �広瀬川をはじめとする水辺において、市民から観光客に至るまで、誰もが親しみやすく、楽しめる
親水空間をつくります。

■ �自然環境、海岸公園、レクリエーション施設などの海辺の資源の活用やネットワーク化を進め、東
部沿岸地域一帯に賑わいを生み出します。

施策
1 勾当台・定禅寺通エリア活性化
2 海浜エリア活性化
3 みどりでつながるまちづくり
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1 勾当台・定禅寺通エリア活性化

　本市のシンボルロードである定禅寺通や勾当台公園周辺は、みどり豊かな景観があり、市民をはじ
めとした多様な主体の活動が日常的な賑わいと交流を生み出すエリアです。
　勾当台公園から西公園、広瀬川へとつながる、自然と都市機能が調和した良好な空間を整備し、そ
こで繰り広げられる多彩な活動とともに、「杜の都」と称される本市の魅力を高めるため、市役所本
庁舎の建て替えや市民広場を含む勾当台公園、定禅寺通の再整備を進めながら、本市を象徴するエリ
アの活性化を図ります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

定禅寺通における個別アクティビティ
（活動）の種類※1

平日　９種類
休日　８種類
（令和５年度）

基準値以上

定禅寺通における人の活動量※2
平日　10.25人時
休日　17.58人時
（令和５年度）

基準値以上

※１ �ニューヨークのNPO法人が提唱し、国内外において重要な考え方と認識されているThe�Power�of�10（人が魅力的と感じる場所には10種類程度
の活動がある）の知見に基づき、まちなかの快適な居場所づくりを評価するために設定した指標

※２ �居心地の良い魅力的なまちを目指す上で、滞在機会や滞在時間が重要との知見を踏まえて設定した、滞在者数（グループごと、３分以上滞在）
に滞在時間を乗じた数の10時台、14時台、18時台の３時間分の合計値

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

新本庁舎整備事業
�Ȃ実施設計に基づく、新本庁舎の整備
�Ȃ民間活力導入による新本庁舎低層部と周辺の公
共空間との一体的な利活用手法の検討
�Ȃ新たな執務環境への移行に向けた調整

P68

勾当台公園及び周辺再整備事業

�Ȃ「勾当台・定禅寺通エリアビジョン」や定禅寺通
活性化等、エリアで進む関連プロジェクトを踏ま
えた勾当台公園及び周辺道路の再整備
�Ȃ工事期間中の市民広場の代替となる仮設広場の
整備

P69

西公園再整備事業

�Ȃレクリエーションエリアとしての南側プール跡
地の園路・広場の整備
�Ȃまちを楽しみ、安らぎを感じられる空間となるよ
うな北側区域の再整備
�Ȃ公民連携も含めた運営・管理手法の検討

P70

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

市街地のグリーンインフラ推進事業 P69

脱炭素都市づくり推進事業 P72

ごみ減量・リサイクル推進事業 P72

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

事業名 掲載頁

せんだい・アート・ノード・プロジェクト事業 P95

まちなかウォーカブル推進事業
（定禅寺通活性化） P101

中心部商店街活性化促進事業 P101
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2 海浜エリア活性化

　東部沿岸地域は、東日本大震災の影響による集団移転の跡地に体験型観光農園や市民農園、複合商
業施設が開業するなど、復旧・復興の次なるステージに向けた新たな魅力創出が進められており、今
後もさらなる発展や新たな利活用が期待されるエリアです。
　貞山運河などの歴史資源も活かしながら、一層の魅力向上・発信に取り組み、多くの人との協働に
より、海辺に人の流れと賑わいを生み出します。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

海浜エリア内の主要公共施設年間利用
者数

735,212人
（令和４年度）

800,000人
（令和８年度）

跡地利活用事業に着手した面積の割合 64.7％
（令和４年度末）

100.0％
（令和８年度末）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

海浜エリア活性化事業

�Ȃ回遊を促す仕組みの実証・検討
�Ȃ親水空間としての貞山運河の利活用や深沼海水
浴場の再開に向けた検討
�Ȃ「海浜エリア活性化ビジョン」の周知と活動主体
同士の連携・協働の推進

P68

東部地域移転跡地利活用推進事業

�Ȃ利活用事業の開始に向けた庁内関係部署等との
調整
�Ȃ荒浜地区におけるインフラ等の整備・維持管理
�Ȃ利活用事業者と協力した魅力の創出や、地域の各
施設と連携した情報発信

P68

海岸公園整備事業

�Ȃ藤塚地区における公民連携制度を活用した整備
�Ȃ来園者増加に備えた避難の丘の整備
�Ȃ荒浜地区のパークゴルフ場のホール拡張に向け
た整備
�Ȃ岡田地区及び井土地区の親水護岸整備の検討

P70

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

市民協働によるみどりのまちづくり事業 P68

震災メモリアル事業 P71

脱炭素都市づくり推進事業 P72

事業名 掲載頁

せんだい・アート・ノード・プロジェクト事業 P95

地産地消推進事業 P97

仙台観光魅力創出・観光プロモーション事業 P99
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3 みどりでつながるまちづくり

　みどりを基軸とするまちづくりは、本市が培ってきた都市個性の一つです。令和５年度には全国都
市緑化仙台フェアが開催され、青葉山エリア周辺を中心に眺望空間づくりや広瀬川の活用が進むとと
もに、花やみどりを育む協働事業の実施を通じて、市民や事業者など、多様な主体の様々なつながり
が生まれました。
　杜の都を未来へ、より良いものとして残していくため、みどりが持つ、ひとのつながりを育む力を
活かしながら、みどりを守り、未来に受け継ぐ活動を進めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

緑化フェアレガシー事業※の参加者数 ― 延べ1,000人
（令和８年度末）

育樹に関するイベントやプログラムの
実施回数 ― 13回以上

（各年度）

都心部の主要道路の緑視率 31.0％
（令和５年度） 基準値以上

※ �令和５年度に実施した全国都市緑化仙台フェアの会場となったエリアを中心に行う花壇づくりやみどりの協働ネットワークづくりなど

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

市民協働によるみどりのまちづくり事業
�Ȃ市民協働での花壇づくりの継続、市民や企業の参
画によるみどりの協働ネットワークづくり等の
フェアレガシーとしての取り組み
�Ȃ東部地域における市民参加の育樹・植樹

P68

市街地のグリーンインフラ推進事業
�Ȃ公共施設における緑化の推進、質の向上
�Ȃ仙台駅東口エリアの街路樹補植、仙台駅西口や定
禅寺通周辺等における花による修景
�Ȃ助成等による民有地の緑化の推進

P69

杜の都の風土を育む景観形成推進事業
�Ȃ法律や条例に基づく良好な景観形成への誘導
�Ȃ仙台ならではの景観資源を掘り起こし、最大限活
用するための取り組み
�Ȃ街並みと調和した優れた広告物の誘導

P68

広瀬川創生・清流保全事業

�Ȃ市民活動団体の取り組みとの連携や活動団体のイ
ベント情報等の集約・発信、団体同士の連携促進
�Ȃ広瀬川魅力創生サポーターの認定
�Ȃ緑化木の交付、緑化助成制度の広報
�Ȃ市民等が気軽に楽しめる広瀬川の賑わいづくり
の検討

P69

青葉山公園整備事業
�Ȃ事業期間延長等、事業認可見直しの検討による整
備の推進
�Ȃ自然散策ゾーンの整備計画の検討

P70

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

緑地保全による持続可能な地域づくり事業 P69

みどりの普及啓発事業 P69

事業名 掲載頁

街路樹マネジメント事業 P69

公園マネジメント事業 P69
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② 防災環境都市プロジェクト

目標　持続可能でしなやかな都市環境をつくる
　2015年、災害リスクの低減に向けた国際的な取組指針である「仙台防災枠組2015-2030」と、脱炭素を目
指す「パリ協定」が採択され、防災・減災の推進と自然環境との調和は世界的な潮流となっています。「杜
の都」の豊かな環境を守り、活かしながら、災害リスクの軽減にもつなげる「防災環境都市」を世界に発
信するとともに、災害への対応や環境配慮の視点を日常生活に織り込み、持続可能でしなやかな都市環境
をつくります。

実施の方向性

01　防災・減災の備えを日常生活に織り込む
■ �自然災害や感染症などあらゆる危機への対応力を向上させるとともに、防災・減災への取り組みを
通じて地域のつながりを深めます。

■ �市民参加型のフォーラムや国際会議の開催、震災メモリアル施設の活用、国際的な防災の基準づく
りなどを通じて、東日本大震災の経験と教訓を国内外に発信します。

■ �産学官金連携によるオープンイノベーションの取り組みを通じて、防災・減災の視点を取り入れた
新たな製品・サービスを創出します。

02　環境負荷の低い生活・ビジネススタイルを定着させる
■ �再生可能エネルギーの導入などエネルギーの地産地消を進めるとともに、消費エネルギーの削減や
廃棄物の発生抑制を進めるなど、脱炭素型の日常生活や事業活動の輪を広げ、温室効果ガスの削減
を進めます。

■ �プラスチックの3Rと再生可能資源への代替化の推進、食品ロスの削減などを通じて、様々な資源が
効果的に循環する仕組みをつくります。

03　都市インフラの持続可能性を高める
■ �自然や生態系の機能を活かしたグリーンインフラの充実を通じて、公園・農地・樹林地を活用した
保水・浸透機能や火災の延焼防止等防災機能の向上、道路・公共施設等の更新に合わせた雨水の貯
留浸透機能の向上などを図ります。

■ �高断熱化・高気密化等によるネット・ゼロ・エネルギー・ビルディングやグリーンビルディングの
導入など、新築や建て替え、改修を契機とした、建築物の環境性能の向上を図ります。

■ �環境に優しい暮らしの浸透を図るため、公共交通・自転車などの移動手段やMaaSなどの生活の利
便性を高めるサービスの利用を広げるとともに、災害時における人や物の安定的な輸送環境をつく
ります。

施策
1 防災環境都市づくり
2 脱炭素・資源循環都市づくり
3 防災・減災の取り組みと消防力強化
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1 防災環境都市づくり

　本市では、東日本大震災を受け、震災と復興の経験・教訓の国内外への発信とともに、日常生活に防
災と環境配慮の視点を織り込んだ防災環境都市づくりを推進しています。「仙台防災枠組2015-2030」
の採択地として、令和５年には本市独自の中間評価を発表しました。
　世界の防災・減災への貢献に向け、経験や教訓、地域・NPO・企業・研究機関など（ステークホル
ダー）の取り組みの発信を続け、防災環境都市としてのブランド力を高めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

災害対策や防災・減災の取り組みに関
する市民の評価※

2.96点
（令和５年度調査）

3.10点
（令和９年度調査）

防災・減災に係る新たな製品・サービ
スの開発支援の件数

延べ50件
（令和４年度）

延べ70件
（令和８年度）

※ �仙台市市民意識調査における災害対策や防災・減災の取り組みに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

防災環境都市づくり推進事業

�Ȃ防災フォーラムの継続的な開催等によるステー
クホルダーの活動発信、連携強化
�Ȃ大学等と連携した防災環境都市に関する学習促進
�Ȃ「仙台防災枠組」の認知度向上・理解の深化に向
けた市民向け講座等の実施
�Ȃ国際会議や海外からの視察研修等を通じた発信

P71

震災メモリアル事業

�Ȃ震災メモリアル施設を活用した東日本大震災の
経験と教訓の継承
�Ȃ中心部震災メモリアル拠点（青葉山エリア複合施
設）の整備に向けた取り組み
�Ȃ市民協働での震災・復興の記録のアーカイブ活動
�Ȃ職員間伝承プログラム等による組織風土の醸成

P71

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

仙台版防災教育推進事業 P74

成長産業振興事業 P97

事業名 掲載頁

青葉山エリア複合施設整備事業 P101
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2 脱炭素・資源循環都市づくり

　全国に先駆けた製品プラスチックの一括回収・リサイクルや一部市域の「脱炭素先行地域」への選
定など、本市では環境分野における先進的な取り組みを進めてきました。
　地球規模で環境問題が深刻化する中、持続可能性を高め、杜の都の良好な環境を次世代へと継承し
ていくため、本市に関わる多様な主体が力を合わせ、一体となって、環境負荷の低い都市の実現を目
指します。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

温室効果ガス削減アクションプログラ
ム実績（一般事業者の参加事業所数）

219事業所
（令和４年度）

700事業所
（令和８年度）

１人１日あたりの家庭ごみ排出量 453ｇ
（令和４年度）

430ｇ
（令和７年度※）

※ 令和８年度の目標値は令和７年度中に判断し、事業の進捗に係る自己評価において達成状況を確認する

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

脱炭素都市づくり推進事業

�Ȃ「脱炭素先行地域」における脱炭素化モデルの創出
�Ȃ市民や事業者との協働による温室効果ガス削減
推進
�Ȃ環境にやさしい交通手段の普及
�Ȃ次世代エネルギーの研究開発等に対する支援
�Ȃ気候変動への重要性等に関する周知啓発

P72

公共施設脱炭素化事業 �Ȃ公共施設を新築・改修する際のZEB化の方針策定
�Ȃ公共施設への太陽光発電設備の導入 P73

ごみ減量・リサイクル推進事業

�Ȃプラスチック資源循環の推進
�Ȃ食品ロス削減の取り組みやフードドライブの推進
�Ȃ分別等の情報発信、環境美化活動団体への支援
�Ȃ定禅寺通等における地域団体や廃棄物処理業者
と連携した事業ごみの分別強化

P72

環境配慮行動促進事業

�Ȃ環境教育、環境学習の推進
�ȂWebサイトやSNSを通じた情報発信
�Ȃ環境イベントの開催・出展を通じた啓発
�Ȃ市民、NPO、事業者、学校等と連携した環境配慮
行動の推進

P72

南蒲生浄化センター消化ガス発電事業 �Ȃ下水汚泥の濃縮施設及び消化施設の整備 P74

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

生物多様性保全推進事業 P72

今泉工場建替事業 P73

事業名 掲載頁

建築物再生可能エネルギー利用促進支援事業 P73

市バス・地下鉄の脱炭素化推進事業 P74
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3 防災・減災の取り組みと消防力強化

　全国では地震や豪雨などの災害が毎年のように発生しており、安全・安心な暮らしの実現には、ハー
ドとソフトの両面から十分な備えを講じることが不可欠です。
　公共インフラの災害対策に加え、消防力を強化して「万が一」への備えを進めるとともに、平時に
おいても市民一人ひとりが災害に備え、命を守る行動ができるよう、防災意識の向上を図ります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

マイ・タイムライン作成人数 3,882人
（令和４年度）

10,800人
（各年度）

仙台市地域防災リーダー（SBL）新規
養成者数

延べ1,096人
（令和４年度末）

延べ1,496人
（令和８年度末）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

防災意識醸成・災害対応力強化事業
�Ȃ仙台防災ハザードマップやSNS等を活用した周
知啓発
�Ȃ個人や地域団体、施設における防災に関する計画
等の作成支援

P71

防災学習の充実・強化事業

�Ȃマイ・タイムライン作成講座の拡充及び防災主任
やSBLを対象とした講師養成研修の実施
�Ȃせんだい災害VRによる体験型防災学習の促進
�Ȃ SBLのさらなる養成、学生SBL養成対象大学の
拡充、学生主体の防災減災活動の支援

P71

総合的な浸水対策事業
�Ȃ段階的・効率的な下水道の浸水対策
�Ȃ道路施設における浸水対策
�Ȃ河川の重点整備、河道内の土砂等の計画的な撤去
�Ȃ農業施設における浸水対策

P73

仙台市流域治水推進モデル事業

�Ȃ福田町周辺における流域治水の実践・実証
・�水路のかさ上げや河道の確保、田んぼダムの実
施に向けた調査・検討
・�道路への水位標設置、ICTを活用した水位情報
の提供
・�地域と連携した防災意識の醸成

P71

道路整備・防災対策推進事業

�Ȃ都市計画道路と国県道の整備
�Ȃ電線の地下埋設等による道路の無電柱化
�Ȃ緊急輸送道路の防災・減災対策工事
�Ȃ橋梁やトンネル等の長寿命化修繕、道路用昇降施
設の計画的な更新

P73

地域密着で取り組む�
火災のないまちづくり事業

�Ȃ地域における効果的な防火啓発活動に向けた女
性防火クラブ員に対する研修の充実
�Ȃ防火訪問の対応体制の強化
�Ȃ幼少年消防クラブの活動支援、幼児・児童に対す
る防火防災知識の普及

P74

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

災害時要援護者避難支援体制づくり事業 P71
事業名 掲載頁

消防団充実強化・活性化事業 P74
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③ 心の伴走プロジェクト

目標　多様性を尊重し、あらゆる人が安心して暮らせる地域をつくる
　地域では多様な人々が暮らしています。それぞれの立場や状況、ライフスタイル、価値観などは様々で
あるため、地域全体として多様性を包み込み、共生していくことが必要とされています。人々が互いに多
様性を尊重して支えあい、つながる仕組みをつくることで、あらゆる人が孤立せずに、安心して暮らすこ
とができる地域をつくります。

実施の方向性

01　多様性が尊重される環境をつくる
■ �年齢、性別、国籍、障害の有無など、人の持つ多様性への理解が広がる機会をつくるとともに、相
談や交流ができる場など当事者にとって心の拠り所がある環境をつくります。

■ �当事者の声を踏まえたユニバーサルデザインの推進と、合理的配慮の推進を両輪として、暮らしや
すさを実感できる生活環境をつくります。

02　孤立しない、つながる仕組みをつくる
■ �地域住民の顔が見える関係づくりを推進し、コミュニティの中で支えあうことができる緩やかなつ
ながりをつくります。

■ �ひきこもりや貧困などの問題を抱え、支援を必要とする家庭が、専門的な知見を持つ関係機関等と
つながる選択肢を多様化し、社会的自立を後押しする環境をつくります。

03　心を支える環境をつくる
■ �いじめや児童虐待などから子どもたちの命と暮らしを守るため、未然防止や早期発見・早期対応の
取り組みを社会全体で進めることで、子どもたちが安心して育つ環境をつくります。

■ �専門家や関係機関などによるメンタルヘルスを支える取り組みや人権を守る取り組みを通じて、心
を支える環境をつくります。

施策
1 多様性が尊重され、誰もが暮らしやすい社会づくり
2 孤立しない、取り残さない支援
3 子どもの安全・安心確保
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1 多様性が尊重され、誰もが暮らしやすい社会づくり

　価値観やライフスタイルの多様化が進んでいる今日、一人ひとりの考え方や個性が尊重され、安心
して暮らせる社会の実現が求められています。
　年齢、性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、誰もが活躍できるまちの実現に向け、お互いを
理解し、認めあう環境づくりを進めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

誰もが暮らしやすい環境づくりに関する
市民の評価※1

2.71点
（令和５年度調査）

2.92点
（令和９年度調査）

仙台多文化共生センターの対応に「満足」
と回答※2した利用者の割合

81.4％
（令和５年度）

85.0％
（令和８年度）

※１ �仙台市市民意識調査における誰もが暮らしやすい環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）
※２ �独自アンケートにおける説明の分かりやすさ・丁寧さに関連する設問への回答

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

性的少数者・困難を抱える女性支援事業

�Ȃパートナーシップ宣誓書等を提出した同性カッ
プル等に対し、受領書等を交付する制度の導入
�Ȃ性的少数者や支援者等が交流できる居場所づく
り、性の多様性への理解促進
�Ȃ困難を抱える女性の課題把握と各種支援

P75

多文化共生推進事業

�Ȃ仙台多文化共生センターにおける情報発信、相談
対応
�Ȃ仙台観光国際協会等との協働による外国人に対
する日本語学習支援、生活支援、市民活動支援
�Ȃ外国人住民への窓口サービス向上

P78

障害理解促進事業

�Ȃ障害理解サポーターの養成、子ども・若年層を含
む市民及び事業者の障害者差別解消・理解促進
�Ȃ障害者差別に関する相談対応
�Ȃ行政サービス及び事業者における差別的取扱い
の禁止と合理的配慮の提供の推進

P75

認知症地域支援推進事業
�Ȃ認知症の人とともに新しい認知症観を広げる取
り組み
�Ȃ認知症サポーターや認知症パートナーの育成
�Ȃ認知症の人が安心して買い物ができる体制づくり

P77

生涯学習を通じた共生社会推進事業

�Ȃ関係機関等とのネットワークづくり
�Ȃ障害のある人とない人が一緒に参加する講座の
開催
�Ȃ職員等の理解や支援スキルの向上のための障害
者の生涯学習に関する研修会等の開催

P79
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2 孤立しない、取り残さない支援

　地域コミュニティの希薄化などに加え、コロナ禍がもたらした交流機会の減少は、社会的孤立など
の課題を顕在化させ、人々の心身の健康に大きな影響を与えました。
　誰一人取り残されることなく、社会とつながりを持ち、安全・安心に暮らすことができるよう、関
係機関と連携しながら、支援を必要とする方への働きかけなどを充実させます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

孤立せずに支えあう環境づくりに関す
る市民の評価※1

2.49点
（令和５年度調査）

2.73点
（令和９年度調査）

ネットワーク形成※2により、対応でき
るひきこもり者の支援ニーズの領域数 ― 10領域

（令和８年度）

※１ �仙台市市民意識調査における孤立せずに支えあう環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）
※２ ひきこもり者支援に関するネットワーク会議

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

ひきこもり者地域支援事業

�Ȃ実態やニーズを踏まえたフォローアップや支援
プログラムの検討・整備
�Ȃひきこもり地域支援センター等における相談支援
�Ȃ状態に合わせた居場所や就労体験の提供
�Ȃ支援課題等を共有するネットワーク会議の設置

P76

自殺対策事業
�Ȃ自死に関連する困りごとに対応する相談支援
�Ȃ相互に支えあうことの大切さに関する理解促進
�Ȃ自殺対策に資する活動を行う関係機関・団体間の
ネットワーク強化

P75

障害者相談支援体制推進事業

�Ȃ障害者相談支援事業所等での計画相談支援
�Ȃ地域生活支援拠点における緊急時の相談支援や
受け入れ等のコーディネート
�Ȃ基幹相談支援センターでの支援者へのサポート
�Ȃ障害児者の支援連携強化と体制整備

P76

高齢者生活支援事業

�Ȃ生活支援コーディネーターを中心とした地域の
関係機関のネットワーク構築、地域資源の開発
�Ȃ在宅高齢者の生活支援
�Ȃ地域ボランティア団体等の活動支援
�Ȃ関係機関との連携体制強化、地域ケア会議等によ
る地域課題解決に向けた取り組み
�Ȃ地域包括ケアシステムの深化に向けた取り組み

P77

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

地域福祉推進事業 P75

障害者グループホーム整備促進事業 P76

障害者福祉センター整備事業 P76

事業名 掲載頁

発達障害児者支援体制整備事業 P76

介護サービス基盤整備促進事業 P76
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3 子どもの安全・安心確保

　本市の未来の主役である子どもたちが健やかに育ち、いきいきと学びを深めるためには、子ども自
身の権利が守られ、安全に、安心して暮らせるまちであることが重要です。
　いじめや虐待の未然防止策や早期発見・早期対応策などを着実に推進し、子どもたちがのびやかに
育つ環境をつくります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

児童虐待防止推進員が配置されている
保育施設等の割合

80.2％
（令和４年度）

90.0%
（令和８年度末）

若者自立・就労支援事業における利用
登録者数 ― 延べ180人

（令和８年度末）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

いじめ防止等対策推進事業

�Ȃいじめ対策担当教諭の配置やスクールカウンセ
ラー等の専門職による相談支援体制の充実
�Ȃいじめ防止への児童生徒の主体的活動の促進
�Ȃ関係機関と連携した解決に向けた支援
�Ȃ社会全体で子どもたちをいじめから守る意識の
醸成に向けた広報啓発

P78

児童虐待防止推進事業

�Ȃ子ども家庭応援センターの体制強化
�Ȃ関係機関との連携緊密化、医療機関同士のネット
ワーク構築・強化
�Ȃ乳幼児健康診査等の未受診者に対する養育環境
や発育状況の確認
�Ȃ見守り強化、ヤングケアラーの早期発見・支援

P77

子ども・若者相談支援事業

�Ȃ若者のワンストップ総合相談窓口における相談
支援
�Ȃ支援ネットワークの構築と関係機関との連携体
制強化
�Ȃ居場所を必要とする青少年が日常的に通所でき
るふれあい広場の運営
�Ȃ相談支援やメンタルヘルスに関するカウンセリ
ング、就労に向けた講座等の実施

P78

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

子どもの居場所づくり推進事業 P76

社会的養育推進事業 P77

児童館整備・環境改善事業 P78

事業名 掲載頁

一時保護所処遇向上事業 P78

児童相談所機能強化事業 P78

命を大切にする教育推進事業 P79
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④ 地域協働プロジェクト

目標　多様性を力に変える地域をつくる
　地域によって、その成り立ち、魅力、課題などは異なっており、より良い地域づくりを進めるためには、
それぞれの状況に応じた協働のあり方を考え、実践していく必要があります。住民と多様な主体が関わり
ながら、それぞれの知見や強みを活かし、生活に不可欠な移動手段の確保をはじめとした暮らしの改善や
地域課題の解決、魅力づくりに向け、多くのチャレンジが生まれる環境をつくります。

実施の方向性

01　多様な協働が生まれる基盤をつくる
■ �公共空間の活用や地域課題の可視化・共有・対話を進めることなどを通じて、興味や関心のある誰
もが地域づくりに関わり、活動しやすい環境をつくります。

■ �市民協働や公民連携を通じて、テクノロジーを活用しながら、コミュニケーションの促進や、地域
を取り巻く様々な分野の課題解決に効果的・加速的に取り組める環境をつくります。

02　多様な主体の力を地域に活かす
■ �住民や地縁団体を中心に、NPO・市民活動団体、教育機関、企業など多様な主体のアイデアやノウ
ハウ、ネットワークを活かし、地域の移動手段などの地域課題の解決や、子育て・教育環境などの
暮らしの改善を進めます。

■ �未来を担う学生や若者が、仙台や自分の住む地域などへの関心を高め、地域の担い手として力を発
揮することができるよう、世代や立場を超えて地域づくりについて考え、実践する機会をつくります。

03　地域の交流を活発化させる
■ �豊かな自然資源や地域特有の生活文化などを活かして、地域間や多様な主体の交流が活発化する環
境づくりを進めます。

■ �住民のみならず誰もが気軽に訪れて、イベントの開催や地域の困りごとの解決に取り組むことがで
きる自由でオープンな交流の場づくりを進めます。

施策
1 協働が生まれる基盤整備
2 地域主体の課題解決・魅力づくり
3 地域の未来をつくる実践の機会づくり
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1 協働が生まれる基盤整備

　人口減少や高齢化が進む局面においても、地域課題の解消や持続的な活力創出を進めるためには、
本市が培ってきた、多様な主体の協働によるまちづくりを一層進めていく必要があります。
　市民や地域団体、NPO、事業者などが課題や強みを持ちより、コミュニケーションを深めながら、
本市とともに、相乗効果を発揮してまちづくりに取り組むためのきかっけや仕組みづくりを進めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

協働を促進する環境づくりに関する市
民の評価※

2.70点
（令和５年度調査）

2.92点
（令和９年度調査）

企業等と連携した近未来技術に関する
実証実験の実施数

延べ45件
（令和４年度末）

延べ77件
（令和８年度末）

※ �仙台市市民意識調査における協働を促進する環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

地域づくりパートナーサポート事業

�Ȃ地域の実情に応じて多様な主体が協働で行う取
り組みの推進
�Ȃ町内会等の住民自治組織の支援・体力強化
�Ȃ区民との協働による取り組み、まちづくり活動の
支援

P80

まち再生・まち育て活動支援事業
�Ȃエリアマネジメントの体制構築・強化、実績づく
り支援
�Ȃ地域団体等による取り組みへの支援、地域の取り
組みへの参加や意見交換による地域との連携強化

P85

クロス・センダイ・ラボによる�
公民連携推進事業

�Ȃ行政課題や地域課題の解決に向けた民間企業等
からの提案の受付、実現に向けた調整
�Ȃ民間企業等によるAI・IoT、自動走行、ドローン
等の実証実験の支援

P80

泉区役所建替事業
�Ȃ民間活力を導入した庁舎の建て替え
�Ȃ利用しやすく気軽に集まり交流できる空間づくり
�Ȃ区役所周辺の交通環境の改善

P80

宮城総合支所庁舎建替事業 �Ȃ開発が進む周辺地域と連動した庁舎建て替えの
検討 P85

公共交通利用促進事業
�Ȃ路線バスの等間隔運行やダイヤ調整、待合環境の
向上
�Ȃ利用促進、利便性向上に向けた運賃制度等の検討
�Ȃ協働によるモビリティ・マネジメントの推進

P84

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

市民センター整備事業 P80

文化センター整備事業 P80

事業名 掲載頁

コミュニティ・センター整備事業 P84

まちなかウォーカブル推進事業 P101
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2 地域主体の課題解決・魅力づくり

　本市は都心部のほか、古くからの集落や昭和以降に整備された郊外住宅地など、歴史や個性に富ん
だ多彩な地域によって構成されており、抱えている課題も多岐にわたります。
　それぞれの特性が異なる中でも、より良い地域をつくるためには、住民と多様な主体が関わりあい
ながら、各地域の実情に応じてまちづくりを進めることが重要であり、地域が主体的に取り組む課題
解決や地域特有の資源を活かした魅力づくりを支援し、活力向上へとつなげます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

地域交通利用者数（試験運行等を含む） 13,700人
（令和４年度）

19,710人
（令和８年度）

先端技術等を活用した宮城地区の課題
解決に関する事業の着手数

５事業
（令和５年度）

延べ13事業
（令和７年度末※）

秋保地区活性化事業で支援している団
体が実施する事業数

８事業
（令和５年度）

12事業
（令和８年度）

※ �事業期間終了の令和７年度末における目標値を設定している。令和８年度の目標値は成果を踏まえて実施する後継事業等で設定し、事業の進捗に
係る自己評価において達成状況を確認する

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

「Fun,Fan,Find青葉」事業
�Ȃ大町・西公園エリア等における地域住民や団体等
の活動支援、連携した取り組み、情報発信
�Ȃ地域ニーズを踏まえた西公園の利用環境整備

P85

先端技術等を活用した�
宮城地区の課題解決事業

�Ȃ地域の意見を踏まえた地域課題の解決、地域力向
上や活性化へとつながる取り組み
�Ȃ地域内外からの多様なアイデアの募集・企画化等
による中山間地域の暮らしやすさと魅力向上を
図る取り組み

P86

長町・歩いて楽しい街並み形成促進事業
�Ȃ街並みの将来ビジョンの具体化のための基本計
画等の策定、社会実験、機運醸成に向けた発信
�Ȃ官民連携の推進体制づくり

P86

秋保地区活性化事業
�Ȃ地域団体が取り組む地域資源を活用した活動の
支援
�Ȃ地域団体等による新たな地域活動の創出に向け
た働きかけ

P87

泉中央地区活性化事業
�Ȃエリアマネジメント活動主体の立ち上げ、活動環
境づくり
�Ȃ地域と連携したイベント等の開催・支援
�Ȃ学生が主体となる取り組みの促進

P87

地域交通運行確保・運行支援事業 �Ȃ地元の住民組織等が主体的に携わる地域交通の
導入や維持への支援 P84

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

海浜エリア活性化事業 P68

商店街賑わい創出・基盤整備支援事業 P84

まちづくり支援専門家派遣事業 P84

事業名 掲載頁

地下鉄沿線まちづくり推進事業 P85

中心部商店街活性化促進事業 P101
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3 地域の未来をつくる実践の機会づくり

　本市が持続的な成長を遂げるためには、学生や若い世代が、暮らしの基盤である各地域への関心を
高めるとともに、まちづくりに参画し、持てる力を発揮できる環境をつくることが必要です。
　「学都・仙台」の強みを活かし、大学などと連携しながら、若い世代の社会参加機会の創出や、ま
ちづくりにおける若手人材の実践機会の提供を進め、地域の中で将来にわたり活躍できる人材を育成
します。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

若者等の活動を支援する環境づくりに
関する市民の評価※

2.73点
（令和５年度調査）

2.92点
（令和９年度調査）

ユースチャレンジ！コラボプロジェク
ト（若者版・市民協働事業提案制度）
の年間実施件数

２件
（令和３年度）

３件
（令和８年度）

※ �仙台市市民意識調査における若者等の活動を支援する環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

若者が活躍するまちづくり事業

�Ȃ若者自らがテーマを設定して取り組むまちづく
りの実践的プログラムの実施
�Ȃ若者団体からのまちづくりに関する事業の提案
募集、協働実施
�Ȃ社会課題等の解決に向けた活動を行う若者団体
の表彰、若者団体と企業との協働の支援

P80

みやぎの・まちづくり若手人材�
育成支援事業

�Ȃ宮城野区の次世代を担う若手人材向けのセミ
ナーやフィールドワークの実施
�Ȃ若手人材による宮城野区の課題解決・活性化に向
けた活動の企画・発表・実践支援

P86

わかばやし地学連携推進事業

�Ȃ東北学院大学の学生による特色ある地域づくり
等に関する取り組みへの助成
�Ȃ学生による区内地域の魅力を伝える動画制作の
実施や、若林区まちづくり協議会等への学生の参
画の促進

P86

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

防災学習の充実・強化事業 P71

公共交通利用促進事業 P84

学生の参加による地域づくり推進事業 P85

事業名 掲載頁

たいはく若者まちづくりフォーラム事業 P87

泉中央地区活性化事業 P87

学生連携地域づくり事業 P87
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⑤ 笑顔咲く子どもプロジェクト

目標　子どもたちの未来が広がる環境をつくる
　持続可能な未来をつくるためには、安心して子どもを産み育てることができ、子どもたちが健やかに成
長できる環境が不可欠です。子どもたちの個性を尊重し、地域で見守りながら、子どもたちがチャレンジ
できる機会を広げることで、人生を切り開く力を伸ばしていきます。そして、大人も子どもとの関わりを
通じて学び、社会がより良い方向に進むための好循環を生み出します。

実施の方向性

01　意欲を引き出し、伸ばす教育環境をつくる
■ �子どもたちの持つ可能性を引き出すため、自己肯定感や自己効力感を育み、探究意欲やコミュニケー
ション能力を伸ばす環境をつくるとともに、学校・地域・家庭による協働を一層深めることで、子
どもたちの豊かな学びの場を確保し、地域や社会への興味関心を広げる機会をつくります。

■ �情報化社会・グローバル化に対応した成長の機会をつくるとともに、目的に応じてオンラインや対
面での活動を最適に組み合わせ、学びの機会の確保と質の向上を図り、子どもたちが社会変化に適
応できる環境をつくります。

02　個性に合わせた成長の機会をつくる
■ �子どもたちが年齢、性別、国籍、障害の有無などの多様性への理解を深めるとともに、異なる立場
にある人との対話の機会をつくるなど、互いを思いやる気持ちを育むことができる学びの場をつく
ります。

■ �不登校の児童生徒や発達に不安を抱えている子ども、特色のある才能を持つ子どもなど、誰もが安
心して育つ、個性に合わせた選択肢のある学びの場をつくります。

03　子育てを楽しめる環境をつくる
■ �妊娠・子育てについて、必要な情報にアクセスしやすい環境や、オンライン・対面など様々な手段
で相談できる環境をつくるとともに、企業やNPO、地域などが協力して子育て家庭を応援していく
機運を高めます。

■ �子育て世代の家庭における学びの充実とともに、子連れで安心して外に出かけて楽しめる環境づく
りや、子どもたちが自然との触れあいをはじめ、様々な遊びを体験できる機会の充実を図ります。

施策
1 子ども・子育てを応援する社会づくり
2 子育てがしやすい環境づくり
3 豊かな学びと個性に応じた教育の場づくり
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1 子ども・子育てを応援する社会づくり

　本市では、希望する方が安心して子どもを迎えるとともに、まち全体で子ども・子育てを応援する
「子育てが楽しいまち・仙台」の実現を目指す取り組みを進めています。
　令和５年度に設立した仙台こども財団や、様々な企業・団体などと連携しながら、絵本「くまのがっ
こう」のキャラクターを活用した情報発信や仕事と子育ての両立支援などを通じて、子ども・子育て
を応援する機運を高めていきます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

子育てを楽しめる環境づくりに関する
市民の評価※

2.55点
（令和５年度調査）

2.80点
（令和９年度調査）

市内企業の男性の育児休業取得率 29.6％
（令和４年度）

60.0％
（令和８年度）

※ �仙台市市民意識調査における子育てを楽しめる環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

子育て応援の機運醸成事業

�Ȃ新生児の誕生を祝福するオンラインカタログギ
フトの送付
�Ȃせんだいのびすくサポーターの募集、せんだいの
びすくナビを通じた発信
�Ȃ「みんなで子育てフェスタ」の開催
�Ȃ仙台こども財団と連携した子育てを地域社会全
体で支える機運醸成

P88

仕事と子育ての両立支援事業

�Ȃ企業・団体等向けの家事・育児と仕事の両立につ
いて啓発する講座の開催
�Ȃ男性育休取得奨励金の交付
�Ȃ仙台こども財団による男性が育児休業を取得し
やすい職場環境づくりの推進

P88

子どもの遊びの環境充実事業
�Ȃプレーパークの普及に向けた支援、担い手育成
�Ȃ既存資源を活用した遊びの機会の提供
�Ȃ都心部の賑わい創出にも資する遊び場の検討

P88

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

のびすく運営事業 P88

太白遊びの担い手育成事業 P89

事業名 掲載頁

文化芸術によるまちの魅力づくり事業 P94
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2 子育てがしやすい環境づくり

　平均初婚年齢の上昇や既婚者率の低下、就業状況の変化など、ライフスタイルが変化し多様化する
中にあって、少子化に歯止めをかけ、本市を未来へと引き継いでいくためには、子どもを迎えたいと
願う方一人ひとりの希望を叶えていくことが重要です。
　希望する方が安心して妊娠・出産・子育てできるよう、子育て家庭への支援をさらに充実させると
ともに、子どもの健やかな育ちを支える環境づくりを進めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

医療的ケア児の受け入れ可能施設数 10か所
（令和５年度）

13か所
（令和８年度）

児童クラブ待機児童数 11人
（令和５年度）

０人
（令和８年度）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

妊娠・出産・子育て期にわたる�
切れ目のない支援事業

�Ȃニーズに即して必要なサービスにつなぐ伴走型
支援
�Ȃ医療機関等と連携した産婦に対するケア・サポート
�Ȃ健診・相談を通じた就学に至るまでの親子への
支援
�Ȃ妊娠を望む方に対する支援

P89

多様なニーズに対応した
保育提供体制の充実事業

�Ȃ手厚い支援を要する障害のある児童や医療的ケア
が必要な児童等を受け入れる施設の拡充や事業
者への助成・支援
�Ȃ未就園児童を対象とした通園制度の実施
�Ȃ幼稚園預かり保育に対する助成

P89

放課後児童クラブ環境整備事業
�Ȃ小学校の特別教室等の活用等による児童クラブ
サテライト室の整備
�Ȃ児童クラブ専用区画の計画的な拡大

P88

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

ひとり親家庭等支援推進事業 P88

保育士等人材確保推進事業 P88

事業名 掲載頁

住宅政策推進事業 P95
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3 豊かな学びと個性に応じた教育の場づくり

　通信技術の発展などにより、子どもたちのコミュニケーションが大きく変化するとともに、様々な
知識や情報に瞬時にアクセスできるようになったことで、一人ひとりの個性や興味に応じた学びの場
づくりや、情報を選択し組み合わせ、自身の未来に活かす力の重要性が増しています。
　学校における居場所づくりやGIGAスクール構想に基づくICTの活用をさらに進めるとともに、民
間の支援団体や地域との連携も深めながら、社会全体で教育の場づくりを深めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

児童生徒の情報活用能力（探求スキル）
に対する肯定的評価の割合※1

76.6％
（令和５年度調査）

概ね90.0％
（令和９年度調査）

在籍学級外教室（ステーション）の配置
学校数

25校
（令和５年度）

70校
（令和８年度末）

個性に応じた教育の場づくりに関する
市民の評価※2

2.57点
（令和５年度調査）

2.73点
（令和９年度調査）

※１ �市内の小３、小６、中３の児童生徒を対象とした情報活用能力意識調査において、探求スキルに関連する設問に対する「とてもそう思う」「そう思う」
の回答割合

※２ �仙台市市民意識調査における個性に応じた教育の場づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

ICT教育推進事業
�Ȃ ICTを活用した授業の実施
�Ȃ学習活動におけるスキル・モラルを高めるための
系統的・教科等横断的な授業の展開
�Ȃ教員のICTを活用した指導力の向上

P90

仙台自分づくり教育推進事業
�Ȃ学校教育活動におけるたくましく生きる力の素
地となる態度・能力の育成
�Ȃ職業講話、体験型経済教育プログラムの実施
�Ȃ仙台自分づくり教育研究会での効果等の調査研究

P90

コミュニティ・スクール推進事業

�Ȃ学校運営協議会を通じた地域一体となって子ど
もの成長に関わっていく体制づくり
�Ȃ学校へのコミュニティ・スクールアドバイザー派
遣による各校のニーズに応じた指導・助言等の伴
走支援

P90

不登校児童生徒等支援事業

�Ȃ在籍学級外教室（ステーション）の配置拡充
�Ȃ ICTを活用した不登校児童生徒等の学習・相談支
援整備
�Ȃ学校、関係機関や民間施設、地域等と連携した教
育機会の確保や居場所づくり

P91

特別支援教育推進事業
�Ȃ障害者スポーツや芸術活動等を通じた相互理解、
情報発信を通じた保護者や市民理解の促進
�Ȃ専門家派遣による学校の教育力・教員の指導力強化
�Ȃ連絡協議会を通じた関係機関との連携強化

P91

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

学校教育施設整備事業 P89
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⑥ ライフデザインプロジェクト

目標　自分らしい生き方が実現できる環境をつくる
　人生100年と言われる時代、学ぶことや働くことに年齢の制限はありません。自分らしく、充実した暮ら
しを実現するためにも、その前提となる健康づくりへの意識を高めるとともに、文化芸術や歴史などに親
しめる多彩な学びの機会があふれる環境やライフスタイルに合わせた活躍の場をつくります。そして、様々
な個性が輝き、創造性あふれる豊かな社会をつくります。

実施の方向性

01　まちの至る所で学びと実践の機会がある環境をつくる
■ �多彩な学びや体験の機会を創出するとともに、文化芸術や歴史などに親しみ、創造性が育まれる環
境をつくります。

■ �学びや体験をまちづくりの実践の場につなげる仕組みをつくるとともに、音楽や芸術などの創作活
動がまちの新たな魅力となる環境づくりを進めます。

02　誰もが活躍できる環境をつくる
■ �一人ひとりが希望するキャリアやライフスタイルの実現に向けて、多様な働き方ができる環境をつ
くります。

■ �様々な社会参加の機会をつくり、年齢、性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、主体的に活躍
できる環境をつくります。

03　ライフステージに合わせた健康を支える
■ �スポーツ・運動機会の確保、食生活の改善などを通じて、ライフステージに合わせた健康づくりを
進めます。

■ �テクノロジーの活用など、医療機関へのアクセスが困難な人も安心して医療を受けることができる
環境づくりや、効果的な介護予防に向けた取り組みを進めます。

施策
1 体験・学びの機会があふれる環境づくり
2 自分らしい暮らしの実現につながる環境づくり
3 誰もがいきいきと輝くための健康づくり
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1 体験・学びの機会があふれる環境づくり

　本市には、重厚な歴史や政宗公が花開かせた“伊達”な文化があり、定禅寺ストリートジャズフェス
ティバルの開催など、市民発意の文化芸術を活かしたまちづくりが進められてきました。現在は、音
楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設の整備に向けた検討も進んでいます。
　こうした土壌の上に立ち、市民の心豊かな暮らしの実現や創造性の向上を図るとともに、歴史や文
化芸術をまちの活力にもつなげるため、多彩な体験・学びの機会づくりに取り組みます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

文化芸術、歴史などに親しむ環境づく
りに関する市民の評価※

2.95点
（令和５年度調査）

3.09点
（令和９年度調査）

せんだい・アート・ノード・プロジェクト
に係るイベント等の年間参加者数

16,065人
（令和元年度）

20,000人
（令和８年度）

※ �仙台市市民意識調査における文化芸術、歴史などに親しむ環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

文化芸術によるまちの魅力づくり事業

�Ȃ楽都仙台・劇都仙台の推進、青年文化センターを
拠点とした文化芸術の創造発信
�Ȃ古典芸能の振興、文学の普及啓発
�Ȃ市民による文化芸術活動の支援
�Ȃ子どもたちが文化芸術を体験できる機会の提供

P94

せんだい・アート・ノード・プロジェクト
事業

�Ȃ被災沿岸部における住民と協働での作品制作
�Ȃ雑がみを用いた市民参画プロジェクトの実施
�Ȃ中心街・商店街での文化交流創出プロジェクトの
実施
�Ȃ東北県内のアーティストらの交流促進
�Ȃ取り組みの情報発信、市民参加型の会議の開催

P95

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

震災メモリアル事業 P71

こどもわかものプロジェクト・ベースド・ラーニング事業 P91

ミュージアム連携事業 P95

文化財保存活用推進事業 P95

市民センターによる地域づくり支援事業 P95

事業名 掲載頁

仙台観光魅力創出・観光プロモーション事業 P99

青葉山エリア複合施設整備事業 P101

青葉山エリア文化観光推進事業 P102

仙台城跡整備推進事業 P102
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2 自分らしい暮らしの実現につながる環境づくり

　制度や文化などの社会変容に伴いライフスタイルが多様化し、通信技術の発展と相まって、テレワー
クを前提とした移住などが可能となった現在、自分らしく暮らせる場所であることが、一人ひとりの
充実感の向上につながるとともに、まちが選ばれる理由にもなりつつあります。
　仙台に住み続けたい、仙台で暮らしたいと思う人を増やすため、多様な暮らしや生き方を選択し、
能力を十分に発揮できる環境づくりを進めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

仙台市が住みやすいと思う市民の割合※1 90.7％
（令和５年度調査）

94.0％
（令和９年度調査）

仙台市に住み続けたいと思う市民の割
合※2

86.3％
（令和５年度調査）

90.0％
（令和９年度調査）

※１ �仙台市市民意識調査における仙台市の住みやすさに関連する設問に対する「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の回答割合
※２ �仙台市市民意識調査における仙台市への居住意向に関連する設問に対する「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」の回答割合

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

ダイバーシティ推進事業
�Ȃまち全体でのダイバーシティ推進につながる取
り組み
�Ȃ留学生や外国人研究者等の受け入れ環境整備

P92

女性の活躍推進事業
�Ȃ女性管理職・役員候補プログラムの実施
�Ȃ企業の経営者層向けセミナーの実施
�Ȃ防災分野における地域の女性リーダー育成

P92

障害者就労支援体制整備事業
�Ȃ障害者就労支援センターにおける相談対応、啓発
�Ȃ障害者の就労に対する企業や市民の理解促進
�Ȃ工賃向上と就労環境の充実に向けた取り組み

P92

高齢者社会参加・生きがいづくり�
促進事業

�Ȃ地域や社会とつながる機会の提供、活動支援
�Ȃ eスポーツ等を活用した生きがいづくり
�Ȃ民間商業施設等を活用した健康づくりに向けた
啓発イベントの開催

P92

介護人材確保事業
�Ȃ介護関係団体と協力した介護職のイメージアップ
�Ȃ外国人材の確保に向けた受け入れ支援
�Ȃ事業所における人材確保力向上と定着の促進

P93

住宅政策推進事業
�Ȃ既存住宅ストックの活用促進に向けた取り組み
�Ȃ若年夫婦世帯・子育て世帯への住み替え助成
�Ȃ住生活の意識や空き家等の調査を踏まえた取り
組み

P95

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

若者が活躍するまちづくり事業 P80

結婚新生活支援事業 P94

事業名 掲載頁

多様な人材の確保・定着事業 P96
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3 誰もがいきいきと輝くための健康づくり

　令和７年にはいわゆる「団塊の世代」がすべて75歳以上となり、身体的機能や認知機能の低下を防
ぐ取り組みの強化が求められるほか、働き盛り世代の運動不足など、様々な健康への懸念が顕在化し
ています。
　誰もが、人生のどのステージにおいてもいきいきと暮らすことができるよう、企業や大学などと連
携を深めながら、病気の予防や未病対策、健康増進の取り組みを進めるほか、健康・医療サービスに
対するアクセス拡大を進めます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

健康に暮らすことができる環境づくり
に関する市民の評価※

2.68点
（令和５年度調査）

3.09点
（令和９年度調査）

市民のメタボリックシンドロームの該
当者の割合

23.7%
（令和４年度） 基準値未満

週１回以上スポーツを行う15歳以上の
市民の割合

39.3％
（令和２年度）

70.0％
（令和８年度）

※ �仙台市市民意識調査における健康に暮らすことができる環境づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

市民健康づくり推進事業

�Ȃ PHR（パーソナル�ヘルス�レコード）を活用した
市民一人ひとりの健康管理と保健事業サービス
の提供につなげる仕組みづくり
�Ȃ関係団体の活動支援、体を動かしやすい環境整備
�Ȃ協定企業や医師と連携した病気の発症・重症化予
防につながる取り組み

P93

介護・フレイル予防推進事業

�Ȃ地域に出向いた啓発や予防策の周知
�Ȃ効果的支援につなげるためのICTを活用したフ
レイルリスクの明確化
�Ȃ地域での予防活動の継続に向けた担い手の発掘、
通いの場の設立支援
�Ȃ運動等の習慣化に向けた環境の整備

P93

アクティブライフスタイル推進事業

�Ȃアクティブライフスタイルの導入につながる環
境づくり、イベントの開催
�Ȃ民間事業者やメディア等と連携した情報発信
�Ȃプロスポーツチーム等と連携した親子向けス
ポーツ体験イベントの開催

P94

救急需要対策・医療提供体制構築事業

�Ȃ救急隊の運用体制の強化、活動の効率化と質の向上
�Ȃ医療機関の救急受け入れの円滑化に向けた取り
組み
�Ȃ市民の適時・適切な救急車利用の啓発
�Ȃ在宅医療の体制強化に向けた取り組み

P94

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

プレコンセプションケア推進事業 P94
事業名 掲載頁

成長産業振興事業 P97
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⑦ TOHOKU未来プロジェクト

目標　世界に発信できる東北発のイノベーションを生み出す
　人口減少などの課題を抱える東北の現状を、新たなイノベーションを生むチャンスと捉えて、未来を描
く必要があります。リスクの分散や働き方の多様化による地方への意識が高まる中、企業や人を惹きつけ、
社会的・経済的なインパクトをもたらす、地域特性を活かしたイノベーションの創出を目指します。そして、
グローバルな視点とローカルな視点を併せ持って戦略的にビジネスや誘客を進め、東北の魅力を国内外に
広める役割を果たします。

実施の方向性

01　仙台・東北を舞台にイノベーションを生み出す
■ �東北をはじめ国内外の都市との戦略的提携などを通じて、魅力的な事業の創出やグローバルなビジ
ネスを推進し、地域経済をけん引する企業を輩出します。

■ �ソーシャル・イノベーションを生み出す起業家、事業の急成長を目指すスタートアップ企業や地元
中小企業など、あらゆる事業者が挑戦しやすい環境・風土をつくり、社会的・経済的なインパクト
をもたらすイノベーションを生み出します。

02　仙台・東北の産業の成長を支える
■ �次世代放射光施設の稼働を契機とした研究開発拠点や関連産業の集積により、時代を先導する新し
い技術が生まれる環境をつくります。

■ �仙台・東北の農林水産業の活性化や地場の食に関するビジネスに取り組むことで、地消地産の社会
づくりを進めるなど、経済活動の地域内の循環を推進します。

03　仙台・東北に世界中から人を呼び込む
■ �仙台・東北の豊かな自然・歴史・文化、祭り、スポーツイベントなどの活用や、来訪者のニーズに
合わせた多彩な体験プログラムの創出により、域内観光の活性化、国内外からの誘客及び広域周遊
観光を推進します。

■ �情報技術の進展、多様化する旅行者ニーズに沿った戦略的なプロモーションや、来訪者が安心・快
適に旅行できる環境づくりを進めます。

■ �企業や人の流れを引き寄せ、仙台・東北の活力につなげることができるよう、魅力的なオフィス環
境やMICEなどの受け入れ環境を整備するとともに、効果的に情報発信を行います。

施策
1 イノベーション創出の促進
2 地元企業・地域産業成長
3 仙台・東北の交流人口拡大
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1 イノベーション創出の促進

　科学技術の急速な進歩による産業構造の変化を背景として、世界中で人々の暮らしを豊かにする技
術やサービスを創造することが求められています。
　本格稼働する次世代放射光施設ナノテラスや産学官連携の仕組みを活用し、仙台・東北から時代を
先導する産業の振興を図るとともに、スタートアップ・エコシステム推進拠点都市として、新たなビ
ジネスに挑戦しやすい環境をつくります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

スタートアップ企業の資金調達実績 43.7億円
（令和４年度）

60億円
（令和８年度）

成長産業振興事業を通じた事業化の年間
支援件数

8件
（令和５年度）

11件
（令和８年度）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

リサーチコンプレックス形成推進事業

�Ȃ企業や研究機関等の研究開発拠点の立地・集積に
係る賃料補助、助成金支援
�Ȃ市保有のナノテラス利用権の配分や専門家によ
る事前相談対応等の支援
�Ȃ東北・新潟の地場企業等の利活用促進に向けたセ
ミナーの開催やトライアルユース事業の実施

P97

起業家・スタートアップ支援事業

�Ȃ大学等の研究成果を活用したスタートアップに
対する支援プログラムの実施
�Ȃ社会起業家への集中支援プログラムの実施
�Ȃ仙台スタートアップスタジオにおけるワンス
トップ支援
�Ȃ学生・若者向け起業家教育プログラムや起業啓発
イベントの実施

P96

成長産業振興事業

�Ȃ国内外の企業・大学等との連携枠組みを活用した
幅広い分野における新事業の創出
�Ȃウェルビーイング産業の振興に向けた支援
�Ȃ BOSAI-TECHの枠組みに気候変動対策・脱炭素
等の視点を取り入れた新たな開発・実装の支援
�Ȃ業界団体と連携したICT人材の確保

P97

国家戦略特区推進事業

�Ȃ国家戦略特区の枠組みを活用した取り組み
�Ȃ民間企業と連携した新技術の社会実装に向けた
実証
�Ȃ仙台市×東北大学スマートフロンティア協議会
の枠組みを通じた先端的サービスの創出等に向
けた取り組み

P96

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

企業立地促進事業 P101
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2 地元企業・地域産業成長

　本市の経済は中小企業に支えられており、東北の中枢都市として活力を生み続けるためには、地元
企業の成長に向けた挑戦や、若い世代に対する就業先としての訴求力向上が必要です。
　農業も含め、地域経済の新たな可能性を引き出すと同時に、若い世代の地元定着を促進するため、
成長意欲の高い中小企業の集中支援や販路開拓の支援、先端技術の活用促進などに取り組みます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

労働者数（個人市民税の納税義務者数） 474,702人
（令和５年度）

490,000人
（令和８年度）

海外販路開拓に取り組む企業割合 6.0％
（令和４年度）

10.0%以上
（令和８年度）

スマート農業機械導入支援件数 ３件
（令和５年度）

延べ18件
（令和８年度末）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

地域中核企業輩出支援事業
�Ȃ地域の中核となり得る地元企業に対する集中支援
�Ȃ地域経済をけん引する企業のプレゼンス向上及
び地元企業の変革意識の醸成
�Ȃ企業の成長に必要な優秀な人材の確保・養成の支援

P96

多様な人材の確保・定着事業

�Ȃ地元企業の情報発信、就業体験や企業とのマッチ
ングイベント開催
�Ȃ地元企業に対する人材の採用から定着までの課
題に対するコンサルティングやセミナーによる
支援

P96

中小企業販路開拓支援事業

�Ȃ海外販路構築に係る費用助成
�Ȃ仙台-タイ経済交流サポートデスクにおける個別
支援
�Ȃ卸売業者等と連携した市内小規模事業者が市内
外の事業者との商談に挑戦できる仕組みづくり

P97

地産地消推進事業

�Ȃ SNS等を活用した仙台産農産物等の情報発信
�Ȃ仙台産農産物を使ったイベントやキャンペーン
の実施
�Ȃせんだい農業園芸センターみどりの杜を中心と
した近隣周辺施設との回遊性を高める取り組み

P97

持続可能な農業推進事業
�Ȃ市場ニーズに対応した農作物の生産の推進
�Ȃ環境負荷低減やスマート農業等の新技術の導入
実証
�Ȃ農業者のスマート農業機械の導入支援

P98

仙台市中央卸売市場再整備事業
�Ȃ本場（水産物部、青果部）の現地建て替えによる
再整備計画の策定及び推進
�Ȃ花き市場の施設計画の精査

P98

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

中小企業経営基盤強化事業 P96
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3 仙台・東北の交流人口拡大

　人口減少局面において、交流人口は地域経済の活力を高める鍵となるものであり、拡大に向けたさ
らなる取り組みの強化が不可欠です。
　本市の多彩な観光資源の一層の充実に加え、「学都・仙台」の強みを活かしたMICEの推進、東北
各地と連携した魅力発信や誘客促進などにより、仙台・東北に国内外から多くの人を呼び込むととも
に、滞在者数の増加を図ります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

市内年間宿泊者数 624万人泊
（令和元年）

650万人泊
（令和６年※）

市内外国人宿泊者数 33万人泊
（令和元年）

50万人泊
（令和６年※）

市内コンベンション開催件数 累計1,340件
（令和３年～令和５年）

累計1,660件
（令和６年～令和８年）

※ 令和８年の目標値は令和６年度中に判断し、事業の進捗に係る自己評価において達成状況を確認する

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

インバウンド・MICE推進事業

�Ȃ地域の嗜好・特性を踏まえたプロモーション
�Ȃ外国人観光客に訴求力のある観光コンテンツの
発掘・磨き上げ、市内事業者の受け入れ環境整備
の支援
�ȂMICE誘致と満足度向上のための仕組みづくり
�Ȃ地域経済の活性化に向けたMICE参加者の回遊
促進

P99

東北観光推進事業
�Ȃ東北絆まつりの開催、東北六市連携による夏祭り
を活用した観光物産プロモーションの実施
�Ȃ東北周遊モデルコースの発信、旅行商品の造成
�Ȃ東北各自治体との連携強化

P98

スポーツツーリズム推進事業

�Ȃ仙台国際ハーフマラソンの主催、駅伝の開催支援
�Ȃ国際・全国規模イベントの誘致・開催支援、関係
団体と連携した情報発信
�Ȃプロスポーツやスポーツイベントを活用した誘
客促進

P99

仙台観光魅力創出・観光プロモーション
事業

�Ȃ観光デジタルマーケティングの結果を活用した
観光プロモーション、観光地域づくりの推進
�Ȃ仙台ゆかりの漫画・アニメ、アンバサダー等を活
用したプロモーションの実施

P99

西部地区観光振興事業
�Ȃ西部地区の交流人口拡大に資する事業を実施す
る地域団体等への助成
�Ȃエリアの魅力や観光資源の情報発信・プロモー
ション

P99

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

大型観光イベント等開催支援事業 P99

八木山動物公園魅力アップ事業 P100

事業名 掲載頁

仙台MaaS推進事業 P101

青葉山エリア文化観光推進事業 P102
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⑧ 都心創生プロジェクト

目標　人が集い、新しいチャレンジが生まれる都心をつくる
　仙台の都心は、多くの人々が集まる交流の要所であり、絶えず人を惹きつける、魅力あふれる場所であ
ることが求められます。そのため、都心の開発を推進し、ビジネスや交流の基盤を整備することで、意欲
のある方々が集い、新しいチャレンジが生まれる環境を整えます。さらに、多様な主体の連携を通じて、様々
なコンテンツをつくることで、回遊性が高く、働く場、楽しむ場として魅力的な都心をつくります。

実施の方向性

01　投資を呼び込むまちをつくる
■ �老朽建築物の建て替えや高水準な機能を備えるオフィスビルの整備を推進し、本社機能、研究開発
拠点やICT関連企業等が集積することで、国際競争力のあるビジネス環境をつくります。

■ �都市公園や道路などの公共空間、民間の遊休不動産などの既存ストックの新たな利活用を通じたま
ちのリノベーションを推進することで、エリア価値の向上を図ります。

02　イノベーションが生まれる都心をつくる
■ �企業、起業家、教育機関などが集まり、新たな事業の創造を応援する文化・コミュニティをつくる
ことで、スタートアップ・エコシステムを育てます。

■ �産学官金それぞれの持つ技術やノウハウを活かしながら、地域産業の強みや課題を新たな価値の創
造につなげるイノベーションを創出します。

03　まちの回遊性を向上する
■ �市役所本庁舎の建て替え・勾当台公園の再整備・音楽ホールの整備検討など、多くの人が集い、交
流が生まれる魅力的な市街地の環境をつくるとともに、地域ごとの特性を活かした魅力的なコンテ
ンツをつくります。

■ �居心地が良く、歩いて巡りたくなる空間づくりやテクノロジーの活用による回遊環境の向上を図る
ほか、中心部商店街の活性化などにより、都心全体に賑わいが広がる環境をつくります。

施策
1 都心の賑わいと回遊性の向上
2 都心のビジネス環境向上
3 都心と相乗効果を生む青葉山エリアの魅力向上
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1 都心の賑わいと回遊性の向上

　本市では、各エリアの個性を活かした都心の魅力向上を進める中で、まちなかをひと中心の空間へ
と転換し、多様な活動や交流を促進する取り組みを進めています。
　道路の再整備や公園も含めた公共空間の利活用促進、公共交通の利便性・快適性向上をはじめ、中
心部商店街の魅力向上の取り組みの支援などを通じて、都心全体に賑わいと活力が行きわたる、回遊
性の高い都心をつくります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

中心部商店街歩行者通行量（日曜日） 224,347人/日
（令和５年度）

250,000人/日
（令和８年度）

都心エリア（定禅寺通・青葉通・宮城
野通）における人の活動量※

定　平日�10.25人時
青　平日� 3.53人時
宮　平日� 9.60人時

休日�17.58人時
休日�11.15人時
休日�16.05人時 基準値以上

（令和５年度）

仙台MaaSのアクティブユーザー数 5,458人
（令和４年度）

7,000人
（令和８年度）

※ �居心地の良い魅力的なまちを目指す上で、滞在機会や滞在時間が重要との知見を踏まえて設定した、滞在者数（グループごと、３分以上滞在）に
滞在時間を乗じた数の10時台、14時台、18時台の３時間分の合計値

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

中心部商店街活性化促進事業
�Ȃ来街者増加や個店の売り上げ向上に資する取り
組み
�Ȃ周辺プロジェクトと連動した賑わいづくりや拠
点性の向上に資する取り組み

P101

まちなかウォーカブル推進事業

�Ȃ道路や公園の占用特例制度の活用促進等による
まちづくり活動団体等の支援
�Ȃ定禅寺通の再整備、市役所本庁舎周辺エリアの一
体的利活用の推進
�Ȃ青葉通仙台駅前エリアの整備方針の検討

P101

仙台MaaS推進事業
�Ȃ仙台MaaSポータルサイトでのデジタルチケット
の販売、デジタルマップの運用
�Ȃ普及促進に向けたイベント開催、他地域との連携
�Ȃ関係団体、企業等との意見交換・連絡調整

P101

都市交通政策推進事業
�Ȃ快適な移動環境の整備
�Ȃ国と連携した仙台駅近接の公共交通バスターミ
ナル整備の検討
�Ȃ交通結節駅における交通環境改善、周辺施設整備

P102

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

新本庁舎整備事業 P68

市街地のグリーンインフラ推進事業 P69

勾当台公園及び周辺再整備事業 P69

事業名 掲載頁

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

せんだい・アート・ノード・プロジェクト事業 P95
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2 都心のビジネス環境向上

　都心が仙台・東北の活力の中枢であり続けるためには、老朽化した建築物の適切な更新を促すと同
時に、人や投資を呼び込みながら、多彩な挑戦を支える場へと進化させることが不可欠です。
　市街地再開発の支援や高機能オフィスの整備促進により経済活動の拠点形成を進めるとともに、オ
フィス需要の創出につながるよう企業誘致の取り組みを強化し、都心機能強化に向けた開発とビジネ
スの好循環を生み出します。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

誘致による企業立地件数（リサーチコ
ンプレックス関連の研究開発拠点立地
を含む）

合計74件
（令和２年度～令和４年度）

合計100件
（令和６年度～令和８年度）

仙台スタートアップスタジオにおける
起業に関するセミナー等の開催件数 ― 延べ100件

（令和８年度末）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

まちなか拠点整備事業
�Ȃ複数の権利者による市街地再開発事業の事業化
に向けた後押し・支援
�Ȃ都市再生特別地区等の容積率緩和手法を活用し
た民間開発の誘導

P102

まちなか建替促進事業
�Ȃ老朽化建築物の建て替え事業に対する助成
�Ȃ高機能オフィス整備に対する容積率の緩和
�Ȃ各種支援策の活用に関する周知・広報

P102

企業立地促進事業
�Ȃ本社機能や研究開発拠点、ICT関連企業等を対象
とした企業誘致プロモーションの実施
�Ȃ新規投資・新規雇用に係る助成

P101

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

起業家・スタートアップ支援事業 P96
事業名 掲載頁

リサーチコンプレックス形成推進事業 P97
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3 都心と相乗効果を生む青葉山エリアの魅力向上

　仙台はじまりの地とも言える青葉山エリアには、歴史や文化、学術、自然など、人々を惹きつける
多彩な資源が集積しています。
　都心西側に隣接するこのエリアにおいて、市民・来訪者の回遊など、都心とのつながりを強く意識
しながら観光資源の充実や音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点複合施設の整備、大手門復元に向
けた取り組みを進めることにより、交流の場として魅力を活かしあう、青葉山エリアと都心をつくり
ます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

青葉山エリアの各施設における年間観
光客入込数

101.3万人
（令和元年） 基準値以上

仙台城本丸跡の年間来場者数 32.6万人
（令和４年度）

60万人
（令和８年度）

青葉山エリアの空間づくりに関する市
民の評価※

2.88点
（令和５年度調査）

2.96点
（令和９年度調査）

※ �仙台市市民意識調査における青葉山エリアの空間づくりに関連する設問に対する評価点の平均点（高い評価より４点、３点、２点、１点）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

青葉山エリア文化観光推進事業
�Ȃ人を惹きつけるコンテンツの創出・磨き上げ
�Ȃデジタルマップとの連動や多言語での魅力発信
等の観光プロモーションの実施
�Ȃエリアの魅力と回遊性の向上に向けた実証

P102

青葉山エリア複合施設整備事業
�Ȃ複合施設の整備に向けた基本計画の策定、設計
�Ȃ管理運営指針の策定
�Ȃ多様な主体とのネットワーク構築、機運醸成に向
けた各種先行事業の実施

P101

仙台城跡整備推進事業
�Ȃ大手門の発掘調査・地形測量・史資料調査
�Ȃ「政宗ビュー」を目指した植生の伐採・剪定・植栽
�Ȃ来訪者が史跡に親しみ学ぶことができる環境整
備、情報発信

P102

■ 主な関連事業
事業名 掲載頁

広瀬川創生・清流保全事業 P69

西公園再整備事業 P70

青葉山公園整備事業 P70

事業名 掲載頁

震災メモリアル事業 P71

「Fun,Fan,Find青葉」事業 P85

リサーチコンプレックス形成推進事業 P97
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⑨ 市政運営

1 変化に対応する市役所づくり

　生産年齢人口が減少する中で市民サービスの向上を図るためには、限られた資源を効果的・効率的
に活用することが不可欠です。
　日進月歩のデジタル技術を積極的に活用しながら業務改革を進めるとともに、一人ひとりの職員や
組織の力を引き出し、高めることで、社会環境の変化に対応しながら、市民福祉の向上を目指し挑戦
を続ける市役所をつくります。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

受付件数上位100手続きのオンライン化 延べ42手続き
（令和５年度）

延べ100手続き
（令和８年度末）

職員意識調査における現在の仕事のや
りがいに関する肯定的回答の割合※

81.9%
（令和５年度） 基準値以上

職員意識調査における誇りを持った仕
事への取り組みに関する肯定的回答の
割合※

87.2%
（令和５年度） 基準値以上

※ 関連する設問に対する「そう思う」「まあそう思う」の回答割合

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

「Full�Digitalの市役所」推進事業

�Ȃ書かない窓口の拡大、手続きのオンライン化の
拡充
�Ȃ業務・職場のデジタルシフト
�Ȃ本市保有データのオープンデータ化、活用しやす
い仕組みづくり
�Ȃ DX推進人材の確保・育成

P103

人材育成推進・組織力強化事業

�Ȃ組織的なOJTや研修体系の整備
�Ȃ縦割りや前例にとらわれず、果敢にチャレンジで
きる職員の育成
�Ȃ多様な主体との連携・調整を行う職員の能力向上
と地域課題の解決に資する人材の育成

P103

業務改革推進事業

�Ȃ市民からの申請・届出関係事務や内部系共通事務
に係る業務分析、改善策の検討
�Ȃ業務分析の結果を踏まえた業務フローの再構築
�Ȃ障害福祉分野における事務センター設置等によ
る事務集約化、他分野での実施検討

P103
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2 安定した行政経営基盤の維持

　本市でも、社会保障費などの義務的経費の増加が見込まれており、今後、行政経営は一層厳しさを
増していくことが想定されます。
　こうした中でも、安定した市民サービスを提供し、未来のまちづくりに向けた挑戦を続けていくた
め、財源の確保や資産の効率的・効果的な活用、企業局における経営の適正化などに取り組みます。

■ 数値目標
項　目 基準値 目標値

基礎的財政収支�
（プライマリーバランス）

53億円
（令和４年度）

決算で収支均衡・黒字の確保
（各年度）

仙台ふるさと応援寄附の受け入れ額 4.9億円
（令和４年度）

合計50億円
（令和６年度～令和８年度）

■ 重点事業
事業名 主な取り組み 掲載頁

仙台ふるさと応援寄附推進事業
�Ȃ寄附者のニーズや特性に応じたポータルサイト
の追加、観光・旅行分野での返礼品や特産品を活
用した返礼品の開発、積極的なプロモーション等
の実施

P103

公共施設総合マネジメント推進事業

�Ȃ市民に身近な施設の計画的改修
�Ȃ大規模施設改修の財政負担や工事の進め方等の
把握と年次調整
�Ȃ各施設の稼働状況等の集約・整理を踏まえた施設
の質・量の適正化、民間活力の導入

P103

共同浄水場整備事業
�Ȃ共同浄水場や中継ポンプ場、送水管等の基本設
計、詳細設計
�Ȃ国や県、関連企業や地元町内会等との協議・調整
�Ȃ整備費用負担削減方策の検討

P104

交通事業の経営改善事業
�Ȃ仙台市交通事業経営計画の見直し
�Ȃ収支見通しの見直しやバス運賃改定幅の再検討
等、新たな経営改善策の実施に向けた検討

P104

ガス事業民営化推進事業
�Ȃガス事業民営化に関心を寄せる事業者との意見
交換の継続
�Ȃ適切な時期の公募再開

P104

機能集約型都市づくり推進事業
�Ȃ地域地区等の見直し
�Ȃ 3D都市モデルの精度向上、利活用促進に向けた
アイデア発掘イベント等の開催
�Ȃ基礎調査を踏まえた適切な都市計画の運用

P104
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市内各地域で行われる主なチャレンジプロジェクトの重点事業

　■ 仙台市全域
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　■ 仙台市中心部
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　基本計画では、まちづくりの理念を踏まえ、「地域づくりの方向性」として、（１）ふるさと
の豊かな自然を守り、安全・安心な地域をつくる、（２）支えあい、心豊かに暮らせる地域をつ
くる、（３）学びの環境が充実し、子どもたちが健やかに育つ地域をつくる、（４）個性あふれ
る賑わいと交流が生まれる地域をつくる、の４つを定めています。また、地域のより詳細な特
性を踏まえた「区ごとの地域づくりの方向性」も定めています。
　本章では、「地域づくりの方向性」と「区ごとの地域づくりの方向性」を踏まえ、地域活性化
に資する事業、区民生活に身近な事業、区の資源を活用した事業を掲載しています。

＜構成＞
　区ごとに、以下の構成としています。
・�冒頭に、特性と動向、計画期間における取り組みの方向性を示します。
・�続いて、「区ごとの地域づくりの方向性」ごとに関連する事業を一覧で示し、事業内容をま
とめた「第４章　事業の一覧」における掲載ページを示します。
・�各区・総合支所において、区民との協働により、地域の課題解決や活性化等につながる様々
な事業の企画・実施や市民団体が行うまちづくり活動に対して助成を行う「地域づくりパー
トナーサポート事業（区民協働まちづくり）」については、その主な取り組みについても示
します。
・各地域における主な特色ある事業を地図上に示します。

第３章　各区における事業



46

第
３
章

各
区
に
お
け
る
事
業

青葉区 （うち宮城総合支所管轄地域）

人　口 314,547人 74,445人
世帯数 169,527世帯 29,776世帯
面　積 302km2 260km2

※令和５年10月１日現在推計人口

青葉区 
　青葉区は、５区の中で最も人口が多く、仙台駅を含む都心から山形県との県境まで北西方向に広がる本市
最大の区です。地域ごとに様々な特性を有し、近代的な都市機能と豊かな自然環境が共生する「多様性」が
区の特徴となっています。少子高齢化のさらなる進展に加え、人口減少社会の到来が予見されている中、生
活基盤施設等の更新や新たな整備が要請される地域がある一方、生活上の様々な困難が顕在化しつつある地
域があるなど、それぞれの地域の個性や特色に応じた多彩なまちづくりを進めながら、区全体としての魅力
向上に取り組む必要があります。
　「都心地域」は、東北を支える多様な都市機能が集積しています。近年、建築物の老朽化が進行するととも
に、仙台駅周辺に人の流れが集中していることから、中心部商店街の活性化や公共空間の利活用などを通じて、
都心全体の価値を高める取り組みが求められています。
　「都心周辺地域」は、集合住宅居住者の地域コミュニティへの参加が進んでいない状況であり、その対応が
必要となっています。また、道路や公園などの生活の基盤となる施設の老朽化対策やバリアフリー化も求め
られています。
　「丘陵住宅地域」は、都心周辺の外縁で、高度経済成長期以降に開発された郊外住宅団地が連なっています。
高齢化率が区内の平均より高い地域であり、今後、さらなる高齢化の進展により、地域での支えあいや高齢
化に対応したサービスの需要増加が予想されています。
　「愛子周辺地域」は、住宅地の開発や市内中心部からの利便性の向上により、若い世代を中心に人口の増加
が顕著となっています。増加する人口や交通量に対応するため、インフラ整備が求められており、子育て環
境の整備や、良好な地域コミュニティ形成のための取り組みが必要となっています。
　「西部山岳丘陵地域」は、市内でも高齢化率の高い地域となっており、普段の生活やコミュニティの維持な
どの課題が顕在化してきています。野生鳥獣による農作物等被害などへの対策も含めた安全・安心な暮らし
の確保とともに、交流人口を増やすさらなる取り組みを早期に進めていく必要があります。

地域づくりの方向性
（１）多くの人が集い、賑わいと交流の場となる活力あるまち
（２）お互いを認めあい、支えあう、誰もが健やかで心豊かに暮らせるまち
（３）地域の防災・防犯力を高め、安全で安心して過ごせるまち
（４）杜の都の自然、歴史が息づき、文化の薫るまち
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■ 計画期間における取り組みの方向性
　中心部では、都市機能の再構築や青葉山周辺での新たな施設整備が進み、東北の交流拠点としての期待が
高まっており、マンションの増加による新たな居住者も増えています。こうした機を捉え、住民や事業者を
はじめ地域に関わる方のまちへの愛着と主体的な活動を育みながら、まちの魅力や活力を高めていきます。
　また、里山と田園、豊かな自然が広がる宮城地区西部では、高齢化の進展に伴い営農の継続や鳥獣被害な
どの対策が急務となっていることから、先端技術を積極的に活用した農産物の高付加価値化や鳥獣被害対策
を進めます。
　地域コミュニティに目を向ければ、コロナ禍で様々な活動が停滞した間に、担い手の高齢化や後継者不足
といった課題が深刻化しています。デジタル技術も駆使しながら、安全・安心を支え、交流や賑わいを生む
住民主体の活動が持続的に行われるような環境づくりに取り組むほか、地域のまちづくりの核となる基幹施
設として、宮城総合支所の建て替えに向けた検討を進めます。
　これらの事業を推進し、多様な主体と協働しながら地域の魅力を高め、個性が際立つ、多くの人々が訪れ
たくなるまちを目指します。

■ 地域づくりの方向性ごとの関連事業

（１）多くの人が集い、賑わいと交流の場となる活力あるまち

　都心地域では、老朽建築物の建て替えや企業ニーズに合ったオフィス整備の促進、公共空間と民有
地が一体となった新たな賑わい創出の推進とともに、勾当台・定禅寺通エリアや都市公園における
魅力ある都市空間の形成、中心部商店街の活性化やウォーカブルなまちなかの形成促進により、都
心全体に賑わいを広げる取り組みを進めます。また、西部山岳丘陵地域では、豊かな自然環境や歴史、
温泉といった地域資源の活用や、先端技術を有する企業などと連携し、新たな取り組みを積極的に
進めます。

事業名 掲載頁

新本庁舎整備事業 P68

勾当台公園及び周辺再整備事業 P69

西公園再整備事業 P70

脱炭素都市づくり推進事業 P72

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

青葉区民まつり事業 P81

西公園キャンドルライトファンタジー事業 P81

宮城地区まつり事業（宮城地区） P81

大倉ダムの魅力発信事業（宮城地区） P81

まちづくり活動助成事業（公募助成事業） P84

商店街賑わい創出・基盤整備支援事業 P84

事業名 掲載頁

地域交通運行確保・運行支援事業 P84

地下鉄沿線まちづくり推進事業 P85

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

「Fun,Fan,Find青葉」事業 P85

宮城総合支所庁舎建替事業 P85

先端技術等を活用した宮城地区の課題解決事業 P86

魅力ある地域農業づくり事業 P98

農業生産基盤整備事業 P98

まちなかウォーカブル推進事業 P101

中心部商店街活性化促進事業 P101

まちなか拠点整備事業 P102

まちなか建替促進事業 P102
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（２）お互いを認めあい、支えあう、誰もが健やかで心豊かに暮らせるまち

　町内会をはじめとする地域団体の担い手の育成などに取り組むとともに、集合住宅居住者の方々
に対しては、地域内の交流を促進する取り組みを進めます。高齢化率の高まりが見られる丘陵住宅
地域などを念頭に、生涯を通じた健康づくりや生きがいづくりなどの取り組みを行います。

事業名 掲載頁

障害者福祉センター整備事業 P76

障害者相談支援体制推進事業 P76

高齢者生活支援事業 P77

児童館整備・環境改善事業 P78

地域づくりパートナーサポート事業
（町内会等住民自治組織支援・体力強化） P80

学生の参加による地域づくり推進事業 P85

マンション等コミュニティ強化事業 P85

のびすく運営事業 P88

事業名 掲載頁

妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目のない支援事業 P89

学校教育施設整備事業 P89

コミュニティ・スクール推進事業 P90

地域学校協働活動推進事業 P91

高齢者社会参加・生きがいづくり促進事業 P92

介護・フレイル予防推進事業 P93

市民健康づくり推進事業 P93

スポーツ施設大規模修繕・改修事業 P94

市民センターによる地域づくり支援事業 P95

（３）地域の防災・防犯力を高め、安全で安心して過ごせるまち

　地域防災リーダーの育成や防災訓練の実施など、日頃からの防災力の向上に向けた活動を支援す
るとともに、帰宅困難者への対策を進めます。また、地域ぐるみの防犯活動や自転車の安全利用な
どを推進し、安心して暮らせる地域づくりを行います。生活の基盤となる施設については、老朽化
への対応をはじめ、地域の実情に応じた機能を確保していきます。

事業名 掲載頁

防災意識醸成・災害対応力強化事業 P71

防災学習の充実・強化事業 P71

災害時要援護者避難支援体制づくり事業 P71

総合的な浸水対策事業 P73

地域密着で取り組む火災のないまちづくり事業 P74

地域安全対策事業 P75

交通安全対策事業 P75

事業名 掲載頁

鉄道駅周辺環境整備事業 P78

通学路等交通安全対策事業 P78

児童生徒の安全確保事業 P79

市民センター整備事業 P80

文化センター整備事 P80

コミュニティ・センター整備事業 P84
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（４）杜の都の自然、歴史が息づき、文化の薫るまち

　地域資源を活かした学びの機会を提供し、その過程において様々な世代が交流する機会づくりに
取り組むことにより、人と人とのつながりを深め、地域の活性化につなげていきます。また、豊か
な地域資源を次の世代へ継承するとともに、あらゆる世代の人が、仙台ならではの魅力を楽しめる
機会を創出し、交流人口の拡大を図ります。

事業名 掲載頁

市街地のグリーンインフラ推進事業 P69

広瀬川創生・清流保全事業 P69

青葉山公園整備事業 P70

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

ほたるの里づくり事業 P81

仙台伝統ものづくり塾事業 P81

仙台の昔を伝える紙芝居作り・上演事業 P81

個性ある地域づくり計画策定事業 P81

青葉区令和風土記作成事業 P81

回文の里づくり事業（宮城地区） P81

事業名 掲載頁

宮城地区西部活性化事業 P86

せんだい・アート・ノード・プロジェクト事業 P95

西部地区観光振興事業 P99

青葉山エリア複合施設整備事業 P101

青葉山エリア文化観光推進事業 P102

仙台城跡整備推進事業 P102

■ 各地域における主な特色ある事業
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宮城野区

人　口 194,550人
世帯数 98,261世帯
面　積 58km2

※令和５年10月１日現在推計人口

宮城野区 
　宮城野区は、市の北東部に位置し、仙台駅東口から仙台塩釜港にかけて広がる区域です。他区と比べて年
少人口と生産年齢人口の割合が高くなっていますが、高齢化の進行が顕著な地域もあり、地域の状況に応じ
たきめ細かな対応が必要です。平成23年の東日本大震災では、津波により区域の35％が浸水し、甚大な被害
を受けましたが、協働によって復興への歩みを着実に進めてきました。今後、震災の経験と教訓の継承とと
もに、沿岸部の新たな賑わいの創出と魅力発信に取り組んでいくことが求められています。
　「都心及び周辺地域」は、宮城野通を基軸とした新しい街並みが形成されるとともに、東北楽天ゴールデン
イーグルスが本拠地を構えるほか、地下鉄東西線の開業や仙台駅東西自由通路拡幅に併せた商業施設の開発
が進んでいます。新たな賑わいづくりの機運が高まっており、それらを活かした、より魅力あふれる都市空
間づくりが求められています。
　「北部住宅地域」は、古くからの交通の要衝であり、岩切城跡をはじめ、歴史の息吹を感じられる場所が随
所にあります。近年は、岩切地区の土地区画整理事業により、若い世代が多く集まる地域になっており、子
育て世代の方々が暮らしやすい地域づくりが求められています。
　「丘陵住宅地域」は、鶴ケ谷をはじめ、開発時期の早い団地が成熟期を迎えており、市の中でも高齢者の割
合が高い地域です。市営住宅の建て替えに伴うコミュニティづくりや、地域課題の解決に向けた住民主体の
取り組みなど、住民が安心して暮らせる環境づくりが進められています。
　「東部沿岸・産業地域」は、東日本大震災の津波により大きな被害を受けましたが、岡田地区南蒲生・新浜
では、コミュニティの再生に向けた新たなまちづくりが進められています。また、中野・蒲生地区を中心に
産業集積が進んでいるほか、仙台港背後地には、仙台うみの杜水族館や大型商業施設などが立地し、活気を
もたらしています。これまで以上にたくさんの人々が集う場所とするため、地域の多彩な魅力や活動をつな
ぐ取り組みが求められています。

地域づくりの方向性
（１）海辺のふるさとをつくる～集い、想いをつなぐまち～
（２）都心のシンボルエリアをつくる～賑わいをつくり、可能性を活かせるまち～
（３）心地よいコミュニティをつくる～支えあい、安心して暮らし続けられるまち～
（４）新たな魅力に出会える場をつくる～ふるさとを知り、元気を体感できるまち～
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■ 計画期間における取り組みの方向性
　東部沿岸地域では、防災集団移転跡地の地元利活用、高砂中央公園の一部供用開始など、新たな魅力の創
出が進む一方、震災から13年が経過し、経験や教訓の風化も懸念されています。今後、令和５年10月に策
定した「海浜エリア活性化ビジョン」を踏まえた取り組みを進め、未来を担う子どもたちへの働きかけなど
により震災の経験や教訓を語り継いでいきます。
　仙台駅東地区では、まちづくり団体による公共空間の利活用や新たな商業施設の開業などにより、集客促
進に向けた機運が高まっており、引き続きまちづくり団体や事業者とともに駅東エリアの新たな魅力づくり
に取り組みます。
　一方で、新型コロナウイルス感染症の拡大は、地域活動や交流機会の減少、地域コミュニティの希薄化な
どの影響をもたらし、担い手不足の深刻化、子育て世代の孤立化といった課題を顕在化させました。今後、
人と人とのつながりを深めるよう、コミュニティ支援や子育て支援を進めていきます。
　これらの取り組みにより、地域とともに宮城野区の魅力を高め、元気で安心なまちづくりを目指していき
ます。

■ 地域づくりの方向性ごとの関連事業

（１）海辺のふるさとをつくる～集い、想いをつなぐまち～

　東日本大震災の経験と教訓を伝えるとともに、沿岸部に再び人々が集い、笑顔が行き交うまちに
なるよう、新たな海辺のふるさとをつくります。海岸公園をはじめ、日和山や蒲生干潟、貞山運河
など震災を乗り越えてきた資源の活用や地元住民の方々などの意見も踏まえて、震災の記憶や地域
の文化を伝えるコンテンツの充実・発信に取り組み、東部沿岸地域一帯の回遊性を向上させ、海辺
の賑わいづくりを推進します。

事業名 掲載頁

海浜エリア活性化事業 P68

東部地域移転跡地利活用推進事業 P68

市民協働によるみどりのまちづくり事業 P68

海岸公園整備事業 P70

防災意識醸成・災害対応力強化事業 P71

防災学習の充実・強化事業 P71

事業名 掲載頁

災害時要援護者避難支援体制づくり事業 P71

脱炭素都市づくり推進事業 P72

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

震災の記憶伝承と命を守る防災学習事業 P81

せんだい・アート・ノード・プロジェクト事業 P95
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（２）都心のシンボルエリアをつくる～賑わいをつくり、可能性を活かせるまち～

　仙台駅東地区をより魅力あふれる都市空間とするため、住民や民間企業とともに知恵を出しあい
ながら、多くの人が気軽に集い、訪れるとわくわくするような新たな都心のシンボルエリアをつく
ります。賑わい創出に向けては、まちづくり団体などとの連携を図り、イベント開催などの都市空
間の有効活用や情報発信を通じて、宮城野通を基軸としたエリア特性を高める取り組みを推進します。

事業名 掲載頁

市街地のグリーンインフラ推進事業 P69

公園マネジメント事業 P69

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

宮城野通・榴岡公園ふれあい魅力UP事業 P81

商店街賑わい創出・基盤整備支援事業 P84

事業名 掲載頁

地下鉄沿線まちづくり推進事業 P85

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

まちなかウォーカブル推進事業 P101

まちなか拠点整備事業 P102

まちなか建替促進事業 P102

（３）心地よいコミュニティをつくる～支えあい、安心して暮らし続けられるまち～

　住民同士が世代を超えてつながり、多様性を尊重しあいながら、お互いの顔が見える心地よいコ
ミュニティをつくります。地域の担い手育成や交流のための事業展開、住民が主体となった関係機
関などとの協働促進により、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めるとともに、子育て世代の
育児不安や孤立解消に向けて地域のつながりを深める取り組みを進めます。

事業名 掲載頁

仙台市流域治水推進モデル事業 P71

総合的な浸水対策事業 P73

地域安全対策事業 P75

交通安全対策事業 P75

被災者の健康支援事業 P76

障害者相談支援体制推進事業 P76

高齢者生活支援事業 P77

児童館整備・環境改善事業 P78

通学路等交通安全対策事業 P78

児童生徒の安全確保事業 P79

市民センター整備事業 P80

地域づくりパートナーサポート事業
（町内会等住民自治組織支援・体力強化） P80

事業名 掲載頁

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

地域はっぴぃ子育て支援事業 P81

ご近所ふれあいステップアップ事業 P81

地域防災力向上事業 P81

おらほの公園草刈隊支援事業 P82

コミュニティ・センター整備事業 P84

地域交通運行確保・運行支援事業 P84

みやぎの地域づくり支援事業 P86

のびすく運営事業 P88

妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目のない支援事業 P89

地域学校協働活動推進事業 P91

高齢者社会参加・生きがいづくり促進事業 P92

介護・フレイル予防推進事業 P93

市民健康づくり推進事業 P93

鶴ケ谷第二市営住宅団地再整備事業 P95

都市交通政策推進事業 P102
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（４）新たな魅力に出会える場をつくる～ふるさとを知り、元気を体感できるまち～

　未来の地域づくりの担い手である子どもたちや若者が新たな魅力に出会い、地元への関心や思い
を深めることができる場をつくるとともに、歴史や文化を未来に継承する取り組みや世代を超えた
交流を通じて、地域の魅力を実感し、地域づくりへの参加意識を高める好循環を生み出します。地
域の多彩な資源を一層快適に楽しめる環境をつくるため、民間企業などとの連携を進めます。

事業名 掲載頁

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

みやぎの・まちづくり若手人材育成支援事業 P86

すずむしの里づくり事業 P82

みやぎの・まつり P82

みやぎの地域力向上支援事業 P82

宮城野盆踊り普及事業 P82

まちづくり活動助成事業（公募助成事業） P84

事業名 掲載頁

学校教育施設整備事業 P89

コミュニティ・スクール推進事業 P90

アクティブライフスタイル推進事業 P94

スポーツ施設大規模修繕・改修事業 P94

市民センターによる地域づくり支援事業 P95

スポーツツーリズム推進事業 P99

■ 各地域における主な特色ある事業
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若林区

人　口 142,524人
世帯数 71,309世帯
面　積 50km2

※令和５年10月１日現在推計人口

若林区 
　若林区は、市の南東部に位置し、５区で最も規模の小さな区です。平成27年の地下鉄東西線の開業により
区内には５つの駅が新設され、地下鉄沿線を中心として人口が大きく増加しています。平成23年の東日本
大震災では、津波により区域の56％、内陸約４kmにわたり浸水し、壊滅的な被害を受けましたが、市民や
NPO、企業などの取り組みにより美しい風景を取り戻しつつあり、震災の経験と教訓の継承とともに、沿岸
部の新たなまちづくりに取り組んでいくことが求められています。
　「都心及び周辺地域」では、建物の高層化や集合住宅の建設による人口の流入が進んでいる一方、歴史的・
文化的な建築物や個性的な店舗が立ち並ぶ商店街など、日常生活に深く歴史が根差している地域でもありま
す。令和５年には、東北学院大学の五橋キャンパスが開設し、若い力を地域づくりに活かす取り組みが求め
られています。
　「地下鉄沿線地域」では、駅周辺の特性に合わせた地域づくりが進められています。荒井駅周辺では、土地
区画整理事業などで人口が急激に増加し、多様な世代のコミュニティ活性化の工夫が求められています。卸
町駅や六丁の目駅周辺では、文化芸術活動や起業支援などの場がまちの多様性を生み出しており、薬師堂駅
周辺では、歴史資産を活かしたまちづくりが行われています。
　「郊外住宅地域」では、昭和の時期から住宅地が形成され、幹線道路沿いには中高層の集合住宅や業務ビル
が立地しています。建て替えや耐震改修、集合住宅の増加が進んでいますが、地域内の人口は減少傾向で、
高齢化率も高くなっています。また、河川氾濫による浸水想定区域が広く分布していることから、治水に関
する住民の関心が高い特徴があります。
　「田園・海浜地域」では、東日本大震災を経て、ほ場整備や、津波避難施設、東部復興道路などの整備が行われ、
防災集団移転跡地の利活用も進んでいます。引き続き、震災の記憶を後世に伝えるとともに、仙台の新たな
賑わいを創出する役割が期待されています。

地域づくりの方向性
（１）田園・水辺・生物と共に生き、自然災害の経験を日常に活かすまち
（２）新旧の住民が混ざりあい、支えあうあたたかなまち
（３）歴史のなかで暮らし、地域の魅力を育てあうまち
（４）多様な協働を通じて、新しい変化を生み出すまち
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■ 計画期間における取り組みの方向性
　若林区では近年、沿岸地域での商業施設などの立地と東北学院大学五橋キャンパスの開設という２つの大
きな変化が生まれています。
　沿岸地域においては、令和５年10月に策定した仙台塩釜港から名取市閖上までを対象とする「海浜エリ
ア活性化ビジョン」のもと、地域住民・団体、企業、行政機関などが連携して各々の活動をつなげながら、
自然や歴史的遺産、伝統・文化などの多様な資源を活用することで、エリア全体の魅力の向上と賑わいづく
りを進めます。
　また、同年４月には東北学院大学と連携協力協定を締結しました。学生による地域活性化や特色ある地域
づくりに対する助成制度を設けることなどにより、開設以前から行っていた町内会、商店街などの地域と大
学、区が連携・協働する地学連携の取り組みをさらに展開していきます。
　これらの取り組みが生み出す交流と新たな賑わいの輪を区内各地域につなげて、区民が安全安心に、健や
かに暮らし、長く住み続けたくなる魅力あるまちづくりを区民とともに進めていきます。

■ 地域づくりの方向性ごとの関連事業

（１）田園・水辺・生物と共に生き、自然災害の経験を日常に活かすまち

　豊かな自然環境を守り、歴史ある水資源の活用や生態系を維持する取り組みを進めていくととも
に、より多くの人が海や水辺に親しめる機会を、区域を越えてつくります。また、災害のリスクを
意識した暮らし方を考える機会をつくり、具体的な行動を日常生活に根付かせる取り組みを行います。

事業名 掲載頁

市民協働によるみどりのまちづくり事業 P68

広瀬川創生・清流保全事業 P69

海岸公園整備事業 P70

防災意識醸成・災害対応力強化事業 P71

事業名 掲載頁

防災学習の充実・強化事業 P71

災害時要援護者避難支援体制づくり事業 P71

震災メモリアル事業 P71

総合的な浸水対策事業 P73
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（２）新旧の住民が混ざりあい、支えあうあたたかなまち

　子育て支援体制の充実や、社会的な孤立を防ぐ取り組み、心身の健康を保つ取り組みなどを地域
特性も踏まえながら、地域住民や関係機関と協力して進めていきます。また、様々な人々が交流で
きる場づくりを支援し、新たなコミュニティの活性化を目指します。

事業名 掲載頁

地域安全対策事業 P75

交通安全対策事業 P75

被災者の健康支援事業 P76

障害者相談支援体制推進事業 P76

高齢者生活支援事業 P77

児童館整備・環境改善事業 P78

通学路等交通安全対策事業 P78

児童生徒の安全確保事業 P79

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

若林区地域健康づくりちょいチャレンジ事業 P82

安全安心街づくり活動推進事業 P82

事業名 掲載頁

地域交通運行確保・運行支援事業 P84

のびすく運営事業 P88

妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目のない支援事業 P89

地域学校協働活動推進事業 P91

高齢者社会参加・生きがいづくり促進事業 P92

介護・フレイル予防推進事業 P93

市民健康づくり推進事業 P93

（３）歴史のなかで暮らし、地域の魅力を育てあうまち

　歴史や地域の魅力に気づくことができる学びの場や、沿岸部の農業や水辺を活用した新たな学び
の場づくりに取り組むとともに、東部沿岸エリアの施設や団体をネットワーク化し、情報共有と協
働の促進、地域外に向けた情報発信を進めます。また、学生をはじめとした若い世代の力を活かし、
地域全体で魅力を高めあう環境づくりに取り組みます。

事業名 掲載頁

海浜エリア活性化事業 P68

東部地域移転跡地利活用推進事業 P68

脱炭素都市づくり推進事業 P72

市民センター整備事業 P80

文化センター整備事業 P80

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

若林区魅力発信事業 P82

地域メディアの活用による〈新しい地縁〉創造プロジェクト事業 P82

広瀬川灯ろう流し「光と水とコンサートの夕べ」事業補助 P82

事業名 掲載頁

コミュニティ・センター整備事業 P84

学校教育施設整備事業 P89

コミュニティ・スクール推進事業 P90

文化財保存活用推進事業 P95

地産地消推進事業 P97

持続可能な農業推進事業 P98
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（４）多様な協働を通じて、新しい変化を生み出すまち

　地下鉄東西線の開業や東北学院大学五橋キャンパスの開設、東部の防災集団移転跡地の利活用と
いった大きな変化をまちの活力に変えるため、地域で活動する多様な人たちが互いに協働して、新
しい変化を作り出す環境づくりに取り組みます。

事業名 掲載頁

地域づくりパートナーサポート事業
（町内会等住民自治組織支援・体力強化） P80

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

若林区民ふるさとまつり P82

若林区合唱のつどい P82

まちづくり活動助成事業（公募助成事業） P84

商店街賑わい創出・基盤整備支援事業 P84

事業名 掲載頁

地下鉄沿線まちづくり推進事業 P85

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

わかばやし地学連携推進事業 P86

若林まちみがき推進事業 P86

文化芸術によるまちの魅力づくり事業 P94

せんだい・アート・ノード・プロジェクト事業 P95

市民センターによる地域づくり支援事業 P95

■ 各地域における主な特色ある事業
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太白区 （うち秋保総合支所管轄地域）

人　口 237,297人 3,813人
世帯数 110,261世帯 1,666世帯
面　積 228km2 145km2

※令和５年10月１日現在推計人口

太白区 
　太白区は、市の南西部に位置し、名取川河口近くから山形県境まで東西に帯状に広がっています。土地区
画整理事業が進んだあすと長町や富沢などの地域では、子育て世帯をはじめとした人口の増加が続いている
一方、西部では人口減少・高齢化が進んでいる地域もあります。地域の状況に応じて、生活課題が多様化し
ていることから、地域の密接なつながりを基盤として、支えあうまちづくりが求められています。
　「南部拠点地域」では、区画整理事業によるあすと長町の誕生を機に、地下鉄・JR長町駅周辺や地下鉄長町
南駅周辺を中心に、商業施設やスポーツ施設、中高層マンションなどの集合住宅の建設が進み、新しい賑わ
いを創出しています。
　「名取川右岸地域」では、幹線道路を中心に商業施設が集積し、長く暮らしている住民に加え、若い子育て
世代が増加しています。農業のまちから住宅が連なるまちに変化しており、幅広い世代が楽しめ、交流する
場づくりが必要です。また、浸水想定区域における雨水排水設備の整備、地域特性に応じた自助・共助の取
り組みが求められています。
　「丘陵住宅地域」では、動物公園や遊園地の賑わいとともに、地下鉄東西線開通による西の起点駅の誕生を
契機とした、新たなまちの魅力づくりが進められています。一方で、高齢化率が高くなっており、地域の環
境に応じた快適に住み続けられるための取り組みが求められています。
　「太白山周辺地域」では、古くから住民主体のまちづくりが進められ、豊かな自然資源を活かした地域活性
化に向けた住民主体の活動が盛んに行われていますが、区内でも高齢化率が高い地域であるため、地域の移
動手段の維持・確保など、地域課題の解消に向けた取り組みが求められています。
　「秋保地域」は、温泉や秋保大滝、二口峡谷などの観光資源に恵まれた地域であり、秋保温泉は古くから療
養の地として親しまれてきました。現在は温泉やそば文化の発信、体験型観光による交流活動など、豊かな
地域資源を活かした地域の魅力づくりが進められています。
　

地域づくりの方向性
（１）ともに支えあい、誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち
（２）災害に強く、安全・安心に暮らせるまち
（３）豊かな地域資源を活かした賑わいと潤いのあるまち
（４）幅広い世代が交流し、集い、活動が生まれるまち
（５）多様な地域特性を活かせるまち
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■ 計画期間における取り組みの方向性
　子育て世代の増加や高齢化の進行など、太白区では地域ごとに課題が大きく異なっています。そうした課
題に的確に対応しながら、アフターコロナの地域活性化、行政やまちのデジタル化による市民サービス向上
など、新たな課題に取り組む必要があります。
　南部拠点・長町の旧国道４号沿道（長町商店街エリア）を中心に、歩いて楽しい街並みの形成を促進する
とともに、G7仙台科学技術大臣会合の舞台となった秋保地域をはじめ各地の歴史・文化などの多彩な地域
資源の魅力の磨き上げや発信など、特色あるまちづくりを支援することにより、地域全体の活性化を図りま
す。
　また、切れ目のない支援や遊びの支援強化など子育て環境の向上を図るとともに、性別・年齢・国籍の違
い、障害の有無などを越えた、多様性を尊重し、ともに支えあう地域づくり、また、防災・防犯など安全安
心なまちづくりを推進します。
　住民、地域団体、商店街、学校・大学、民間事業者など、様々な主体の連携を支援し、つながりを深め広
げながら、未来に向けた取り組みを進めていきます。

■ 地域づくりの方向性ごとの関連事業

（１）ともに支えあい、誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

　誰もが自分らしく健やかに暮らせるまちの実現に向け、子育て支援の充実や障害のある方の社会
参加の促進、高齢者をはじめとした健康づくりを進めるとともに、各分野を越えたつながりの強化
を図ります。また、多様な主体との協働による交通手段の確保など、日常生活における利便性の維持・
改善に向けた取り組みを進め、地域の中で快適に暮らせる環境づくりに取り組んでいきます。

事業名 掲載頁

障害者相談支援体制推進事業 P76

高齢者生活支援事業 P77

児童館整備・環境改善事業 P78

鉄道駅周辺環境整備事業 P78

たいはく思春期いのちの事業 P79

太白区障害高齢支援連携事業 P79

児童生徒の安全確保事業 P79

地域交通運行確保・運行支援事業 P84

のびすく運営事業 P88

事業名 掲載頁

妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目のない支援事業 P89

太白遊びの担い手育成事業 P89

学校教育施設整備事業 P89

コミュニティ・スクール推進事業 P90

地域学校協働活動推進事業 P91

高齢者社会参加・生きがいづくり促進事業 P92

介護・フレイル予防推進事業 P93

市民健康づくり推進事業 P93
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（２）災害に強く、安全・安心に暮らせるまち

　地域の特性に応じた市民一人ひとりの自助の力を高めるとともに、地域のネットワークを広げ、災
害時要援護者対策を含めた共助の取り組みを推進し、災害に強いまちを目指します。地域や関係団
体との連携による交通安全や防犯の取り組みも進め、安全・安心に暮らせるまちづくりを推進します。

事業名 掲載頁

防災意識醸成・災害対応力強化事業 P71

防災学習の充実・強化事業 P71

災害時要援護者避難支援体制づくり事業 P71

総合的な浸水対策事業 P73

事業名 掲載頁

地域密着で取り組む火災のないまちづくり事業 P74

地域安全対策事業 P75

交通安全対策事業 P75

通学路等交通安全対策事業 P78

（３）豊かな地域資源を活かした賑わいと潤いのあるまち

　自然環境や歴史資産、民俗芸能、プロスポーツなど、太白区が持つ豊かな地域資源を守り、磨き
上げながら、その魅力を実感できるよう、学び、感じ、伝える機会や場を創出し、賑わいと潤いの
あるまちづくりを推進します。

事業名 掲載頁

広瀬川創生・清流保全事業 P69

緑地保全による持続可能な地域づくり事業 P69

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

広瀬川灯ろう流し「光と水とコンサートの夕べ」事業補助 P82

ディスカバーたいはく P82

太白区まち物語 P82

秋保ミュージアム環境整備支援事業（秋保地区） P83

地下鉄沿線まちづくり推進事業 P85

事業名 掲載頁

生出地区活性化支援事業 P87

秋保地区活性化事業 P87

文化財保存活用推進事業 P95

魅力ある地域農業づくり事業 P98

農業生産基盤整備事業 P98

西部地区観光振興事業 P99

スポーツツーリズム推進事業 P99

八木山動物公園魅力アップ事業 P100

秋保地区交流人口拡大事業 P100

（４）幅広い世代が交流し、集い、活動が生まれるまち

　住民との協働によるまちづくりや市民センターを拠点とした活動を通して、地域内の幅広い世代
の交流を促し、多様性を尊重し互いに影響しあう機会を増やす取り組みを進めます。地域を越えた
担い手同士の交流や新たな担い手育成を目的とした事業を展開するなど、地域づくり活動の活性化
と協働の輪を広げ、交流と活動が活発な住民主体のまちづくりを推進します。また、旧国道４号沿
道（長町商店街エリア）では、歩いて楽しい街並み形成を進め、賑わいの創出など、まちの活性化
を促進します。
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事業名 掲載頁

市民センター整備事業 P80

地域づくりパートナーサポート事業
（町内会等住民自治組織支援・体力強化） P80

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

太白区民まつり P83

たいはくっこくらぶ P83

たいはく若者まちづくりフォーラム事業 P87

地域づくりの担い手支援事業 P83

秋保地区スポーツレクリエーション大会（秋保地区） P83

まつりだ秋保（秋保地区） P83

まちづくり活動助成事業（公募助成事業） P84

事業名 掲載頁

コミュニティ・センター整備事業 P84

商店街賑わい創出・基盤整備支援事業 P84

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

長町・歩いて楽しい街並み形成促進事業 P86

多様な連携促進による地域づくり支援事業 P87

スポーツ施設大規模修繕・改修事業 P94

市民センターによる地域づくり支援事業 P95

（５）多様な地域特性を活かせるまち

　太白区は、秋保地域も含め、合併による区の成り立ちや地理的要因を踏まえた日常生活圏として
の一体性、土地利用や都市機能などの特性に応じて、圏域ごとの動向や取り組みが異なるため、そ
れぞれの圏域が持つ地域特性に応じた、きめ細かなまちづくりを推進します。

■ 各地域における主な特色ある事業
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泉区

人　口 208,896人
世帯数 95,536世帯
面　積 146km2

※令和５年10月１日現在推計人口

泉区 
　泉区は、市の北部に位置し、北西部にそびえる泉ケ岳や七北田川などの恵まれた自然環境と、泉中央地区
を中心に多様な機能が集積する本市北部の拠点としての都市機能を併せ持つ区域です。泉区は仙台市の中で
平成の間に最も人口が増加した区ですが、近年は高齢人口割合が最も高くなるとともに人口も減少に転じて
います。課題を地域ごとに見据えつつ、多様な資源や地域のつながり、泉中央地区などでの新しいまちづく
りの動きも活かしながら、まち全体の持続的な活力を生み出す取り組みを進めていく必要があります。
　「泉中央及びその周辺地域」では、泉区役所庁舎の建て替えに合わせて、周辺エリアと一体となったまちづ
くりへの期待が高まっています。公共空間を利活用しながら多くの人を呼び込む魅力的なコンテンツの創出
や効果的な情報発信など、さらなる賑わいづくりに向けた取り組みが求められています。
　「北部地域」には、本市産業の新しい展開を先導する拠点として、先端技術を育む企業や産業支援機能を持
つ研究所などが立地しています。交通アクセスも良好なため、流通機能や大規模商業施設等も進出しており、
職住近接で働きやすいライフスタイルを実現できる環境を維持していく必要があります。
　「丘陵住宅地域」には、区内市街地面積の大半を占める住宅団地があり、多くの緑地が良好に保全され、快
適な居住環境を有している一方で、高齢化や人口減少の進展が予測されることから、快適に安心して住み続
けられる環境づくりが求められています。
　「西部地域」は、泉区のシンボルである泉ケ岳の麓に田園風景が広がり、歴史と文化が色濃く根付いた地域
です。これらを維持・活用しながら、自然を身近に感じ、触れあうことができるまちに向けた取り組みを進
めていく必要があります。
　

地域づくりの方向性
（１）一人ひとりが自分らしい心豊かな生活を送ることができる「安心」のまち
（２）魅力的なコンテンツを上手に活かし、人を呼び込める「にぎわい」のまち
（３）みどり豊かな風景や四季折々の自然を身近に感じ、体験できる「癒し」のまち
（４）洗練された街並みや日々の居心地のよさで選ばれ続ける「定住」のまち
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■ 計画期間における取り組みの方向性
　本市北部の広域拠点である泉中央及びその周辺地域では、交通結節点としてのさらなる利便性の向上や商
業機能などの集積が求められています。泉区役所庁舎の建て替えに合わせ、新たな区民広場や七北田公園な
どの利活用を推進し、若者や多様な主体と連携して回遊性を高める取り組みを進め、賑わいを創出していき
ます。
　丘陵住宅地域においては、高齢化及び人口減少が続く中、地域団体や事業者、大学関係者と協働して地域
課題の解決に取り組むことにより、活力と魅力に満ち、安全安心に暮らし続けられるまちを目指します。
　西部地域は、泉ケ岳に代表される四季折々の美しい自然と、歴史や伝統文化などが織りなす豊かな魅力に
満ちています。こうした魅力の市内外への発信を強化するとともに、地域住民・事業者による主体的なまち
づくり活動への支援や泉ケ岳の利活用促進などを通じて、都市に暮らす人々の憩いの場としての魅力を高め
ます。
　泉区の持つポテンシャルを引き出しながら、誰もが心豊かに暮らせるまちを目指し、今後も区民とともに
取り組みを進めていきます。

■ 地域づくりの方向性ごとの関連事業

（１）一人ひとりが自分らしい心豊かな生活を送ることができる「安心」のまち

　世代や性別、国籍や文化の違い、障害の有無などの多様性を認めあい、一人ひとりがそれぞれの
地域でその人らしく自立し、日々の生活の安全も確保され、心身ともに健康で充実した生活を送る
ことができるまちづくりを進めます。

事業名 掲載頁

防災意識醸成・災害対応力強化事業 P71

防災学習の充実・強化事業 P71

災害時要援護者避難支援体制づくり事業 P71

総合的な浸水対策事業 P73

地域安全対策事業 P75

交通安全対策事業 P75

障害者相談支援体制推進事業 P76

高齢者生活支援事業 P77

鉄道駅周辺環境整備事業 P78

事業名 掲載頁

通学路等交通安全対策事業 P78

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

区民意識普及啓発 P83

まちづくり活動助成事業（公募助成事業） P84

高齢者社会参加・生きがいづくり促進事業 P92

介護・フレイル予防推進事業 P93

市民健康づくり推進事業 P93

スポーツ施設大規模修繕・改修事業 P94
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（２）魅力的なコンテンツを上手に活かし、人を呼び込める「にぎわい」のまち

　民間活力を導入した泉区役所の建て替えを契機に、周辺エリアと一体となったまちづくりを進め
るとともに、多様な団体と連携したイベントを開催し、泉中央駅広場・ペデストリアンデッキの利
活用を促進するなど、若者の視点を取り入れつつ、多くの人を呼び込み、賑わいのさらなる向上を
図ります。

事業名 掲載頁

泉区役所建替事業 P80

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

泉区民ふるさとまつり P83

泉区民文化祭 P83

いずみ朝市 P83

事業名 掲載頁

商店街賑わい創出・基盤整備支援事業 P84

地下鉄沿線まちづくり推進事業 P85

まち再生・まち育て活動支援事業 P85

泉中央地区活性化事業 P87

スポーツツーリズム推進事業 P99

都市交通政策推進事業 P102

（３）みどり豊かな風景や四季折々の自然を身近に感じ、体験できる「癒し」のまち

　都市機能と自然が調和したまちを維持、発展させていくため、身近な自然や地域の伝統・文化を
体験できる機会の創出や、市民協働によるみどりの維持・向上を進め、生活の身近なところで自然
を感じ、触れあうことができるまちづくりを進めます。

事業名 掲載頁

公園マネジメント事業 P69

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

七北田川クリーン運動 P83

泉ケ岳悠・遊フェスティバル P83

泉ケ岳利活用推進 P83

将監沼ふれあい事業 P83

事業名 掲載頁

泉西部地区活性化事業 P87

泉ケ岳活性化推進事業 P87

西部地区観光振興事業 P99

（４）洗練された街並みや日々の居心地のよさで選ばれ続ける「定住」のまち

　住み続けたいと思えるような定住のまちとして選ばれ続けるため、子育て世帯が安心して住むこ
とができる環境づくりなど、地域の実情に応じた課題解決の取り組みを進めます。また、地域での
活動を通して、地域を知る、学ぶ機会を充実させるなど、地域への愛着を育む取り組みも推進します。
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事業名 掲載頁

脱炭素都市づくり推進事業 P72

児童館整備・環境改善事業 P78

児童生徒の安全確保事業 P79

市民センター整備事業 P80

地域づくりパートナーサポート事業
（町内会等住民自治組織支援・体力強化） P80

地域づくりパートナーサポート事業
（区民協働まちづくり） P80

学生連携地域づくり事業 P87

地域子育て交流会 P83

青少年健全育成推進 P84

いずみのふるさと学 P84

泉中央美化推進 P84

ニュースポーツフェスティバル P84

事業名 掲載頁

コミュニティ・センター整備事業 P84

地域交通運行確保・運行支援事業 P84

協働による郊外居住地課題対応事業 P87

のびすく運営事業 P88

妊娠・出産・子育て期にわたる切れ目のない支援事業 P89

学校教育施設整備事業 P89

コミュニティ・スクール推進事業 P90

地域学校協働活動推進事業 P91

市民センターによる地域づくり支援事業 P95

■ 各地域における主な特色ある事業
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　チャレンジプロジェクトと市政運営の推進に資する事業を掲載します。

＜構成＞
・チャレンジプロジェクトごとに関連する事業を一覧表で示します。
・事業ごとに、事業名、事業内容及び担当を示します。
・�「第２章　チャレンジプロジェクト」の重点事業に位置付けている場合は、該当する施策番
号を示します。

第４章　事業の一覧
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① 杜と水の都プロジェクト

事業名 事業内容 担　当 重点
事業

新本庁舎整備事業

　老朽化や分散等の課題の解消とともに機能強化を図るため、まちづ
くり・賑わい・協働、災害対応・危機管理、利便性、持続可能性・環
境配慮の４つの基本整備方針に基づき、新本庁舎の整備を推進します。
�Ȃ 実施設計に基づき、整備を進めます。
�Ȃ 新本庁舎低層部には、民間活力の導入により市民が日常的に利用で
きる機能を整備し、周辺の公共空間との一体的なハード整備や利活
用手法等の検討を進めます。
�Ȃ 新たな執務環境への移行に向け、新本庁舎執務室の空間設計と、執
務環境の試行等を通じた職員の意識醸成を図ります。

財政局

［主担当課］
財政局

本庁舎整備室

①
1

海浜エリア活性化事
業

　東部沿岸地域の持続的な賑わいづくりを推進するため、多様な主体
と連携・協働しながら、エリア全体の回遊を促進する取り組みや来訪
環境整備、貞山運河の利活用等により新たな魅力を創出するとともに、
未来を担う世代に向けた震災の記憶と記録の継承や、人々が集う場の
形成を進めます。
�Ȃ エリア内の交通手段や回遊を促す仕組みの実証・検討に加え、Web
やSNS、マップを通じた地域の魅力発信等により、エリアへの来訪
や滞在を促進します。
�Ȃ 親水空間としての貞山運河の利活用や深沼海水浴場の再開に向けて、
行政機関や関係団体と連携しながら検討を進めます。
�Ȃ エリアの将来像を示す「海浜エリア活性化ビジョン」のさらなる周
知を図りながら、活動主体同士の交流や意見交換の場づくりに取り
組み、相互の連携・協働を推進します。

文化観光局
宮城野区
若林区

［主担当課］
若林区
海浜エリア
活性化企画室

①
2

杜の都の風土を育む
景観形成推進事業

　心地よく時間を過ごしたくなるような都市空間を創出するため、良
好な景観形成に取り組みます。
�Ȃ 景観法や杜の都の風土を育む景観条例等により、良好な景観形成へ
の誘導を進めます。
�Ȃ 仙台ならではの景観資源を掘り起こし、それらを最大限活用するた
めの新たな取り組みを進めます。
�Ȃ 屋外広告物ガイドラインの作成・運用により、街並みと調和した優
れた広告物の誘導を図ります。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
都市景観課

①
3

東部地域移転跡地利
活用推進事業

　東部沿岸地域の新たな魅力を創出するため、集団移転跡地の南蒲生、
新浜、荒浜、井土、藤塚の５地区について、民間の自由な発想や提案
を最大限に活かした利活用を進めるとともに、利活用事業者・地域関
係者等との連携や、利活用に必要なインフラ等の整備に取り組みます。
�Ȃ 利活用事業者が事業開始に向けた手続き等を円滑に進められるよう、
事業者や庁内関係部署等との調整を進めます。
�Ȃ 利活用事業者が継続して土地を利用できるよう、荒浜地区に必要な
インフラ等の整備・維持管理を行うとともに、地区のさらなる活性
化に向けて荒浜公共広場等の利活用を検討します。
�Ȃ 利活用事業者等と協力して各地区の特性を活かした魅力の創出や、
地域の各施設と連携した情報発信等に取り組みます。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
市街地整備課

①
2

市民協働によるみど
りのまちづくり事業

　市民が誇りに思い、みどり豊かで潤いのある都市環境をつくるため、
市民と協働でみどりのまちづくりを推進するとともに、子どもを含め
た多様な年齢層のみどりに対する理解や関心を深め、次世代のみどり
の担い手の育成を図ります。
�Ȃ 全国都市緑化仙台フェアの会場となった青葉山公園や仙台駅西口ペ
デストリアンデッキ、宮城野通等における市民協働での花壇づくり
の継続実施や、多くの市民や企業の参画によるみどりの協働ネット
ワークづくり等、フェアの開催により高まった緑化意識を次世代へ
引き継ぐフェアレガシーとしての取り組みを進めます。
�Ȃ 東日本大震災で失われた東部地域において、海岸防災林や居久根等
のみどりの再生・創出に向けた市民参加の育樹・植樹や、子ども向
け参加プログラムを実施します。
�Ȃ その他、緑の活動団体の認定・支援、コミュニティガーデンづくり等、
市民協働によるみどりの取り組みを行います。

建設局

［主担当課］
建設局

百年の杜推進課

①
3�
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事業名 事業内容 担　当 重点
事業

市街地のグリーンイ
ンフラ推進事業

　気候変動への適応や安全で潤いのある都市生活等、みどりの持つ多
機能性を活かしたグリーンインフラによるまちをつくるため、公共空
間と民有地における質の高い緑化や市街地におけるグリーンインフラ
の充実に取り組みます。
�Ȃ みどりの拠点となる公園や、学校・市民センター等の公共施設にお
ける緑化の推進、質の向上に取り組みます。
�Ȃ 快適な歩行・滞留空間の創出に向けて、仙台駅東口エリアの街路樹
補植、仙台駅西口ペデストリアンデッキや定禅寺通等における花に
よる修景を行います。
�Ȃ グリーンインフラ推進助成や、地域コミュニティが主体となった緑
化や花壇づくりに対する助成、優良建築物緑化認定制度の活用を通
じて、市民・事業者の緑化に対する意欲を高め、民有地の緑化を推
進します。

建設局

［主担当課］
建設局

百年の杜推進課

①
3�

広瀬川創生・清流保
全事業

　市民共有の財産である広瀬川を次世代に引き継いでいくため、市民
の主体的な参画を得ながら、広瀬川の豊かな自然環境の保全や安全安
心な川づくり、新たな魅力創出に取り組みます。
�Ȃ 広瀬川における市民活動団体の取り組みとの連携や負担金の交付を
行うほか、活動団体のイベント情報等を集約し発信するとともに、
活動団体同士の連携を促進します。
�Ȃ 広瀬川魅力創生サポーターの認定を行い、広瀬川の自然を守り、魅
力をつくり出す活動に取り組む団体を応援します。
�Ȃ 広瀬川周辺の環境保全区域内の緑化・維持に向けて、緑化木の交付
や緑化助成制度の広報を行います。
�Ȃ 青葉山エリアの新たな魅力を創出し、都心部との回遊性向上を図る
ため、市民等が気軽に楽しめる広瀬川の賑わいづくりについて検討
を行います。

建設局

［主担当課］
建設局

百年の杜推進課

①
3

緑地保全による持続
可能な地域づくり事
業

　動植物の生息・生育空間としても貴重な市街地を取り囲む緑地を、
持続可能で潤いある都市空間を支えるグリーンインフラとして未来に
引き継ぐため、保存緑地の買取・維持管理や市民や事業者等との協働
による保全活動及び利活用に取り組みます。

建設局 -

歴史と文化の薫るみ
どり活用事業

　貴重な歴史的資源であり、動植物の生息・生育空間でもある居久根
等の屋敷林や名木・古木を未来に継承するため、保存樹木等として保
全を図ります。また、歴史的な公園や彫刻等の関連資源を活用した普
及啓発に、地域住民等と協働して取り組みます。

建設局 -

みどりの普及啓発事
業

　みどり豊かなまちづくりを市民とともに進めるため、緑の相談所の
運営やイベントの開催等により、自然への意識向上やグリーンインフ
ラの取り組みの普及啓発を図るとともに、みどりの市民活動や企業の
社会貢献活動を促進します。また、「杜の都・仙台」としてのブランド
向上と市民の誇りの醸成に向け、市民活動の紹介や情報発信を行います。

建設局 -

街路樹マネジメント
事業

　道路空間の安全性確保や良好な都市景観を維持するため、街路樹の
計画的な更新や撤去、健全度調査等を進めます。また、街路樹や公園
樹剪定枝の再資源化を推進します。

建設局 -

公園マネジメント事
業

　公園サービスの向上を図るため、市民活動団体や民間事業者との官
民連携による運営管理を推進するとともに、公園が持つ多様な機能の
有効活用に向けて、複数の公園で機能分担を図るストック再編事業や
利用ニーズに応じた都市公園の整備・再整備を進めます。

建設局 -

公園施設総合改修事
業

　公園施設の老朽化による維持管理費の増大や安全性の低下を解消す
るため、予防保全の観点を踏まえて計画的な改修等に取り組みます。 建設局 -

勾当台公園及び周辺
再整備事業

　市内中心部の日常的な賑わい・交流を創出するため、勾当台公園及
び周辺道路の再整備を進めます。
�Ȃ「勾当台・定禅寺通エリアビジョン」のほか、市役所本庁舎の建て替
え、定禅寺通活性化等、周辺で進む関連プロジェクトの内容を踏ま
えながら、勾当台公園及び周辺道路の再整備を進めます。
�Ȃ 工事期間中の市民広場の代替として、仮設広場を整備します。

建設局

［主担当課］
建設局
公園整備課

①
1
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事業名 事業内容 担　当 重点
事業

西公園再整備事業

　都心部のみどりの拠点である西公園について、都心の回遊性を生み
出す魅力的な場所として利活用を推進するため、みどりが持つ多様な
機能を最大限活用しながら再整備を進めます。
�Ȃ 南側プール跡地については、あらゆる世代の市民が楽しめるレクリ
エーションエリアとして、園路・広場の整備を進めます。
�Ȃ 北側区域については、仙台のまちを楽しみ、安らぎを感じられる空
間となるよう再整備に取り組みます。
�Ȃ 公園の魅力向上・利活用推進につながるよう、公民連携も含めた運
営・管理手法の検討を行います。

建設局

［主担当課］
建設局
公園整備課

①
1

海岸公園整備事業

　津波防災や震災の記憶継承の役割を持たせながら、自然と人がつな
がり、新たな賑わい・交流を生む場をつくるため、東日本大震災の津
波により大きな被害を受けた海岸公園の整備を進めます。
�Ȃ 藤塚地区においては、かわまちづくり支援制度やPark-PFI等の公民
連携制度を活用しながら、新たな賑わい・交流の場の創出と併せ、貞
山運河や隣接する名取市との回遊性の向上を含めた整備を行います。
�Ȃ 公園整備により見込まれる来園者増加に備え、津波避難場所である
避難の丘を整備します。
�Ȃ 荒浜地区においては、パークゴルフ場のホール拡張に向けた測量、
設計、整備工事を行います。
�Ȃ 岡田地区及び井土地区においては、貞山運河と一体となった空間形
成を目指し、親水護岸の整備の検討を行います。

建設局

［主担当課］
建設局
公園整備課

①
2

青葉山公園整備事業

　市民や来訪者が藩政時代からの仙台の歴史・文化的資源や優れた自
然景観に親しめる環境をつくるため、仙台城跡を含む青葉山と広瀬川
に囲まれた青葉山公園の整備を進めます。
�Ȃ 整備の推進に向けて、令和８年度までとしている事業期間の延長等、
事業認可の見直しを検討します。
�Ȃ 広瀬川や竜ノ口等豊かな自然を楽しめる空間として、自然散策ゾー
ンの整備計画の検討を進めます。

建設局

［主担当課］
建設局
公園整備課

①
3
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② 防災環境都市プロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

防災意識醸成・災害
対応力強化事業

　防災意識の向上と災害対応力強化を図るため、日頃から防災に触れ
考える機会を創出します。
�Ȃ 各地域の災害リスクや防災に役立つ様々な情報について、仙台防災
ハザードマップやSNS等を活用した周知啓発を行います。
�Ȃ 地域ごとの津波防災マップや避難所運営マニュアル等、個人や地域
団体、施設における防災に関する計画等の作成を支援します。

危機管理局

［主担当課］
危機管理局
減災推進課

②
3

防災学習の充実・強
化事業

　市民の防災意識の向上を図り、災害への備えや適切な避難行動につ
なげるため、防災学習の充実・強化に取り組みます。
�Ȃ 大雨や台風に備えた家族一人ひとりの避難計画「マイ・タイムライ
ン」の作成講座を拡充するとともに、学校や地域における横断的な
作成の促進に向けて、防災主任や仙台市地域防災リーダー（SBL）
を対象とした研修会を開催し、講師ができる人材を育成します。
�Ȃ 学校や地域、企業等への周知啓発活動により、体験型の防災学習が
できるせんだい災害VRの利用を促進します。
�Ȃ SBLのさらなる養成を行い、学生SBL養成対象大学を拡充するほか、
学生主体の防災減災活動を支援します。

危機管理局

［主担当課］
危機管理局
減災推進課

②
3

災害時要援護者避難
支援体制づくり事業

　災害時に自ら避難することが困難な高齢者や障害者等の円滑かつ迅
速な避難の確保を図るため、個別避難計画の作成や地域における支援
体制づくりを進めます。災害時要援護者情報登録制度においては、周
知及び登録勧奨を行い、登録された要援護者の情報を地域団体等に共
有し、地域における支援体制づくりを進めます。

危機管理局
健康福祉局 -

仙台市流域治水推進
モデル事業

　気候変動の影響に伴い頻発・激甚化する水災害等に備えるため、集
水域から氾濫域にわたる流域のあらゆる関係者が協働して水害対策を
行う「流域治水」を推進します。
�Ȃ 福田町周辺を対象に流域治水の実践・実証を行い、これをモデルと
して他地域への展開を検討します。
�Ȃ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、水路のかさ上げ
や河道の確保を行うほか、水田の雨水貯留機能を高め、周辺の水路
や河川の急激な水位上昇を抑制する「田んぼダム」の取り組みに向
けた調査・検討を進めます。
�Ȃ 被害対象を減少させるための対策を検討・実施します。
�Ȃ 被害の軽減・早期復旧・早期復興のための対策として、道路への水
位標の設置による冠水状況の視覚的提示やICTを活用した水位情報
の提供、地域と連携した防災意識の醸成等に取り組みます。

危機管理局
経済局
建設局
教育局
宮城野区

［主担当課］
建設局

下水道計画課

②
3

防災環境都市づくり
推進事業

　「防災環境都市・仙台」としてのブランド力向上を図るため、杜の都
の豊かな環境を活かした災害に強い都市づくりをさらに進めるととも
に、国内外への発信を強化します。
�Ȃ 市民参加型の防災フォーラムの継続的な開催等により、ステークホ
ルダーの活動を発信し、連携の強化を図ります。
�Ȃ 未来の担い手育成として、大学等と連携した防災環境都市に関する
学習を促進します。
�Ȃ 中間評価を踏まえた「仙台防災枠組」の推進に向け、市民向け講座
の開催等により、枠組の認知度向上や理解の深化を図ります。
�Ȃ 国際会議や海外からの視察研修等の受け入れ等を通して防災環境都
市づくりの取り組みを発信し、世界の防災・減災に貢献します。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
防災環境都市�
推進室

②
1

震災メモリアル事業

　東日本大震災の記憶や復興への取り組みを世界や未来へつなげてい
くため、経験と教訓を世代や地域を超えて継承する取り組みを進めます。
�Ȃ せんだい3.11メモリアル交流館・震災遺構仙台市立荒浜小学校・震
災遺構仙台市荒浜地区住宅基礎等、震災メモリアル施設を活用した
継承を進めます。
�Ȃ 青葉山エリア複合施設として整備する中心部震災メモリアル拠点の
検討を進めるとともに、整備に先立ち、災害文化に関係する多様な
主体との協働・ネットワーク構築や機運醸成に向けた取り組みを行
います。
�Ȃ「3がつ11にちをわすれないためにセンター」において、市民協働で
震災・復興の記録を収集、保存、利活用するアーカイブを進め、震
災の記憶を後世に伝えていきます。
�Ȃ 災害の経験や教訓が息づく組織風土の醸成と今後の災害対応力強化
に向けて、職員間伝承プログラム等を実施します。

まちづくり政策局
教育局

［主担当課］
まちづくり政策局
防災環境都市
推進室

②
1
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

福祉避難所の機能強
化事業

　災害時に障害者や要介護者等の個々の状況に応じた対応を行うた
め、福祉避難所として協定を締結する施設を増やすほか、資器材や備
蓄物資の充実を図ります。

健康福祉局 -

環境配慮行動促進事
業

　環境に関心を持ち、積極的に環境配慮行動を実践する、行動する人
づくりを推進するため、環境に関する気付きや学びの機会を充実させ
ます。
�Ȃ せんだい環境学習館たまきさんサロン等の拠点施設における環境教
育、学習を推進します。
�Ȃ せんだい環境Webサイトやワケルネット等のWebサイトやSNS等
を通じて、多様な分野の環境問題を幅広い層に親しみやすく分かり
やすく発信します。
�Ȃ 環境学習講座や環境フォーラム、エコフェスタ等の環境イベントの
開催や出展等により、環境啓発を推進します。
�Ȃ FEEL�SendaiやせんだいE-Action、アメニティ・せんだい推進協議
会、市民、NPO、事業者、学校等と連携し、環境にやさしい行動の
輪を広げるとともに、環境分野で活動する企業や団体の育成支援に
取り組みます。

環境局

［主担当課］
環境局
環境共生課

②
2

生物多様性保全推進
事業

　生物多様性を保全するため、多様な主体と連携しながら、自然や生
き物と直接触れあい、魅力や大切さを学ぶ機会の充実を図ります。また、
生物多様性条約に掲げる30by30目標の周知啓発や自然共生サイトの認
定取得に向けた取り組みを推進します。

環境局 -

大気・水質等環境保
全推進事業

　市民生活に影響を与える様々な環境負荷の低減を図るため、大気・
水質・土壌等の汚染物質や騒音・振動等の現状を的確に把握し、発生
源の規制やアスベスト対策等を行います。

環境局 -

脱炭素都市づくり推
進事業

　脱炭素社会を実現するため、市民や事業者との協働により、温室効
果ガス排出削減に取り組むとともに、気候変動への適応を進めます。
�Ȃ 定禅寺通エリア、泉パークタウンエリア、東部沿岸エリア等の一部
において、再エネ・省エネ技術等を集中的に導入し、市域全体への
普及を図る「脱炭素先行地域」の取り組みを推進します。
�Ȃ 事業者との連携による「温室効果ガス削減アクションプログラム」
の推進、高断熱住宅や自家消費型太陽光発電システム等の普及等に
取り組みます。
�Ȃ 環境にやさしい交通手段が選択されるよう、環境負荷の小さい公共
交通体系の利活用や次世代自動車の普及等に取り組みます。
�Ȃ 指定避難所等に設置した防災対応型太陽光発電システムの適切な運
用を行うとともに、次世代エネルギーの研究開発等を行う大学や民
間事業者に対する支援を行います。
�Ȃ 気候変動への適応の重要性等に関する周知啓発や気候変動影響に応
じた事業を展開します。

環境局

［主担当課］
環境局

脱炭素政策課

②
2

ごみ減量・リサイク
ル推進事業

　資源が大切にされ、有効利用される資源循環都市を実現するため、
ごみ減量・リサイクルを一層推進します。
�Ȃ 製品プラスチック一括回収・リサイクルやペットボトルの水平リサ
イクル推進等、プラスチック資源循環に率先して取り組みます。
�Ȃ 小売店や飲食店等での食品ロス削減の取り組みやフードドライブ事
業等を推進します。
�Ȃ 3Rやまち美化活動の担い手づくりに向け、ごみ減量や分別方法等の
分かりやすい情報発信や環境教育の充実を図るとともに、環境美化
やごみ出し支援等の地域課題の解決に取り組む団体への支援を行い
ます。
�Ȃ 定禅寺通等において、地域団体や廃棄物処理業者と連携して事業ご
みの分別強化を図り、食品リサイクルの推進とごみ散乱防止対策を
実施します。

環境局

［主担当課］
環境局

資源循環企画課

②
2

産業廃棄物処理指導
事業

　事業活動に伴い発生する産業廃棄物の適正処理を確保するため、排
出事業者や処理業者に対する指導監督を行うほか、工事現場への立ち
入り指導等により産業廃棄物の再資源化を推進します。

環境局 -
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

廃棄物不法投棄防止
対策事業

　廃棄物の不法投棄を防止するため、監視カメラ、注意看板の設置や、
パトロール、市民等と協働で行うクリーン作戦を実施します。また、
不法投棄の当事者等に対して指導を行うとともに、悪質な事案につい
ては警察と連携して対応します。

環境局 -

ごみ処理施設整備事
業

　ごみを安全で安定的に処理する体制を維持するため、既存のごみ処
理施設等について、長寿命化やライフサイクルコストの低減等を図り
つつ、計画的に整備を進めます。

環境局 -

今泉工場建替事業
　将来にわたり、ごみを安全で安定的に処理する体制を確保し、市民
や事業者が安心して生活や事業活動をできるようにするため、老朽化
が進行している今泉工場建て替えの検討・準備を進めます。

環境局 -

公共施設脱炭素化事
業

　脱炭素社会の実現に向けて、本市自らが市民や事業者の模範となり、
環境負荷低減の取り組みを進めていくため、公共施設における脱炭素
化を推進します。
�Ȃ 公共施設を新築（改築）や大規模改修する際のZEB化の方針を定め
ます。
�Ȃ 公共施設への太陽光発電設備の導入を進めます。

環境局
都市整備局

［主担当課］
環境局

脱炭素経営推進課

②
2

農業用施設長寿命
化・防災事業

　農業生産基盤の適切な維持・保全及び災害による被害防止のため、
劣化状況等を勘案した水路等の計画的な維持補修や、決壊による人的
被害の発生の恐れがあるため池の防災対策を進めます。

経済局 -

総合的な浸水対策事
業

　近年激甚化する浸水被害の軽減を図るため、段階的・効率的な雨水
排水施設の整備やソフト対策に加え、道路や河川、農業施設といった
下水道施設以外のインフラの整備等を含めた総合的な対策を進めます。
�Ȃ 浸水リスクの高い地域から段階的かつ効率的な下水道浸水対策を進
めます。
�Ȃ 道路施設における浸水対策を実施し、道路冠水に起因する事故の防
止等を図ります。
�Ȃ 河川の重点的整備と河道内の土砂等の計画的な撤去により、流域の
安全確保を図ります。
�Ȃ 農業施設における浸水対策を行い、周辺の農地等の浸水被害の軽減
を図ります。

経済局
建設局
各区

［主担当課］
建設局

下水道計画課

②
3

住宅等民間建築物耐
震化促進事業

　民間建築物等の耐震化を図るため、旧耐震基準で建築された住宅の
耐震化を進めるほか、特定建築物や地震時に通行を確保すべき道路沿
道の建築物の耐震化の取り組みを推進します。

都市整備局 -

建築物再生可能エネ
ルギー利用促進支援
事業

　脱炭素社会の実現を図るため、建築物省エネ法に基づく「建築物再
生可能エネルギー利用促進計画」の検討・策定を行い、建築物への再
生可能エネルギーの導入につながる取り組みを促進します。

都市整備局 -

盛土等防災対策事業
　盛土等による災害を防止するため、宅地造成及び特定盛土等規制法
に基づく新たな規制区域指定に向けた調査と規制の適用、既存盛土の
安定性の調査等を実施します。

都市整備局 -

宅地耐震化推進事業
　大地震時における滑動崩落等による宅地の被害を軽減するため、変
動予測調査を行い、住民への情報提供等を図るとともに、必要に応じ
て対策工事の実施を検討します。

都市整備局 -

道路整備・防災対策
推進事業

　平時だけでなく災害時においても安心して利用でき、持続可能な道
路空間を確保するため、道路の整備や防災対策等を進めます。
�Ȃ 物流や人流等の都市活動や災害時における人命救助等の活動を支え
るために、骨格幹線道路網の形成等に資する都市計画道路と国県道
の整備を推進します。
�Ȃ 防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保に向けて、電線の地下
埋設等により道路の無電柱化を推進します。
�Ȃ 道路の防災・減災対策として、緊急輸送道路に架かる橋梁の耐震工
事や法面の補強工事を行います。
�Ȃ 道路施設の予防保全的な対策として、橋梁やトンネル等の長寿命化
修繕や、道路用昇降施設の計画的な更新を行います。

建設局

［主担当課］
建設局
道路計画課

②
3
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

南蒲生浄化センター
消化ガス発電事業

　温室効果ガスの排出を抑制し、環境負荷を低減するため、汚泥処理
におけるバイオガス発電によるエネルギーの活用に向けた施設整備を
進めます。
�Ȃ 下水汚泥の濃縮施設及び消化施設の整備を進めます。

建設局

［主担当課］
建設局

下水道計画課

②
2

南蒲生浄化センター
汚泥処理施設再構築
事業

　より環境負荷の少ない汚泥処理を進めるため、下水汚泥の資源利用
や脱炭素に向けた調査を実施し、処理方式や施設規模の検討を行い
ます。

建設局 -

下水道地震対策事業
　震災時における都市機能及び公衆衛生を確保するため、耐震診断に
より下水道施設の耐震性を把握し、必要な施設の耐震化工事を進め
ます。

建設局 -

河川改修事業

　一級河川後田川、二級河川高野川、準用河川谷地堀、準用河川堀切
川において、浸水被害を軽減するため、河川拡幅等による治水安全度
の向上や多自然川づくりを取り入れた市民に親しまれる河川整備を推
進します。

建設局 -

消防団充実強化・活
性化事業

　消防団の充実強化と活性化を推進するため、消防団の活動拠点であ
る機械器具置場や小型動力ポンプ付積載車・各種資機材の更新整備を
図るとともに、消防団員が活躍できる環境整備や魅力づくり、入団促
進等に取り組みます。

消防局 -

災害活動体制充実強
化事業

　大規模・激甚化する災害に備え、災害活動能力の強化と安全管理体
制及び部隊連携の高度化を図るため、実践的かつ体系的な訓練・研修
体制を構築します。また、震災による断水や大規模火災に対応するため、
防火水槽の整備や自然水利の調査により、消防水利の多元化に取り組
みます。

消防局 -

市民による応急救護
技術向上促進事業

　市民の応急手当による救命効果向上のため、各種救命講習や小中学
生を対象とした救命入門コースの受講促進により、市民の応急救護技
術の向上を図るとともに、市民が指導者となり講習を行う応急手当普
及員の拡充に取り組みます。

消防局 -

地域密着で取り組む
火災のないまちづく
り事業

　火災のないまちづくりを進めるため、女性防火クラブ等の地域団体
と連携しながら、地域に密着した防火対策に取り組むほか、将来地域
を支える児童等を対象とした防火防災意識の醸成を図ります。
�Ȃ 地域住民の火災予防意識の向上につながるよう、女性防火クラブ員
の研修内容の充実を図り、地域においてより効果的に啓発活動に取
り組めるよう支援します。
�Ȃ 防火訪問の対応体制を強化するとともに、高齢者等の災害弱者世帯
を対象にした住宅用火災警報器取付支援の充実を図ります。
�Ȃ 幼少年消防クラブの活動支援や夏休み期間中の防火教室、幼児・児
童に対する防火防災知識の普及に向けた取り組みを行います。

消防局

［主担当課］
消防局
予防課

②
3

仙台版防災教育推進
事業

　災害に備え、災害時に自分の命を守り、安全を確保する自助の力を
児童生徒が身に付け、また、平常時から他の人や地域の力となり、災
害時には地域の復興に協力し参画する共助の力を育むため、仙台版防
災教育を推進します。

教育局 -

水道施設災害対策事
業

　災害に強い水道施設の整備とシステムづくりを推進するため、水道
施設や管路の計画的な更新・耐震化に取り組みます。 水道局 -

市バス・地下鉄の脱
炭素化推進事業

　温室効果ガスの削減やエネルギー価格高騰に対応するため、路線バ
スへの非化石エネルギー車の導入や地下鉄施設内照明のLED化等、市
バス・地下鉄事業における脱炭素化の取り組みを推進します。

交通局 -

都市ガス防災対策強
化事業

　大規模災害時における都市ガス導管の被害を最小限にとどめ、迅速
に復旧できるようにするため、耐震性の高い本支管への入替えを進め
ます。

ガス局 -
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③ 心の伴走プロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

性的少数者・困難を
抱える女性支援事業

　性別にかかわらず、誰もが自ら望む生き方を選択できるようにする
ため、性の多様性の理解促進と性的少数者への支援を拡充するととも
に、不安や生きづらさを抱えている方が安心して暮らすことができる
環境づくりに取り組みます。
�Ȃ 互いを人生のパートナーとし、パートナーシップ宣誓書等を提出し
た同性カップル等に対し、受領証等を交付する制度を導入します。
�Ȃ 性的少数者や支援者等が交流できる居場所づくりや、性の多様性に
ついて市民や企業等の理解促進を図るための講座の実施、啓発リー
フレットの配布等を行います。
�Ȃ 様々な背景により困難を抱える女性の課題把握に努め、相談や各種
支援事業を実施します。

市民局

［主担当課］
市民局

男女共同参画課

③
1

消費生活安全・安心
推進事業

　消費者が安心して豊かな消費生活を営みながら、公正かつ持続可能
な社会の形成に積極的に参画する社会を構築するため、消費生活相談
やライフステージに応じた消費者教育・啓発の推進、商品の適正表示
に関する調査や、計量器の検査・指導等を行います。

市民局 -

地域安全対策事業

　市民一体となって地域の防犯力を高め、犯罪の機会を与えない、犯
罪をつくりださない環境を整備するため、特殊詐欺被害に関する情報
提供や注意喚起を実施するほか、地域における防犯ネットワークづく
りの推進や防犯カメラ設置補助等の自主的な防犯活動への支援を行い
ます。

市民局
各区 -

交通安全対策事業
　自動車や自転車等による交通事故を防止するため、交通安全啓発活
動を実施するとともに、安全・安心な自転車利用環境づくりに向けて、
自転車通行空間の整備を行います。

市民局
各区 -

地域福祉推進事業

　誰もが地域で安心して暮らすことができるよう、多様な主体の参加
による地域福祉活動を推進するとともに、地域共生社会を実現するた
め、地域による支えあいと公的な支援を連携させ、地域を支える包括
的な支援体制の構築を進めます。また、成年後見制度の利用促進や再
犯防止のための取り組みを推進します。

健康福祉局 -

障害理解促進事業

　障害を理由とする差別を解消し、障害のある人もない人もともに暮
らしやすい共生社会の実現を図るため、障害理解を深める取り組みを
推進します。
�Ȃ 障害理解サポーター養成研修や市民協働による手話ワークショップ、
ヘルプマークの配布等に加え、特設サイト・SNS広告等を活用し、
子ども・若年層を含む市民及び事業者の障害者差別解消・障害理解
促進を図ります。
�Ȃ 相談員の配置、差別相談調整委員会、差別解消・虐待防止連絡協議
会の開催等を通じて、障害者差別に関する相談に対応します。
�Ȃ 行政サービス及び事業者における差別的取扱いの禁止と合理的配慮
の提供の推進に向けて、本市開催のイベント・会議における手話通
訳者等の配置、タブレットを活用した手話通訳等のコミュニケーショ
ン支援、職員研修等を行うとともに、事業者における合理的配慮の
提供を支援します。

健康福祉局

［主担当課］
健康福祉局
障害企画課

③
1

自殺対策事業

　誰も自死に追い込まれることのない仙台を実現するため、自死に追
い込む様々な要因の解消に向けた取り組みを推進します。
�Ȃ 弁護士や臨床心理士等による対面相談やソーシャルワーカーによる
伴走型支援、SNSによる相談窓口の開設等、自死に関連する困りご
とに対応する相談支援を行います。
�Ȃ 自死に関する適切な知識や相談窓口を周知するほか、自分自身や身
近な人の不調に気づき、声がけ・見守りを行う等、相互に支えあう
ことの大切さに関する理解促進を図ります。
�Ȃ 取り組みの評価・検証を実施し、必要な改善を図るとともに、自殺
対策に資する活動を行う関係機関・団体間のネットワーク強化に取
り組みます。

健康福祉局

［主担当課］
健康福祉局
障害者支援課

③
2
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

ひきこもり者地域支
援事業

　ひきこもり者や家族等に対する支援を実施するとともに、個々の状
態に合わせた支援を充実させるため、支援ネットワークの拡大や市民
全体への理解促進を図ります。
�Ȃ ひきこもり支援ニーズ調査で把握した実態に応じたフォローアップ
や支援プログラムの検討・整備を行います。
�Ȃ ひきこもり地域支援センターや親なきあと生活設計事業等により、
相談支援を行います。
�Ȃ 個々の状態やニーズに応じて、対人交流の機会としての居場所プロ
グラムをはじめとした各種支援プログラムを提供する等、社会再参
加の促進を図ります。
�Ȃ 支援上の課題や工夫を共有するネットワーク会議を設置し、ひきこ
もり者の抱える多様なニーズに対応できる関係機関・団体等による
支援ネットワークの形成を図ります。

健康福祉局

［主担当課］
健康福祉局
障害者支援課

③
2

障害者グループホー
ム整備促進事業

　障害者が住み慣れた地域で安心して生活できるようにするため、住
まいの場となるグループホームの新規開設や重症心身障害や医療的ケ
ア、強度行動障害等のより手厚い支援を必要とする方の受け入れを促
進します。また、支援の質の向上に向け、仙台市グループホーム連絡
会と連携して研修会の開催等に取り組みます。

健康福祉局 -

障害者福祉センター
整備事業

　障害がある方の地域における暮らしやすさ向上のため、地域生活を
支援する拠点機能をはじめ、時代のニーズに合わせた機能を有する（仮
称）青葉障害者福祉センターを、市民センターとの複合施設として青
葉区旭ケ丘地区に整備します。

健康福祉局 -

発達障害児者支援体
制整備事業

　発達障害児者とその家族が安心して地域で生活できるようにするた
め、仙台市自閉症児者相談センターをはじめとする相談機能の強化や、
家族支援等を充実させるとともに、発達障害者地域支援協議会の開催
等により、教育・子育て・福祉等関係機関の連携を深め、地域支援機
能を強化します。

健康福祉局 -

介護サービス基盤整
備促進事業

　高齢者が必要な介護サービスを受けることができるようにするた
め、特別養護老人ホーム等の入所系施設の計画的な整備や、人口動態
や地域の実状を踏まえた地域密着型サービスの基盤整備を進めます。

健康福祉局 -

被災者の健康支援事
業

　復興公営住宅への入居や防災集団移転により生活を再建した被災者
が抱える、閉じこもりやそれによる身体活動量の低下、心の健康状態
の悪化等の健康問題を改善するため、訪問等による健康支援や健康講
座等によるコミュニティ形成支援等を行います。

健康福祉局 -

子どもの居場所づく
り推進事業

　貧困の連鎖の防止に向けて、生活困窮世帯の子どもたちが安心して
過ごすことができるようにするため、子どもたちが適切な生活習慣を
習得し、健全に成長することができる環境をつくるとともに、身近な
支援者を得ることができる仕組みと場づくりを進めます。

健康福祉局
こども若者局 -

障害者相談支援体制
推進事業

　障害児者が地域の中で安心して生活できるようにするため、関係機
関の連携強化を図りながら、相談支援体制の整備を推進します。
�Ȃ 障害者相談支援事業所等において、障害児者やその家族等の相談支
援や、サービス等の計画相談支援を実施します。
�Ȃ 地域生活支援拠点において、緊急時の相談支援や受け入れなどのコー
ディネートを実施します。
�Ȃ 地域の相談支援体制強化に向けて、基幹相談支援センターにおいて、
障害者相談支援事業所等の従事者がより的確な支援を展開できるよ
うサポートします。
�Ȃ 障害児者の支援体制に関する課題を、仙台市障害者自立支援協議会
と各区障害者自立支援協議会において共有し、連携強化と支援体制
の整備を図ります。

健康福祉局
各区

［主担当課］
健康福祉局
障害者支援課

③
2
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

高齢者生活支援事業

　高齢者が日常生活上の支援が必要になっても住み慣れた地域で安心
して暮らし続けることができるようにするため、地域における支えあ
いの体制づくりを進めます。
�Ȃ 生活支援コーディネーターを中心に、地域の関係機関のネットワー
ク構築や地域資源の開発等を行います。
�Ȃ 在宅高齢者の生活支援として、緊急通報システム、介護用品の支給、
食の自立支援サービスの提供を行います。
�Ȃ 地域ボランティア団体等の生活支援サービスが安定的に提供される
よう、住民主体の活動を支援します。
�Ȃ 関係機関との連携体制を強化し、地域ケア会議等で情報共有・課題
抽出を行い、地域の課題の解決に向けた取り組みを実施します。
�Ȃ 地域包括ケアシステムの深化に向けた課題の把握や、多職種連携を
推進します。
�Ȃ 様々な主体による支えあいに対する市民の理解・関心が深まるよう、
講演会等を開催します。

健康福祉局
各区

［主担当課］
健康福祉局
高齢企画課
健康福祉局
地域包括ケア
推進課

③
2

認知症地域支援推進
事業

　認知症の人を含めた市民一人ひとりが相互に人格と個性を尊重しつ
つ、ともに支えあいながら共生する活力ある社会を実現するため、認
知症への理解を深める取り組みを推進します。
�Ȃ 認知症の人とともに、新しい認知症観を広げるための媒体を作成し、
認知症の人が活躍する姿を発信することで、幅広い世代に向けて認
知症の正しい知識と認知症の人に対する理解を深めます。
�Ȃ 認知症サポーター養成講座や認知症パートナー講座の実施により、
認知症の人の言葉や視点を重視し、自分事として認知症をとらえ、
正しい知識と理解を持った認知症サポーターや認知症パートナーを
育成します。
�Ȃ 認知症の人・家族の支援ニーズと認知症サポーター等をつなぐ仕組
みを構築し、認知症の人が安心して買い物ができる体制づくり等を
推進します。
�Ȃ その他、認知症の本人と家族への一体的支援の実施や、認知症の人
の見守り体制の強化等、認知症の本人と家族が希望を持って暮らし
続けることができる取り組みを強化します。

健康福祉局
各区

［主担当課］
健康福祉局
地域包括ケア
推進課

③
1

児童虐待防止推進事
業

　児童虐待の予防、早期発見・早期対応のため、支援体制のさらなる
充実を図ります。
�Ȃ 支援の一体性、連続性が確保されるよう、子ども家庭応援センター
の体制を強化します。
�Ȃ 要保護児童対策地域協議会等を通じた関係機関との連携緊密化や、
市立病院を拠点とした医療機関同士のネットワーク構築・強化を図
ります。
�Ȃ 乳幼児健康診査等の未受診者に対して、かかりつけ医、保育所・幼
稚園等と連携し、養育環境や発育状況を確認します。
�Ȃ 地域で子育てを支える人材や児童関係の施設職員、児童虐待防止に
対応する関係職員向けの研修充実を図り、対策に取り組む人材を育
成します。
�Ȃ 支援ニーズの高い家庭の定期訪問による見守り強化アウトリーチ支
援や、ヤングケアラーの早期発見に向けて、庁内関係部署等と連携し、
子どもたちやその家庭を適切な支援につなげます。

こども若者局

［主担当課］
こども若者局
こども家庭保健課

③
3

社会的養育推進事業

　より家庭的な雰囲気の中で育てることが望ましいとする家庭養育優
先原則等のもと、里親・ファミリーホームへの委託を推進するほか、
子どもの権利擁護を促進するため、児童養護施設や児童相談所一時保
護所に入所している児童の意見を受け止め、調査・審議等を実施しま
す。

こども若者局 -
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子ども・若者相談支
援事業

　様々な課題を抱える子ども・若者に対し、切れ目のない支援を行う
ため、多様な支援機関との連携体制を整備するとともに、不安の緩和・
解消と社会的自立の促進を図ります。
�Ȃ 子どもから39歳までの若者のワンストップ総合相談窓口において幅
広く相談を受け付け、関係機関や支援団体等と連携した支援や連絡
調整のコーディネートを行います。
�Ȃ 子ども・若者支援地域協議会による支援ネットワークを構築し、関
係機関等との連携体制を強化します。
�Ȃ 不登校等により安定した居場所を必要とする青少年が日常的に通所
できるふれあい広場を運営し、イベントや活動を通じた交流、就学・
就労に向けた支援を行います。
�Ȃ 相談支援やメンタルヘルスに関するカウンセリング、就労に向けた
各種講座等を実施し、若者の社会的自立の促進を図ります。

こども若者局

［主担当課］
こども若者局
若者支援課

③
3

児童館整備・環境改
善事業

　児童クラブをはじめとする児童の健全育成事業や乳幼児親子の子育
て家庭支援等、地域の身近な子育て支援の拠点となる児童館を小学校
区ごとを基本として整備を進めるとともに、将来にわたって安心して
利用できる施設として提供するため、計画的に大規模修繕、エアコン
設置等を実施します。

こども若者局 -

一時保護所処遇向上
事業

　一人ひとりの子どもの権利が尊重され、安心・安全に生活すること
ができるようにするため、一時保護中の学習支援機能強化や子どもの
権利に係るルールの見直し等の処遇向上や職員体制の充実を図りま
す。

こども若者局 -

児童相談所機能強化
事業

　子どもがのびやかに成長する権利を保障するため、児童虐待対応を
含む児童相談所の相談・援助機能の強化に向け、専門性を身に着けた
人材の育成や関係機関と連携した体制整備を進めます。

こども若者局 -

いじめ防止等対策推
進事業

　いじめの未然防止・早期発見・早期対応を図るため、いじめ防止等
の対策を総合的に推進します。
�Ȃ いじめ対策担当教諭の配置や、スクールカウンセラー等の専門職に
よる相談支援体制の充実等により、学校の対応力を強化します。
�Ȃ 児童生徒が行動目標を立て、振り返りを行うキャンペーンを実施し、
いじめ防止に対する主体的な活動を促します。
�Ȃ いじめに関する各相談窓口において、関係機関と連携しながら解決
に向けた必要な支援を行います。
�Ȃ 社会全体で子どもたちをいじめから守る意識の醸成を図るため、関
係機関や庁内各部局と連携し、市民に対して広報啓発を行います。
�Ȃ 仙台市いじめ防止等対策検証会議における検証を通じ、継続的にい
じめ防止等対策の見直しと効果的な推進を図ります。

こども若者局
教育局

［主担当課］
こども若者局
いじめ対策推進課

教育局
教育相談課

③
3

多文化共生推進事業

　国籍や民族等の異なる人々が、互いの文化的違いを認めあいながら、
平常時・災害時にかかわらず地域社会の構成員としてともに安心して
生活できるようにするため、外国人向けの相談対応や情報発信を行う
とともに、各種支援に取り組みます。
�Ȃ 仙台多文化共生センターを運営し、多言語による相談対応や生活情
報等の発信、多文化共生の地域づくりに関する相談対応を行います。
�Ȃ（公財）仙台観光国際協会を中心として、市民団体等との協働により、
日本語学習支援や、防災・教育に関する情報提供等による生活支援
のほか、国際交流・多文化共生社会の実現につながる市民活動の支
援等を行います。
�Ȃ 行政情報の翻訳・通訳支援や、庁内職員向けの研修等を実施し、外
国人住民への窓口サービス向上を図ります。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
交流企画課

③
1

鉄道駅周辺環境整備
事業

　魅力的で安心・安全なまちを実現するため、鉄道駅を中心としたエ
リアにおいて、歩行空間のバリアフリー化や昇降施設整備等、駅周辺
環境を整備します。また、交通結節機能の強化に向けて、鉄道駅周辺
におけるバス乗降場の再編や交通機関相互の乗り継ぎ利便性の向上等
に取り組みます。

建設局 -

通学路等交通安全対
策事業

　子どもをはじめとした市民が地域で安全・安心に過ごせる環境をつ
くるため、市民生活の基盤となる地域の生活道路について、交通安全
対策や歩道整備、道路改良等を実施します。

建設局 -
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たいはく思春期いの
ちの事業

　子どもたちの命の大切さの理解を深めるため、太白区において思春
期を取り巻く関係機関とのネットワークの構築と小中学生等への授業
を通した啓発活動を行います。

太白区 -

太白区障害高齢支援
連携事業

　高齢者・障害者を問わず地域で生活する上での様々な困りごとへの
相談に包括的に対応するため、地域の関係団体や障害・高齢両分野の
事業所等とネットワークづくりを進め、地域の身近な場で相談を受け
られる体制づくりに取り組みます。

太白区 -

命を大切にする教育
推進事業

　命の大切さや尊さを理解するとともに、温かい人間関係を築く力を
育むため、ソーシャルスキルトレーニングやストレスマネジメント等
の手法も取り入れた「命を大切にする教育」を全小学校・中学校で実
施します。

教育局 -

児童生徒の安全確保
事業

　児童生徒の安全を確保するため、学校、家庭、地域社会、関係機関
等と連携して、学校周辺や通学路等の巡視活動や安全点検等を実施し
ます。

教育局 -

生涯学習を通じた共
生社会推進事業

　障害の有無にかかわらず、誰もが地域の一員として学び続け、社会
参加できる地域社会を実現するため、障害のある方が学校卒業後も生
涯を通じて教育や文化、スポーツ等の様々な機会に親しむことができ
る仕組みづくりを進めます。
�Ȃ 庁内関係部署や市外郭団体、NPOや学識経験者、民間事業者等によ
るコンソーシアムを形成し、事業の計画や検証、関係機関等とのネッ
トワークづくりを進めます。
�Ȃ 障害者や支援者が希望するテーマの講座を開催し、当事者と支援者
が一緒に考える機会をつくります。
�Ȃ 職員や社会教育施設等職員の理解や支援スキルの向上に向けて、障
害者の生涯学習に関する研修会の開催や、障害の有無にかかわらず
誰もが参加可能な事業の実施・検証を行います。

教育局

［主担当課］
教育局
生涯学習課

③
1

交通輸送サービス向
上事業

　利用者の利便性・快適性の向上を図るとともに、高齢者や子育て世
代、障害者等が利用しやすく、ひとにやさしい公共交通を実現するため、
バリアフリー化等の環境整備と改善を進めます。

交通局 -
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④ 地域協働プロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

クロス・センダイ・
ラボによる公民連携
推進事業

　多様な主体との連携を深めながら行政課題や地域課題の解決につな
げるため、「クロス・センダイ・ラボ」において、行政とは異なる視点、
ノウハウ、アイデア等を有する民間企業や大学等からの提案を一元的
に受け付け、庁内関係部署との調整を行います。
�Ȃ 民間企業等から行政課題や地域課題の解決に向けた提案を幅広く受
け付け、対話を重ねながら提案の実現に向けた調整を行い、連携を
推進します。
�Ȃ 課題解決のツールとなりうるAI・IoT、自動走行、ドローン等の市
内における実証実験促進に向け、相談受付や関係機関等との調整等
を行い、民間企業等による実証実験の円滑な実施を支援します。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
プロジェクト�
推進課

④
1

泉区役所建替事業

　泉区役所庁舎の老朽化に対応するとともに、区役所周辺地域の賑わ
い創出、交通環境改善を図るため、民間活力を導入した庁舎の建て替
え等に取り組みます。
�Ȃ 災害時の事業継続性の確保と窓口機能の利便性・快適性の向上を図
りつつ、区民が利用しやすく、気軽に集まり交流できる新庁舎を整
備します。
�Ȃ 日常の賑わいと交流を創出する新しい区民広場を整備し、泉中央駅
利用者も立ち寄り、時間を過ごしたくなるような仕掛けづくりを進
めます。
�Ȃ 企業・学校送迎バス等の敷地内乗降による周辺道路の混雑緩和や、
泉中央駅バスターミナルの一部機能分担等により、交通環境の改善
を図ります。

財政局
都市整備局
泉区

［主担当課］
泉区

泉中央地区
活性化推進室

④
1

若者が活躍するまち
づくり事業

　将来のまちづくりの担い手となる若者の社会参加を促進するため、
地域課題の把握や解決に取り組む機会の創出等を通して若者の主体的
なチャレンジを応援します。
�Ȃ 若者自らが「自分ごと」として関われるまちづくりに関するテーマ
を設定してワークショップとフィールドワークを重ね、その成果を
発信する実践的なプログラムを実施します。
�Ȃ 若者団体から身近なまちづくりに取り組む事業の提案を募集し、協
働で取り組みます。
�Ȃ 企業及び若者の育成事業等を行う団体と市で構成される実行委員会
において、社会課題の解決やSDGs達成に向けて活動する若者団体の
表彰や、若者団体と企業との協働を支援する取り組み等を実施します。

市民局

［主担当課］
市民局

市民協働推進課

④
3

市民センター整備事
業

　地域活動や生涯学習活動、市民の交流拠点である市民センターを中
学校区ごとを基準として整備し、安心して利用できる施設として将来
にわたって持続的に提供するため、計画的に長寿命化に向けた大規模
修繕等を実施します。

市民局 -

文化センター整備事
業

　地域における市民の地域活動と文化芸術の場である文化センターを
安心して利用できる施設として持続的に提供するため、計画的に長寿
命化に向けた大規模修繕等を実施します。

市民局 -

地域づくりパート
ナーサポート事業

　誰もが安全安心に暮らし続けられるまちを実現するため、地域コミュ
ニティの中核を担う町内会支援の拡充や地域の実情に応じて多様な主
体が協働で行う取り組みの推進、より多くの市民に協働まちづくりの
輪を広げる環境づくりを進めます。
�Ȃ 地域課題の現状分析・調査や複数団体の連携・協働の取り組みを助
成するとともに、地域の課題解決に資する事業の提案を募集し、協
働で取り組みます。
�Ȃ 市民活動サポートセンターにおいて、市民活動・協働に関する情報
提供や相談対応、講座開催等を行います。
�Ȃ 町内会等の住民自治組織の支援・体力強化として、地域活動への参
加啓発や人材発掘、デジタル技術の活用等によりニーズに沿った持
続可能な運営を支えるとともに、市民センターを拠点としたネット
ワーク形成を図り、地域団体の継続的な活動を支援します。
�Ȃ 地域への専門的人材派遣や各区・総合支所に対する活動費用支援を
通じて、課題発掘や解決に向けた取り組みを推進します。
�Ȃ 各区・総合支所において、区民との協働により、地域の課題解決や
活性化等につながる様々な事業の企画・実施や市民団体が行うまち
づくり活動に対して助成を行う区民協働まちづくりに取り組みます。

市民局
各区

［主担当課］
市民局�

市民協働推進課
市民局�
地域政策課

④
1
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（区民協働まちづくり）

青葉区民まつり
事業

　区民協働の芽を育み、まちづくり活動の高揚を図るため、地域の魅
力を反映し、幅広い世代による交流の促進と地域の活性化につながる
区民まつりを開催します。

青葉区 -

西公園キャンド
ルライトファン
タジー事業

　冬の西公園の賑わいと魅力を創出するため、手作りろうそくのキャ
ンドルパフォーマンスやステージ発表等を実施している実行委員会の
活動を支援します。

青葉区 -

ほたるの里づく
り事業

　市内に生息するホタルの飼育保護等のため、水環境の保全、各種調査、
イベント等を実施している仙台市ほたるの里づくり協議会の活動を支
援します。

青葉区 -

仙台伝統ものづ
くり塾事業

　歴史の中に息づく生活文化としてのものづくりの奥深さと魅力を実
感し、地域で語り継ぐため、仙台のものづくりを体験できる講座を開
催します。

青葉区 -

仙台の昔を伝え
る紙芝居作り・
上演事業

　仙台の歴史や文化を、紙芝居を通して分かりやすく後世に伝えるた
め、紙芝居の制作や各所での紙芝居上演を行うとともに、上演者の育
成に向けて、上演体験等を実施します。

青葉区 -

個性ある地域づ
くり計画策定事
業

　地域住民が主体となって、自分たちの住んでいる地域の新たな価値
を追求し、誇りと愛着を持てる活力ある地域づくりを進めていくため、
地域個性の創出に関する調査活動とまちづくり計画の策定、実行に取
り組みます。

青葉区 -

青葉区令和風土
記作成事業

　住民の地域愛を醸成するとともに、今後の地域の発展につなげてい
くため、地域住民が主体となって、当該地域の地理の現状やさかのぼ
れる範囲の歴史的知識を「令和風土記」としてまとめる取り組みを行
います。

青葉区 -

宮城地区まつり
事業（宮城地区）

　豊かな自然や観光資源、伝統文化等、宮城地区の魅力を発信すると
ともに、地域住民同士の交流を促進し、ふるさと意識を高めるため、
地区まつりを開催します。

青葉区 -

大倉ダムの魅力
発信事業（宮城
地区）

　人口減少の続く宮城地区西部の交流を拡大するため、西部地区の小
学校・中学校の児童生徒が制作した鯉のぼりをダムの堤体へ設置する
等、大倉ダムを観光資源として活用します。

青葉区 -

回文の里づくり
事業（宮城地区）

　「幕末の廻文師仙代庵」が作並を詠んだ回文碑が旧作並街道にあった
縁を活かし、回文をことば遊びの文化として発展させるとともに、作
並地区の魅力を高めるため、仙台市夏休みこども回文コンクール等を
実施します。

青葉区 -

震災の記憶伝承
と命を守る防災
学習事業

　東日本大震災の記憶を風化させることなく次世代へ継承していくた
め、朗読会を開催するとともに、若い伝承者を育成します。また、災
害時に自らの命を守る適切な行動をとることができるよう、防災学習
の場をつくります。

宮城野区 -

宮城野通・榴岡
公園ふれあい魅
力UP事業

　新たな賑わいと魅力に満ちた公共空間を創出するため、榴岡公園で
開催されるイベントに合わせたライトアップ等を行います。 宮城野区 -

地域はっぴぃ子
育て支援事業

　育児不安や育児の孤立化の解消を図るため、乳幼児を抱える母親支
援として「ママらいふ手帳」を作成・配布するとともに、地域に出向き、
手帳を活用したワークショップを開催します。

宮城野区 -

ご近所ふれあい
ステップアップ
事業

　地域コミュニティの活性化と地域の安全安心の確保のため、町内会・
防犯協会等の地域団体や学校・警察・消防と連携し、啓発品の配布と
声がけを行います。

宮城野区 -

地域防災力向上
事業

　東日本大震災の経験を踏まえ、災害発生時における区全体としての
対応力を向上させるため、地域の防災関係者を対象に、防災・減災に
関する知識を習得するセミナーを開催します。

宮城野区 -
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おらほの公園草
刈隊支援事業

　魅力ある公園の維持を目的とした「おらほの公園草刈隊」によるボ
ランティア活動を支援するため、草刈機の貸し出しを行うほか、活動
を周知する看板を設置します。

宮城野区 -

みやぎの・まち
づくり若手人材
育成支援事業

　後掲（P86） 宮城野区 ④
3

すずむしの里づ
くり事業

　市の虫スズムシの飼育・普及を通じて、杜の都の自然や歴史を継承
していくため、小学校への出前講座や市民への無料配布会、自然ふ化
を目指した放虫等を行います。

宮城野区 -

みやぎの・まつり
　区民ふるさと意識の高揚と区内の各種団体の交流を図るため、市民
団体等によるステージ発表や工夫を凝らした区民の手作りによる各
コーナーを企画・実施します。

宮城野区 -

みやぎの地域力
向上支援事業

　「地元学」発祥の地とされる宮城野区の魅力をより高めていくため、
フィールドワーク等を通じて地域の資源や魅力を再発見し、アーカイ
ブしながら情報発信していく「みやぎの・アーカイ部」事業を実施し
ます。

宮城野区 -

宮城野盆踊り普
及事業

　地元への愛着を深め、地域のつながりや地域活動の活性化を図るた
め、宮城野区発祥の「宮城野盆唄」をはじめ、盆踊りの普及拡大に取
り組みます。

宮城野区 -

若林区地域健康
づ く り ち ょ い
チャレンジ事業

　区民の健康増進を図るため、六郷地区での取り組みを踏まえ、日常
生活でのちょっとしたチャレンジを継続して実践する住民主体の健康
づくりを他地区でも展開します。

若林区 -

安全安心街づく
り活動推進事業

　安全安心のまちをつくるため、防犯に関する研修会の開催や情報交
換の場を設けるとともに、警察や関係団体と連携し、防犯団体等によ
る街頭啓発やパトロール等の取り組みを支援します。

若林区 -

若林区魅力発信
事業

　区内の地域資源の魅力を発信し、区への興味や愛着を促進するとと
もに、区内への集客・交流人口の拡大を図るため、「若林わくドキまち
歩き」の開催や、まち歩きマップ「若林WALKER」を更新し配布します。

若林区 -

地域メディアの活
用による〈新しい
地縁〉創造プロ
ジェクト事業

　地域の魅力を再発見し、発信するため、区民有志スタッフとコミュ
ニティFMとの協働で、地域に根差した情報番組を制作・放送します。 若林区 -

若林区民ふるさ
とまつり

　区民のふるさと意識の醸成を図り、新しいコミュニケーションの輪
を広げていくため、計画段階から多くの市民参加を得て様々な企画の
総合的イベントを開催します。

若林区 -

若林区合唱のつ
どい

　音楽を通して地域の人々との触れあいや交流を図り、地域の文化活
動を活性化させるため、小学校・中学校・高等学校の合唱団や吹奏楽部、
合唱団体等が参加する合唱主体の音楽会を開催します。

若林区 -

広瀬川灯ろう流
し「光と水とコ
ンサートの夕べ」
事業補助

　地域の歴史・文化を継承するため、連合町内会や商店街等で構成さ
れる実行委員会が灯ろう流しに合わせて行う「光と水とコンサートの
夕べ」を支援します。

若林区
太白区 -

ディスカバーた
いはく

　区民をはじめ、広く市民に太白区の魅力を再発見してもらうため、
太白区内の自然、史跡、名所等を訪れる探訪会やそれらを紹介する動
画制作を行います。

太白区 -

太白区まち物語
　地域住民の地域愛を育むため、住民自らが地域の歴史・風習・文化
等の地域資源を掘り起こし、冊子やマップを制作し、地域を未来に語
り継ぐ活動を支援します。

太白区 -
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太白区民まつり
　太白区における市民の総合的な交流を促進するため、文化活動等の
多様な市民活動の発表や、商店会や農業者、地域団体が出店等で参加
するイベントを開催します。

太白区 -

たいはくっこく
らぶ

　児童の地域理解の促進と健全育成を図るため、区内の小学校５・６
年生を対象に、参加児童同士が交流しながら、区内の自然・歴史・文
化を楽しく学ぶ体験学習を実施します。

太白区 -

たいはく若者ま
ちづくりフォー
ラム事業

　後掲（P87） 太白区 -

地域づくりの担
い手支援事業

　地域住民主体の地域づくり活動の活性化を推進するため、区内の市
民センターが地域住民との協働で実施している、地域づくりの担い手
の交流やネットワーク化、人材の発掘・育成事業に対する支援を行い
ます。

太白区 -

秋保ミュージア
ム環境整備支援
事業（秋保地区）

　秋保地区の活性化と地域力向上を図るため、秋保全体を中山間地
ミュージアムと捉え、豊かな地域資源の発掘・発信や地域づくりを担
う人材の育成支援、地域全体が協働して取り組む連携体制づくりを進
めます。

太白区 -

秋保地区スポー
ツ レ ク リ エ ー
ション大会（秋
保地区）

　秋保地区における地域間や世代間の交流を図るとともに、冬期間の
運動不足を解消するため、ニュースポーツを取り入れたレクリエーショ
ン大会を開催します。

太白区 -

まつりだ秋保（秋
保地区）

　自然豊かな秋保地区を多くの市民にPRし、市民交流と地域活性化
を図るため、市民団体等によるステージ発表や地元野菜の直売等、地
域特性を活かしたまつりを開催します。

太白区 -

区民意識普及啓発 　住みよい心豊かな潤いのあるまちづくりを進めるため、区民憲章の
普及啓発、泉区写真コンクール等を実施します。 泉区 -

泉区民ふるさと
まつり

　区民のふるさと意識の醸成を図り、世代や地域を超えた新しいコミュ
ニケーションの輪を広げていくため、市民参加のイベントを開催しま
す。

泉区 -

泉区民文化祭
　区民一人ひとりの文化向上に対する熱意を推進し、文化の薫り高い
泉区として発展していくため、芸術文化活動の成果を発表する文化祭
を開催します。

泉区 -

いずみ朝市 　地場産品の生産者と消費者との交流を図るため、地元の生産者等が
農作物や加工品等を直接消費者に提供する朝市を開催します。 泉区 -

七北田川クリー
ン運動

　ふるさとへの愛着心と環境保護についての意識の高揚を図るため、
泉区のシンボルである七北田川の清掃と鮎の放流の活動を行います。 泉区 -

泉ケ岳悠・遊フェ
スティバル

　ふるさとの山の自然の素晴らしさを再認識してもらうとともに、区
民の交流促進を図るため、泉ケ岳の自然と魅力に触れるイベントを開
催します。

泉区 -

泉ケ岳利活用推進
　泉ケ岳の豊かな自然環境を維持保全し、魅力を発信するため、泉ケ
岳で活動している団体や市民等と協働し、公募による自然観察をしな
がらの登山の開催やリーフレットの配布等を行います。

泉区 -

将監沼ふれあい
事業

　将監沼を区民の憩いと交流の場とし、地域の活性化につなげるため、
下刈りや掃除等の環境整備や自然保護活動を行います。 泉区 -

学生連携地域づ
くり事業 　後掲（P87） 泉区 -

地域子育て交流会
　子育て世帯が孤立せず、安心して子育てができるようにするため、
育児サークル、子育てサロン、地域子育て支援センター等、様々な支
援団体との交流会を開催し、支援者のネットワークの強化を図ります。

泉区 -
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青少年健全育成
推進

　青少年の健全な育成を推進するため、少年の主張泉区大会や青少年
健全育成標語コンクール等の事業を行います。 泉区 -

いずみのふるさ
と学

　区民をはじめ、市民の泉区に対する理解と愛着を深めるため、泉区
の名所史跡をめぐる探訪会等を開催します。 泉区 -

泉中央美化推進
　区民の環境美化・緑化への意識を醸成するため、泉区まちづくり推
進協議会が中心となって、泉中央地区において清掃や緑化活動を行い
ます。

泉区 -

ニュースポーツ
フェスティバル

　手軽に楽しめるニュースポーツを通じて、地域間交流や世代間交流
を図るため、ニュースポーツフェスティバルを開催します。 泉区 -

まちづくり活動
助成事業（公募
助成事業）

　地域課題の解決や地域コミュニティの活性化等のため、市民団体が
自発的に取り組むまちづくり事業に対して助成を行います。 各区 -

コミュニティ・セン
ター整備事業

　地域における活動・交流の拠点であるコミュニティ・センターを小
学校区ごとを基準として整備し、安心して利用できる施設として持続
的に提供するため、計画的に長寿命化に向けた大規模修繕等を実施し
ます。

市民局
各区 -

人と動物の共生の推
進事業

　人と動物がともに健康に生きていくことができるようにするため、
動物愛護に対する市民の理解促進を図るとともに、猫の飼育や地域猫
活動に関する知識の普及啓発や、市民ボランティアとの協働による譲
渡会開催等、条例に基づく猫の適正飼育を推進します。

健康福祉局 -

商店街賑わい創出・
基盤整備支援事業

　商店街エリアの魅力と求心力の向上を図るため、市内商店街が実施
する賑わい創出や回遊性の向上、個店の売上向上につながる取り組み
や、来街者にとって安全で快適な環境を整備する取り組み等を支援し
ます。

経済局 -

まちづくり支援専門
家派遣事業

　地域の特性や資源を活かした個性あるまちづくりを推進するため、
専門的なアドバイスや情報提供等を行うまちづくりの専門家を派遣
し、市民が主体的に行うまちづくり活動を支援します。

都市整備局 -

公共交通利用促進事
業

　質の高い公共交通を中心とした持続可能な公共交通ネットワークを
構築するため、市民や事業者とともに、公共交通の利便性向上や利用
促進等に取り組みます。
�Ȃ 利用者に分かりやすい等間隔運行や複数事業者が運行する路線のダ
イヤ調整に取り組むとともに、フィーダー区間と鉄道との乗り継ぎ
がしやすいダイヤ設定や路線バスの待合環境の向上に取り組みます。
�Ȃ 学生の移動支援と公共交通の利用促進を図る制度を導入するととも
に、さらなる利便性向上を図るための運賃制度・支援制度について
検討します。
�Ȃ 大学と連携して学生向け交通情報マップの作成支援を行うほか、交
通事業者等と連携し転入者へ公共交通に関する情報提供を行う等、
協働によるモビリティ・マネジメントを推進します。
�Ȃ 公共交通の利用方法や利便性への理解を深めるPRイベント等を実施
します。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
公共交通推進課

④
1

地域交通運行確保・
運行支援事業

　市民が暮らしやすいと感じるまちを実現するため、地域主体による
地域交通（乗合タクシー）の導入等、地域に根差した持続可能な移動
手段の確保に向けた取り組みを進めます。
�Ȃ 公共交通のサービスレベルが低い地域等において、地元の住民組織
等が主体的に携わる地域交通の導入を支援します。
�Ȃ 地域交通の導入・維持にあたっては、住民、バス事業者、行政の三
者で意見交換をしながら、路線バスと地域交通の適切な役割分担に
ついて検討した上で、具体的な運行計画の検討・試験運行等への支
援を行います。
�Ȃ 宮城野区燕沢地区や太白区坪沼地区等の、住民組織が主体となって
運営している地域交通（本格運行）の維持を支援します。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
地域交通推進課

④
2
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地下鉄沿線まちづく
り推進事業

　地下鉄南北線と東西線の十文字型の都市軸において、地域の特性や
資源を活かしたまちづくりを推進し、機能集約型の都市づくりを加速
化させるため、地域関係団体との継続的な意見交換や庁内関係部署と
の連携を図りながら、沿線の民間事業者や地域主体のまちづくりを支
援します。

都市整備局 -

まち再生・まち育て
活動支援事業

　地域の賑わいを創出するため、エリアマネジメント団体やまちづく
り活動に取り組む団体等と連携し、地域の実情や特性を活かした魅力
的なまちづくりに取り組みます。
�Ȃ 地域の方々等を中心としたエリアマネジメントが自立的・継続的活
動となるよう、体制構築・強化、実績づくりを支援し、都市再生推
進法人の認定を進めます。
�Ȃ 都心エリアにおいては、地域のまちづくりビジョンに沿った活動に
取り組む団体等による公共空間における賑わい創出イベントや環境
美化等の実施を支援します。
�Ȃ 広域拠点等においては、地域の取り組みへの参加や意見交換を重ね
て地域との連携を強めながら、地域活性化に向けた取り組みを進め
ます。
�Ȃ エリアマネジメント団体等を対象に公共空間利活用等に関する情報
共有を図るとともに、公民連携に関する職員の意識醸成に向けた勉
強会を実施します。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局

都心まちづくり課

④
1

「Fun,Fan,Find青葉」
事業

　青葉山エリアと仙台駅前をつなぐ大町・西公園エリア等において、
地域住民や団体等と一緒に人々が憩い楽しめる環境づくりを進め、愛
着を育むとともに、周辺との回遊性を高め新たな魅力発見を促す「令
和の登城路」づくりに取り組みます。
�Ȃ 西公園や青葉通の利活用と賑わい創出に向けて、イベントを開催す
る地域団体等への助成を通じて利活用にあたっての課題把握と対応
を進めるほか、団体同士の連携を促進します。
�Ȃ 西公園において、地域ニーズを踏まえた子どもの遊びの場づくりや、
安全で快適な利用環境の整備に取り組みます。
�Ȃ 大町・西公園エリアのマンション住民を対象としたガーデニングセ
ミナーの実施等により、緑の空間づくりとコミュニティの形成を図
ります。
�Ȃ 大町・西公園エリアと中心部や青葉山エリアとの回遊性向上に向け
て、地域の歴史や魅力を学ぶまち歩き等を実施するとともに、地域
住民が主体となった効果的な情報発信を促します。

青葉区

［主担当課］
青葉区

まちづくり推進課

④
2

学生の参加による地
域づくり推進事業

　大学や専門学校が多く立地する青葉区において、地域コミュニティ
への学生団体の参加を促進し、若者の力や新しい発想で地域活動を活
性化させるため、発表や活動の場を広げたい学生団体と学生の参加や
支援を望む町内会等の地域団体とをマッチングする「あおば�学×まち
ネット」を実施します。

青葉区 -

マンション等コミュ
ニティ強化事業

　マンションにおいて課題となっている地域コミュニティの形成・強
化を図るため、マンションが多い青葉区中心部において、地域の連合
町内会と連携して、町内会の設立・加入の働きかけを行います。

青葉区 -

宮城総合支所庁舎建
替事業

　宮城総合支所庁舎の老朽化・狭あい化を解消するとともに、開発が
進む周辺地域と連動して地域活性化を図るため、庁舎の建て替えを進
めます。
�Ȃ 行政サービスの充実や地域の防災拠点としての役割を確保しつつ、
住民の輪や協働が生まれる拠点としての機能も有する庁舎となるよ
う検討を進めます。
�Ȃ 検討にあたっては、庁舎と隣接し、老朽化の進む宮城保健センター
の再整備と併せて、地域の意見等を広く伺いながら行います。

青葉区

［主担当課］
青葉区

宮城総合支所
総務課

④
1
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

先端技術等を活用し
た宮城地区の課題解
決事業

　少子高齢化や人口減少が続く宮城地区西部地域において、それらの
影響に伴う様々な地域課題の解決を図り、地域力の向上や活性化へと
つなげていくため、地域の意見を踏まえながら、ICTの活用等、効果
的な取り組みを進めます。
�Ȃ 従前からの取り組みだけでなく、地域内外から多様なアイデアを募
り企画化する等、この地域のよさを活かした展開を図ります。
�Ȃ 地域における様々な取り組み等を企画する人や地域に関わりを持つ
人が増えるよう、学校跡施設の利活用を含め、地域の魅力の一層の
向上を図ります。
�Ȃ ICT技術の活用等により、中山間地域における暮らしやすさが向上
する取り組みを進めます。
�Ȃ 農産物の高付加価値化への取り組み等を進めることにより、地域力
の向上を図ります。

青葉区

［主担当課］
青葉区

宮城総合支所
地域活性化推進室

④
2

宮城地区西部活性化
事業

　作並・新川地区や青野木・大倉地区等の宮城地区西部において、住
民の地域への愛着を高めるとともに、地域内外の交流を活発化させる
ため、関係団体等とともに地域固有の豊かな自然や観光名所等を活か
した取り組みを行います。

青葉区 -

みやぎの・まちづく
り若手人材育成支援
事業

　宮城野区において、地域の次世代を担う若手人材を育成し、地域に
貢献する活動につなげていくため、まちづくりの知識やノウハウの蓄
積と若手同士のネットワークづくりを促進します。
�Ȃ まちづくり活動を実践する団体等によるセミナーやワークショップ
を開催するほか、実際に団体等を訪問し、施設やイベントを視察す
るフィールドワークを実施します。
�Ȃ 宮城野区の課題解決や活性化に向けて自分たちで興したい活動の企
画・発表を行うとともに実践を目指します。
�Ȃ 活動を通じて、参加者同士の交流機会を創出します。

宮城野区

［主担当課］
宮城野区

まちづくり推進課

④
3

みやぎの地域づくり
支援事業

　宮城野区各地域の課題解決に向けて、多様な主体の連携による地域
づくり活動や健康づくり活動を支援するため、情報共有・課題検討を
行う勉強会や実践活動につながるワークショップの開催等を支援します。

宮城野区 -

わかばやし地学連携
推進事業

　地域の課題解決・活性化と将来のまちづくりの担い手育成を図るた
め、東北学院大学と、町内会・商店街等の地域と連携・協働した取り
組みを推進します。
�Ȃ 学生が取り組む地域課題の解決や地域活性化、特色ある地域づくり
に対して助成を行います。
�Ȃ 区内地域の魅力を学生視点で発信する動画を地域協働で制作し、上
映会やウェブサイト等で公開します。
�Ȃ 若林区まちづくり協議会や区民ふるさとまつりへの学生参画を促進
するほか、大学のボランティアステーションと連携して地域と学生
ボランティアのニーズのマッチングを行います。
�Ȃ 学生と区職員との交流の場を設け、区政に対する意見交換・勉強会
を実施します。
�Ȃ 荒町・連坊地域の町内会や商店街の活力向上に向け、大学と地域が
連携・協働するための協議会を支援します。

若林区

［主担当課］
若林区

まちづくり推進課

④
3

若林まちみがき推進
事業

　地域課題が多様化、複雑化する中でも、住民がいきいきと豊かな生
活を送ることができるようにするために、町内会や地域団体等が自ら
主体的に取り組む、課題抽出から解決に至るまでのプロセスを、伴走
型で支援します。

若林区 -

長町・歩いて楽しい
街並み形成促進事業

　仙台都市圏南部の広域拠点である長町地区において、商業機能と文
化機能が連携した賑わいのある、歩いて楽しい街並みを形成するため、
地元関係者等と協働しながら、歩行者空間や沿道環境の在り方等の検
討を進めます。
�Ȃ 令和５年度作成の街並みの将来ビジョンの具体化に向け、基本計画
等を策定します。
�Ȃ 道路空間利活用等の効果検証や影響把握に向けて社会実験を実施す
るとともに、活用制度やマネジメント体制の検討等に取り組みます。
�Ȃ 地域関係者を中心とした多様な主体の参画のもと、官民連携の推進
会議を設立し、将来的な運営主体の体制構築も見据えて協働体制を
強化します。
�Ȃ 街並み形成への機運醸成に向けて、広報やシンポジウムにおける発
信を強化します。

太白区

［主担当課］
太白区

長町地域活性化�
推進室

④
2
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

生出地区活性化支援
事業

　太白区生出地区において、地域力を向上させながら交流人口・関係
人口の拡大を図るため、地域活動団体と大学や企業等との連携を促進
するとともに、地域資源である農業を基軸として活性化に取り組む地
域主体の活動を支援します。

太白区 -

多様な連携促進によ
る地域づくり支援事
業

　地域の個性を活かしたまちづくりを推進するため、地域の魅力の発
掘や課題解決に向けた地域主体の取り組みを支援するとともに、異業
種・他分野との実践的・創造的な連携を促進し、地域の新たな活力の
創出を図ります。また、同様の課題を抱える他地域への展開をねらい、
連携のプロセスを可視化します。

太白区 -

たいはく若者まちづ
くりフォーラム事業

　若い世代のまちづくり活動への関心を高め、地域のまちづくり活動
への参加を促進するため、マッチングした地域と大学への活動支援や
大学と共同での講座の開催を行います。

太白区 -

秋保地区活性化事業

　少子高齢化や人口減少が進む秋保地区の活力を向上するため、地域
団体等と連携し、豊かな自然や歴史等の地域の魅力を活かした交流活
動や情報発信を支援するとともに、地域経済活性化に向け、農産物の
特産品化や地域の産直活動を支援します。
�Ȃ 野尻地区や境野地区の地域団体が取り組む魅力的な地域資源を活用
した体験観光や交流活動、地域の交流拠点の運営、地域資源の環境
整備等の活動を支援します。
�Ȃ 地域団体等による新たな地域活動の創出に向け、働きかけを行います。

太白区

［主担当課］
太白区

秋保総合支所
まちづくり推進課

④
2

泉中央地区活性化事
業

　仙台都市圏北部の広域拠点である泉中央地区において、地区全体の
回遊性向上や賑わいと交流の創出を図るため、泉区役所の建て替えに
合わせて、周辺エリアと一体となったまちづくりを進めます。
�Ȃ エリアマネジメント活動主体の立ち上げと持続的な活動に向けた環
境づくりに取り組みます。
�Ȃ 地域のまちづくり関係団体や商工団体との連携・協力の下、地区全
体の賑わい創出に向けたイベント等の開催・支援を行います。
�Ȃ 学生が主体となる実践的プログラムを行う等、次世代を担う若者の
まちづくりへの参画を促進します。
�Ȃ 泉区役所建替事業に合わせて整備する新しい区民広場が積極的に利
活用される場となるよう、運営体制等を検討します。

泉区

［主担当課］
泉区

泉中央地区
活性化推進室

④
2

学生連携地域づくり
事業

　多様な主体の参画による地域づくりを進めるため、泉区内及び近隣
大学の学生や高校生の参画を通じ、地域等との交流や連携を図りなが
ら、地域課題の解決や活力ある地域づくりに向けた取り組み等を支援
します。

泉区 -

泉西部地区活性化事
業

　泉西部地区の活性化や魅力向上を図るため、住民が意見交換を行う
懇談会を開催し、地域が主体となって企画し、実践する取り組みを支
援します。また、地区の認知度向上や交流人口の拡大に向けて、特設ウェ
ブサイトを通じた地域資源や魅力の情報発信を行います。

泉区 -

協働による郊外居住
地課題対応事業

　泉区内の郊外居住地における課題の改善等を図るため、地域住民等
が専門的知見を有する民間事業者や区内NPO法人等と協働し対応する
取り組みを支援するとともに、地域おこし協力隊との協働を通じ、地
域主体の活性化に向けた活動を支援します。

泉区 -

泉ケ岳活性化推進事
業

　泉ケ岳界隈の交流人口拡大による活性化と、さらなる泉ケ岳利活用
促進に向けた機運の醸成を目指すため、民間事業者や関係団体等の連
携を促し、懇談会の開催や既存イベント等と連携した集客力拡大に資
する取り組み等を進めます。

泉区 -

コミュニティ・アー
カイブの仙台モデル
事業

　歴史や地域文化を継承しながら多様な市民主体の活動につなげてい
くため、せんだいメディアテークにアーカイブ資料の保存・活用拠点
を整備するとともに、利活用に向けた関係団体との連絡体制の構築や
成果の発信を行い、市民の学びだけでなく、地域経済へも寄与する活
動となるような体制を整えます。

教育局 -
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⑤ 笑顔咲く子どもプロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

仕事と子育ての両立
支援事業

　安心して子どもを産み育てられる社会を実現するため、企業や団体
等における男性の育児休業取得促進をはじめとする仕事と子育ての両
立支援や、家事・育児に対する意識の改革を進めます。
�Ȃ 家事・育児と仕事の両立について啓発する講座を企業・団体等向け
に開催します。
�Ȃ 男性労働者が一定期間以上の育児休業を取得した中小企業に対して
奨励金を交付します。
�Ȃ 仙台こども財団で行う、男性が育児休業を取得しやすい職場環境づ
くり推進の取り組みを支援します。

市民局
こども若者局

［主担当課］
こども若者局
総務課

⑤
1

子育て応援の機運醸
成事業

　「子育てが楽しいまち・仙台」を実現するため、まち全体で子どもと
子育て家庭を応援する機運の醸成を図ります。
�Ȃ 育児用品や仙台ゆかりの品等が選べるオンラインのカタログギフト
を送付し、子どもが生まれた家庭を祝福します。
�Ȃ 子育て家庭にやさしい取り組みや子どもの遊び場の提供により子ど
も・子育てを応援する店舗や施設を「せんだいのびすくサポーター」
として募集し、せんだいのびすくナビを通じて子育て家庭に発信し
ます。
�Ȃ 子ども・子育てを支える民間団体や企業等が出展するイベント「み
んなで子育てフェスタ」を開催し、地域社会全体で応援しているこ
とを子育て家庭が実感できる機会を提供します。
�Ȃ 仙台ゆかりの作家の絵本「くまのがっこう」のキャラクターの活用
や地下鉄での啓発広告等を通して、「子育てが楽しいまち・仙台」の
浸透を図ります。
�Ȃ 仙台こども財団と連携し、子どもの健やかな育ちと子育てを地域社
会全体で支える機運を醸成します。

こども若者局

［主担当課］
こども若者局
子育て応援都市�
推進課

⑤
1

子どもの遊びの環境
充実事業

　未来をつくる子どもの健やかな育ちを支えるため、遊びの環境の充
実に取り組みます。
�Ȃ 自由な遊びを引き出すプレーパークの普及に向けた支援や担い手の
育成に取り組みます。
�Ȃ 既存資源を活用した子どもの遊び場を地域と協力しながら展開し、
遊びの機会を提供するほか、都心部の賑わい創出にも資する遊び場
について検討します。

こども若者局

［主担当課］
こども若者局
子育て応援都市�
推進課

⑤
1

のびすく運営事業

　保護者の子育てに対する不安や負担の軽減を図るとともに、子育て
の楽しさを実感できる機会を提供するため、親子が気軽に立ち寄り交
流ができる場や子育て支援に関する様々な情報を提供します。支援の
届きにくい子育て家庭が孤立することのないよう、相談支援の充実や
関係団体等との連携を一層進めます。

こども若者局 -

ひとり親家庭等支援
推進事業

　ひとり親家庭等の生活の安定と向上を図り、自立を促進するため、
就労支援や相談窓口の充実、困難を抱える家庭へのアウトリーチ型の
支援、支援策の周知等、ひとり親家庭等への支援を総合的に展開します。

こども若者局 -

放課後児童クラブ環
境整備事業

　児童が放課後等を安全・安心、かつ健やかに過ごすことができるよ
うにするため、放課後児童クラブの受け入れ環境の整備を推進します。
�Ȃ 小学校の特別教室等の活用等により、児童クラブサテライト室の整
備を進めます。
�Ȃ 児童館の新増改築工事やサテライト室の整備により、計画的に児童
クラブ専用区画の拡大を図ります。

こども若者局

［主担当課］
こども若者局
児童クラブ事業
推進課

⑤
2

保育士等人材確保推
進事業

　安定的な保育の提供に向けて保育士不足を解消するため、各種補助
金による保育士の処遇改善や働きやすい労働環境づくりを進めるとと
もに、合同就職説明会の開催等による市内保育施設の求人支援や、イ
ンターンシップ受け入れの支援等により若手保育士の定着を推進し
ます。

こども若者局 -
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

多様なニーズに対応
した保育提供体制の
充実事業

　子どもを産み育てやすい環境を整備するため、これまで保育の利用
が難しかった家庭への提供体制を整えるとともに、多様なニーズに対
応できるよう保育体制の充実に取り組みます。
�Ȃ 手厚い支援を要する障害のある児童や医療的ケアが必要な児童等を
受け入れる施設の拡充や事業者への助成・支援を実施するほか、居
宅訪問型保育サービスを提供する事業者に対する相談・運営支援を
行い、特別な支援が必要な児童への保育の充実を図ります。
�Ȃ 未就園児童を対象とした（仮称）こども誰でも通園制度を実施し、
集団生活の機会を通じた児童の成長を促進するとともに、子育て家
庭の不安解消と孤立防止に向けた利用家庭への支援を実施します。
�Ȃ 幼稚園の教育時間終了後も園児を預かる幼稚園に対し、必要な経費
の一部を助成します。

こども若者局

［主担当課］
こども若者局
幼保企画課

⑤
2

妊娠・出産・子育て期
にわたる切れ目のな
い支援事業

　妊娠を望んだ時期から子どもが就学に至るまで、安心して出産・育
児ができるようにするため、切れ目のない支援の充実を図ります。
�Ȃ 妊娠届出時、妊娠８か月時、新生児訪問時の面談や、のびすくナビ
アプリによる情報発信により、ニーズに即して必要なサービスにつ
なぐ伴走型の支援を行います。
�Ȃ 妊婦健診、特定妊婦と疑われる方に対する産科受診等の支援、妊娠
等に関する相談事業等により、妊婦のサポートを行います。
�Ȃ 産婦健診や産後ケア事業により、医療機関等と連携しながら、出産
直後の母子に対しての心身のケアや育児サポートを行います。
�Ȃ 新生児訪問や子育て世帯訪問支援事業（育児ヘルパー派遣）、せんだ
い助産師サロン等、妊産婦に対する相談支援等を行います。
�Ȃ 乳児健診・幼児健診・５歳児のびのび発達相談事業等の健診・相談
事業を実施し、０歳から就学に至るまでの親子を継続的に支援しま
す。
�Ȃ 不妊・不育専門相談センターによる相談、不妊検査や保険診療によ
る不妊治療と併用して実施した先進医療の費用についての助成を通
じて、妊娠を望む方を支援します。

こども若者局
各区

［主担当課］
こども若者局
こども家庭保健課

⑤
2

太白遊びの担い手育
成事業

　子育て環境の向上を図るため、公園や緑地等の太白区内の既存資源
を活用し、ワークショップや体験型プログラムを通して、遊びの担い
手育成を図るとともに、遊びをきっかけとした遊びの担い手、親子及
び地域の交流・協力を促し、子育てを応援する地域づくりを進めます。

太白区 -

学校教育施設整備事
業

　子どもたちが安心・安全に学ぶことができる良好な教育環境をつく
るため、狭あい化・老朽化した学校教育施設の改築を進めるとともに、
長寿命化や建物の機能回復のための設備等の更新、学習環境等の改善
に向けたトイレの洋式化や特別教室等へのエアコン設置等の改修を行
います。

教育局 -

学校給食センター整
備事業

　児童生徒に安全・安心な学校給食を安定的に提供するため、学校給
食センターの厨房機器等について、耐用年数や劣化状況等を踏まえて
計画的に更新や修繕を行います。

教育局 -

35人以下学級推進事
業

　教育課題が多様化・複雑化する中で、教員が児童生徒一人ひとりに
より向きあえる体制を強化するため、小学校・中学校において１学級
あたり35人を上限とする学級編成を実施します。

教育局 -

学校における働き方
改革推進事業

　教職員の多忙化を解消し、教員がワーク・ライフ・バランスを確保
しながら資質・能力の向上を図り、児童生徒により向きあえる体制を
強化するため、業務分担の適正化やICTを活用した校務効率化等、学
校における働き方改革を推進します。

教育局 -
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

ICT教育推進事業

　児童生徒が学ぶことの意義を実感し、一人ひとりが資質・能力を最
大限に伸ばすことで社会を生き抜く力を育むため、学校教育情報化を
さらに推進します。
�Ȃ ICTの活用により、児童生徒の主体的・協働的な学びを実現し、自
らの学習を調整しながら粘り強く取り組む態度や豊かな創造性を育
成します。
�Ȃ 学習活動における活動スキル・探究スキル・プログラミング・情報
モラルを高めるための系統的・教科等横断的な授業を展開しながら、
情報活用能力の育成を目指します。
�Ȃ 教員に対するICT研修の充実や授業づくりの支援、カリキュラムの
実践例の周知等により、ICTを活用した指導力の向上を図ります。
�Ȃ １人１台端末や校務支援システム等を安定的に活用できるよう、定
期的な機器やシステムの更新、障害時対応等の運用・保守を行います。

教育局

［主担当課］
教育局
教育指導課

⑤
3

仙台自分づくり教育
推進事業

　児童生徒が自ら学ぶ意欲を持ち、人や社会との関わりを大切にしな
がら、将来の社会的・職業的自立に必要な態度や能力（たくましく生
きる力）を育むため、仙台版キャリア教育である仙台自分づくり教育
を推進します。
�Ȃ すべての学校教育活動の中で、たくましく生きる力（かかわる力・
うごく力・いかす力・みとおす力・みつめる力）の素地となる態度
や能力を育成します。
�Ȃ 職場体験活動や、地域や仙台で活躍している社会人講師による職業
講話等を実施します。
�Ȃ 企業や保護者等のボランティアと連携し、仙台子ども体験プラザに
おける体験型経済教育プログラムを実施します。
�Ȃ 仙台自分づくり教育のより良い推進に向けて、企業関係者や学識経
験者、学校関係者等で組織する仙台自分づくり教育研究会において、
効果等の調査研究を実施します。

教育局

［主担当課］
教育局

学びの連携推進室

⑤
3

コミュニティ・ス
クール推進事業

　児童生徒の豊かな学びの環境づくりに向けて、学校と家庭、地域が
パートナーとして地域総ぐるみで子どもの成長に関わるため、仙台版
コミュニティ・スクールの推進を図ります。
�Ȃ 学校運営協議会において学校・家庭・地域が目標・ビジョンを共有
し、互いの役割を理解・分担しながら、一体となって地域の子ども
たちの成長に関わっていく体制づくりを進めます。
�Ȃ 学校運営協議会委員や教職員等を対象にした研修を開催し、コミュ
ニティ・スクールについての理解促進と周知を図ります。
�Ȃ 学校にコミュニティ・スクールアドバイザーを派遣し、各校のニー
ズに応じた指導・助言等の伴走支援を行います。
�Ȃ 研修や会議を通して学校運営協議会関係者間の様々なネットワーク
を構築するとともに、学校運営協議会と学校支援地域本部の連携・
協働のための環境整備と体制づくりを進めます。

教育局

［主担当課］
教育局

学びの連携推進室

⑤
3

確かな学力育成事業
　たくましく生きる力を育みながら、確かな学力の要素である児童生
徒の「基礎的知識・技能」の習得、「活用する力」の育成、「主体的な
学習態度」の形成を進めるため、指導の工夫・改善や、学習環境の整
備に取り組みます。

教育局 -

魅力と活力ある高校
教育・中高一貫教育
推進事業

　市立高等学校・中等教育学校をより魅力と活力のある学習の場にす
るため、各校の特色を活かした学校づくりを推進するほか、情報端末
の有効活用によるICT教育の充実や通級による細やかな指導の推進、
校務支援システムの活用による教職員の業務負担の軽減等に取り組み
ます。

教育局 -
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不登校児童生徒等支
援事業

　学校における不登校の未然防止や早期発見・早期対応を推進するた
め、家庭と学校・関係機関との連携を図りながら、不登校児童生徒等
の支援に取り組みます。
�Ȃ 在籍学級外での学校の居場所となるステーションの配置を拡充する
とともに、スクールカウンセラーやソーシャルワーカー等の専門職
による個々の状況に応じた支援の充実を図ります。
�Ȃ 不登校児童生徒等に対するICTを活用した学習支援の仕組みをつく
り、学習・相談機会を充実させます。
�Ȃ 教育支援センターにおいて、個別対応や小集団での学習、体験活動
を行うほか、ひきこもり傾向にある児童生徒に対する家庭訪問相談
援助等を行います。
�Ȃ 保護者や教職員向けに情報誌を発行し、不登校に対する理解を深め
るとともに、学校と関係機関や民間施設、地域等が連携し、教育機
会の確保や居場所づくりを推進します。

教育局

［主担当課］
教育局
教育相談課

⑤
3

特別支援教育推進事
業

　障害のある児童生徒の学びと育ちを保障するため、一人ひとりを大
切にした教育のさらなる充実と共生社会の実現に向けたインクルーシ
ブ教育システムの構築を両輪として、特別支援教育を推進します。
�Ȃ 障害者スポーツや文化・芸術活動を通した交流、障害のある当事者
を招請しての学習や体験プログラムを実施するほか、保護者や市民
の理解を深めるための情報発信を行います。
�Ȃ 障害特性に応じた指導・支援ができるよう、専門家を学校に派遣し、
学校の教育力や教員の指導力を高めます。
�Ȃ 特別支援教育指導補助員等を目的に応じて配置するほか、通級指導
の充実を図ります。
�Ȃ 継続的で一体的な切れ目のない支援の提供に向けて、特別支援教育
コーディネーター連絡協議会における情報交換等を通じて、関係機
関との連携を深めます。

教育局

［主担当課］
教育局

特別支援教育課

⑤
3

地域学校協働活動推
進事業

　地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、学校を核と
して住民等が学びや交流を深め、生きがいの創出や地域の活性化を図
るため、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働する地域学
校協働活動を推進します。

教育局 -

こどもわかものプロ
ジェクト・ベース
ド・ラーニング事業

　子ども・若者を対象とした表現活動の機会の充実を図るため、ワー
クショップやプロジェクトを実施します。文化芸術の担い手であるアー
ティストや地域人材の知見や技術を活かし、支える人材育成の機会と
しつつ、子どもや若者のそれぞれの個性に応じたのびやかな表現活動
を引き出す事業を展開します。

教育局 -
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⑥ ライフデザインプロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

ダイバーシティ推進
事業

　まちの包摂的成長を通じた「世界から選ばれる都市」を実現するた
め、個性や価値観を互いに尊重しあう機運の醸成や、国籍や年齢、性別、
障害の有無等にかかわらない多様な人の活躍促進に資する取り組みを
実施します。
�Ȃ（仮称）ダイバーシティ推進会議を設置し、今後本市が注力すべき取
り組みの方向性等を取りまとめるとともに、ダイバーシティ関連イ
ベント等を開催します。
�Ȃ 海外からの留学生や研究者、その家族を中心とした外国人が生活し
やすい環境の整備や市民との交流・連携促進につながる取り組みを
検討・実施します。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
ダイバーシティ�
推進課

⑥
2

女性の活躍推進事業

　女性が個性と能力を十分に発揮できる環境をつくるため、社会のあ
らゆる分野への女性参画の促進や、ワーク・ライフ・バランスの実現
に向けた取り組みを推進します。
�Ȃ 女性管理職・役員候補プログラムの実施等により女性のキャリア
アップとネットワークづくりを支援するほか、企業の経営者層を対
象としたセミナー等を開催し、地元企業における女性の活躍や管理
職への登用を促進します。
�Ȃ 防災における男女共同参画の視点の重要性を発信するとともに、地
域における女性リーダーを育成します。
�Ȃ 各事業の修了者がイベントやセミナー等に登壇する機会を設ける等、
地域での女性の活躍を図ります。
�Ȃ 委員選考事前協議を徹底し、本市の審議会等における女性委員登用
率を向上させます。

市民局

［主担当課］
市民局

男女共同参画課

⑥
2

生活困窮者自立支援
事業

　生活困窮者の抱える課題の解消と自立を支援するため、仙台市生活
自立・仕事相談センター「わんすてっぷ」を運営し、生活困窮者の相
談をワンストップで受け止めて伴走支援を行うほか、仙台市家計相談
プラザの運営を通じ、家計に課題を抱える方の家計の状況把握と改善
を支援します。

健康福祉局 -

障害者就労支援体制
整備事業

　障害者が生きがいを持って地域で安定した生活を送ることができる
ようにするため、多様な就労の場の創出や障害者雇用への理解促進を
図ります。
�Ȃ 障害者就労支援センターの運営により、障害者やその家族、支援者、
事業者等への相談対応や、障害者雇用の啓発、就労体験実習、職場
定着支援等に取り組むとともに、情報交換会等を通じて、就労支援
ネットワークを強化します。
�Ȃ 障害者本人・企業等のニーズに対応したセミナーの開催や、障害者
雇用に大きく貢献している事業者の表彰により、障害者の就労に対
する企業や市民の理解を促進します。
�Ȃ 障害者の工賃の向上と就労環境の充実に向けて、ふれあい製品の販
売促進や販路拡大、障害者福祉サービス事業所の企業等からの受注
拡大に向けたマッチングの支援を行います。

健康福祉局

［主担当課］
健康福祉局
障害企画課

⑥
2

高齢者社会参加・生
きがいづくり促進事
業

　高齢者が知識や経験、能力を活かして活躍し続けられる環境をつく
るため、高齢者の多様なニーズに応じた社会参加や生きがいづくりに
対する支援を進めます。
�Ȃ シルバー人材センターによる臨時的・短期的な就業機会の提供や、
老人クラブ活動の促進等、高齢者が自ら地域や社会とつながる活動
を支援します。
�Ȃ 豊齢学園において生涯学習の提供や社会貢献活動を担う人材育成等
を行います。
�Ȃ 高齢者生きがい健康祭の開催や全国健康福祉祭への選手派遣等によ
り、文化・スポーツ活動を支援するとともに、地域においてeスポー
ツ等を活用した生きがいづくりに取り組みます。
�Ȃ 民間商業施設等を活用し、健康づくりに向けた啓発イベントを開催
します。
�Ȃ 敬老乗車証制度の運用により、社会参加につながる外出支援を行い
ます。

健康福祉局

［主担当課］
健康福祉局
高齢企画課

⑥
2
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介護人材確保事業

　将来にわたって介護人材が確保され、質の高いサービスが安定的に
提供されるようにするため、働きやすい環境づくりや介護職の魅力発
信、外国人材をはじめとした多様な人材の確保を支援する取り組みを
推進します。
�Ȃ 介護関係団体との連携の下、介護職のイメージアップを図るととも
に、介護関係従事者同士の交流会等を通じた意欲向上の支援等に取
り組みます。
�Ȃ 外国人材の受け入れに向けた送出機関への働きかけや事業者への受
け入れ支援等、多様な介護人材の確保を推進します。
�Ȃ 介護サービス事業所を対象に、働きやすい環境づくりや人材採用力
向上に資するセミナーを開催し、事業者における人材確保力向上と
定着を促進します。
�Ȃ 業務の効率化により、介護現場の生産性向上と介護職員の負担軽減を
図るとともに、介護職員のキャリア形成、スキルアップを支援します。

健康福祉局

［主担当課］
健康福祉局
介護保険課

⑥
2

食育推進事業
　食を通じて心身の健康をつくるとともに、環境保全を意識した食生
活や食文化への理解を深め次世代へ伝えていくため、多様な機関が主
体となり、家庭・地域・学校・職場等の暮らしの場で、それぞれの特
徴を活かしながら食育を推進します。

健康福祉局 -

歯と口の健康づくり
推進事業

　すべての市民が健康で質の高い生活を営むことができるようにする
ため、保育所等へのフッ化物洗口の導入支援や、大学生・専門学生向
けの歯周病予防の啓発、健診における保健指導の強化等、関係機関・
団体と連携しながら、ライフステージに応じた歯と口の健康づくりを
推進します。

健康福祉局 -

感染症対策事業

　様々な感染症のまん延を防止するため、予防接種の勧奨を含めた市
民啓発等により、市民一人ひとりの予防行動の定着を図るほか、感染
症流行拡大に備え、平時より医療機関等関係団体と連携して危機管理
体制を強化するとともに、感染症医療提供体制の確保に向けた取り組
みを促進します。

健康福祉局 -

衛生研究所庁舎移転
改築事業

　健康危機に的確に対処し、公衆衛生と環境保全に係る試験研究業務
を担う施設としての機能強化を図るため、老朽化等の問題を抱える衛
生研究所の移転改築による再整備を行います。

健康福祉局 -

介護・フレイル予防
推進事業

　高齢になっても住み慣れた地域で心身ともに健康で生きがいを感じ
ながら自分らしい暮らしを実現できるようにするため、65歳以上のす
べての方を対象に介護・フレイル予防の取り組みを推進します。
�Ȃ 介護予防月間や介護予防教室等を通して、介護・フレイル予防につ
いての理解を深めるとともに、予防に取り組む動機付けとして、商
業施設等日常生活の場に出向いた啓発や予防策の周知を行います。
�Ȃ 住民がセルフケアを行えるよう、運動や身近な健康遊具を活用した
取り組みを啓発します。
�Ȃ ICTを活用し、フレイルリスクを明確化し、効果的な支援につなげ
ます。
�Ȃ 地域における介護・フレイル予防活動の継続に向けて、活動を行う
担い手の発掘や通いの場の設立支援等に取り組むほか、通いの場へ
の専門職の派遣等を通して活動の充実を図ります。
�Ȃ 身近な地域において、運動等の習慣化に取り組める環境を整備します。

健康福祉局
各区

［主担当課］
健康福祉局
地域包括ケア
推進課

⑥
3

市民健康づくり推進
事業

　市民が生涯にわたって健康でいきいきと暮らすことができる「健康
の都�せんだい」を実現するため、市民や関係機関・団体、事業所等と
連携して健康づくりを推進します。
�Ȃ 市民一人ひとりの健康管理にPHR（パーソナル�ヘルス�レコード）
を活用し、個々の健康状態やライフスタイルに合わせた健康管理や
保健事業サービスの提供につなげる仕組みづくりに取り組みます。
�Ȃ 日常生活の中での身体活動量の増加と定着に向けて、関係団体と連
携した啓発イベントの実施やウォーキングイベント開催団体への助
成を行います。
�Ȃ まちなか歩数表示の設置を促進する等、市民が体を動かしやすい環
境整備に取り組みます。
�Ȃ 病気の発症・重症化予防として、協定企業と連携した市民健診受診
啓発を行うほか、人工透析新規導入患者の抑制に向けて、かかりつ
け医と腎臓専門医の連携による診療等を進めます。

健康福祉局
各区

［主担当課］
健康福祉局
健康政策課

⑥
3
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

救急需要対策・医療
提供体制構築事業

　高齢化の進展等による救急需要の増加に適切に対応するとともに、
限りある医療資源を効果的・効率的に活用し、市民の命と健康を支え
る体制強化を図るため、医療・市民・行政等が連携しながら、総合的
な対策を進めます。
�Ȃ 救急隊の増隊と適正配置、臨時救急隊の編成等により救急隊の運用
体制を強化するとともに、活動の効率化と質の向上に取り組みます。
�Ȃ 医療機関の救急受け入れの円滑化に向けて、おとな救急電話相談
（#7119）の広報強化や事業の拡充、病院群当番制運用の見直し検討
等を実施します。
�Ȃ 救急車要請マニュアルやSNS等を活用した広報を強化し、市民の適
時・適切な救急車利用の啓発に取り組みます。
�Ȃ 在宅医療の体制強化に向け、担い手のすそ野を広げる仕組みづくり
や市民理解の促進に取り組みます。

健康福祉局
消防局

［主担当課］
健康福祉局
医療政策課
消防局
救急企画課

⑥
3

結婚新生活支援事業
　結婚を希望する若い世代を支援するため、結婚して新生活を始める
若い世代を対象に、新生活のスタートアップに要する家賃や引越費用
等の補助を行います。

こども若者局 -

プレコンセプション
ケア推進事業

　若い世代が将来のライフプランを考えて日々の生活や健康と向きあ
えるようにするため、市内の小学校・中学校、高等学校・中等教育学
校における思春期保健健康教育の実施を推進するとともに、プレコン
セプションケアに関する調査を行い、結果を踏まえた啓発に取り組み
ます。

こども若者局
各区 -

アクティブライフス
タイル推進事業

　スポーツを多様な形で楽しむことを通して、心身の健康増進と生き
がいに満ちた豊かな生活を実現できるようにするため、市民一人ひと
りが自分に合った形で意識的に体を動かす生活様式であるアクティブ
ライフスタイルを推進します。
�Ȃ 誰もがいつでもどこでも気軽にスポーツを楽しむことができる環境
づくりを進めるとともに、アクティブライフスタイルの導入につな
がるよう、日常生活の中で意識的・継続的に体を動かすことを習慣
化するイベントを開催します。
�Ȃ 民間事業者やメディア等と連携した情報発信を行い、アクティブラ
イフスタイルを広く市民に周知します。
�Ȃ 子どもたちがスポーツの楽しさを体験し、始めるきっかけづくりと
して、在仙プロスポーツチーム等と連携し、親子で一緒に行うスポー
ツ体験イベントを開催します。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
スポーツ振興課

⑥
3

スポーツ施設大規模
修繕・改修事業

　市民のスポーツ活動の振興に資するサービスを継続的に提供するた
め、仙台市体育館をはじめとしたスポーツ施設の長寿命化、大規模修繕、
大規模改修を計画的・効率的に実施します。

文化観光局 -

文化芸術によるまち
の魅力づくり事業

　都市の文化力向上によりまちの魅力を高めるため、あらゆる市民の
文化芸術に親しむ機会を充実させるとともに、多様な主体による文化
芸術活動が活発に展開され、次代の担い手が育つ環境づくりを進め
ます。
�Ȃ 仙台国際音楽コンクールや仙台クラシックフェスティバルの開催、
仙台ジュニアオーケストラの運営、仙台フィルハーモニー管弦楽団
の運営支援等を通じ、楽都仙台を推進します。
�Ȃ 舞台芸術公演の開催やせんだい演劇工房10-BOXを拠点とした創作活
動の支援及び人材育成等を通じ、劇都仙台を推進します。
�Ȃ 青年文化センターを拠点とした文化芸術の創造発信や能-BOX等での
古典芸能の振興、文学館での展示等を通じた文学の普及啓発に取り
組みます。
�Ȃ 市民による公演・展示・上映会等の活動や、社会課題と向きあう文
化芸術活動を支援するとともに、多様な主体と連携し、子どもたち
が身近に文化芸術を体験できる機会を提供します。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
文化振興課

⑥
1
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

住宅政策推進事業

　多世代、多様なライフスタイルに対応した暮らしを支えるため、良
質な住宅や良好な住環境の形成を図る取り組みを進めます。
�Ȃ 既存住宅ストックの活用促進に向け、不動産・法務・建築の専門団
体等と連携した住宅の売却や賃貸等の相談対応を実施するほか、セ
ミナーによる啓発や利活用情報の発信に取り組みます。
�Ȃ 既存住宅の流通を促進しつつ、若年層の定着や郊外を中心としたコ
ミュニティ維持にもつながるよう、若年夫婦世帯・子育て世帯への
助成金等により住み替えを支援します。
�Ȃ 住生活の意識や地域の空き家等の調査により実態を把握し、ニーズ
や状況の変化を捉え、必要に応じ施策を見直しながら、柔軟かつ効
果的な施策展開を図ります。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
住宅政策課

⑥
2

マンション管理適正
化推進事業

　分譲マンションを良好に保全するとともにマンションにおける快適
な住環境の形成を推進するため、管理組合の運営や建物維持管理等に
関する情報提供、専門家による相談対応等の支援を行います。また、
適正な管理を行う管理組合の認定制度の運用・普及、管理組合の運営
に課題を抱えるマンションに対する積極的な働きかけを行います。

都市整備局 -

高齢者等民間賃貸住
宅推進事業

　高齢者等の居住の安定の確保を図るため、多様なニーズや住まい方
に対応した住まいの選択肢の確保や情報の提供、関係団体や庁内関係
部署との連携による民間賃貸住宅への円滑な入居支援等を行います。

都市整備局 -

鶴ケ谷第二市営住宅
団地再整備事業

　安全で快適な居住環境を整備するため、老朽化した市営住宅の建て
替えを行います。また、住棟の高層化等により創出される有効活用地
について、地域にふさわしい土地利用への転換を目指します。

都市整備局 -

せんだい・アート・
ノード・プロジェク
ト事業

　現代アートの持つ発見性、吸引力、発信力を取り込みながら、まち
の魅力と活気を引き出すため、アーティストのユニークな視点と仕事
と地域の人材・資源・課題をつなぐプロジェクトを地域で展開します。
�Ȃ 被災地域である沿岸部において、復興や地域活性化を目的に、住民
と協働での作品制作を行います。
�Ȃ 雑がみを用いたワークショップを開催し、雑がみ収集、作品制作、
リサイクルのフローに多くの市民が参画するプロジェクトを実施し
ます。
�Ȃ 中心街・商店街等を舞台に文化交流創出プロジェクト等を実施しま
す。
�Ȃ 次代を担う、東北圏内の若いアーティストらの交流を促し、仙台で
活躍する人材の発掘及び機会の創出を図ります。
�Ȃ 情報誌の発行により東北のアートにまつわる人材や取り組みを全国
に発信するとともに、興味関心を育むトークイベントや市民参加型
の会議を開催します。

教育局

［主担当課］
教育局
生涯学習課

⑥
1

ミュージアム連携事
業

　ミュージアムの発信力を高め、多角的な学びの機会を創出するため、
市内16館が参画する仙台・宮城ミュージアムアライアンスにおいて、
各館が連携して魅力発信やイベント開催を行うとともに、大学等と連
携してミュージアムの新たな魅力の発掘等に取り組みます。

教育局 -

文化財保存活用推進
事業

　文化財をまちづくりに活かしつつ、地域全体で継承に取り組むため、
史跡郡山官衙遺跡群や史跡陸奥国分寺跡・国分尼寺跡等の個別計画等、
文化財保護法に規定された各種計画を策定し、地域における文化財の
計画的な保存・活用を推進します。

教育局 -

市民センターによる
地域づくり支援事業

　市民自ら地域課題に向きあい、集い交流しながら住みよい地域づく
りに取り組むことができるようにするため、地域に身近な社会教育施
設である市民センターにおいて、多様な学習の機会を提供し、活動を
通じた交流の創出を図るとともに、子ども・若者をはじめとする市民
の主体的な学びを支援します。

教育局 -
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⑦ TOHOKU未来プロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

国家戦略特区推進事
業

　社会課題解決や産業振興等につながる仙台・東北発のイノベーショ
ンを創出するため、国家戦略特区の枠組みを活用した取り組みや先端
的サービス創出に向けた産学官協働のプロジェクトを推進します。
�Ȃ 国家戦略特区として、社会課題解決の担い手になり得る起業家への
支援や女性の社会参加の促進を行うとともに、規制改革メニューの
さらなる活用や新たな規制改革の提案に取り組みます。
�Ȃ 新技術の社会実装に向けて、民間企業等と連携した技術実証に取り
組みます。
�Ȃ 仙台市×東北大学スマートフロンティア協議会の枠組みを通じた産
学官の連携により、診療カーを用いたオンライン診療等、市民ニー
ズに即した先端的サービスの創出とそれに伴う規制改革の提案に向
けて取り組みます。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
プロジェクト�
推進課

⑦
1

地域中核企業輩出支
援事業

　地域経済の活性化に向けて、本市の経済や雇用を支える中核となる
企業を増やすため、雇用や取引等、地域経済への影響力が大きく、高
い成長性が見込まれる企業を対象に集中的な支援を実施します。
�Ȃ 地域の中核となり得る地元企業に対し、コンサルティングや補助金
の交付等による集中支援を行います。
�Ȃ 地域経済をけん引する企業の取り組みをロールモデルとして紹介す
る等、当該企業のプレゼンス向上や地元企業の変革意識の醸成を図
ります。
�Ȃ 企業の成長に必要な優秀な人材の確保・養成を支援します。
�Ȃ 新事業展開や生産性向上、高付加価値化等の競争力強化や変革促進
につながる取り組みを行う地元企業に対し、補助金の交付等による
支援を行います。

経済局

［主担当課］
経済局

中小企業支援課

⑦
2

中小企業経営基盤強
化事業

　中小企業者等の経営の安定と事業の継続・発展を図るため、デジタ
ルの活用や人への投資等を通じた生産性向上を後押しする取り組みを
実施するほか、長期かつ低利の融資制度の運営や相談窓口設置等によ
る多様な経営課題等に対する専門家支援、BCP計画・事業継続力強化
計画の策定支援を実施します。

経済局 -

ものづくり産業支援
事業

　ものづくり産業の振興を図るため、産学官連携により中小企業の新
商品開発、工程改善等を支援するとともに、産業支援機関同士のネッ
トワークを通じ、企業間のマッチング支援を行います。

経済局 -

多様な人材の確保・
定着事業

　若者の地元就職・定着及び仙台・東北へのUIJターン就職等を促進
し、地元企業における多様な人材の確保を図るため、雇用や労働情勢
に合わせた効果的な取り組みを行います。
�Ȃ 地元企業の情報や地域の魅力を発信するとともに、就業体験や企業
とのマッチングイベント等を行います。
�Ȃ 地元企業の人材の採用から定着に至るまでの課題に対し、コンサル
ティングやセミナー等による支援を行います。
�Ȃ 先駆的に取り組む企業の事例紹介やセミナー等により、多様な人材
が活躍できる職場環境の整備を支援します。

経済局

［主担当課］
経済局

商業・人材支援課

⑦
2

起業家・スタート
アップ支援事業

　仙台・東北からスタートアップを連続的に生み出すスタートアップ・
エコシステムのさらなる発展や、多様な起業の推進を図るため、ロー
ルモデルとなるスタートアップの輩出、ロールモデル予備軍の発掘・
育成、起業のすそ野のさらなる拡大に取り組みます。
�Ȃ 大学等の研究成果を活用したスタートアップに対する支援プログラ
ムを実施するほか、社会起業家への集中支援プログラム等を通じて、
社会的・経済的インパクトをもたらすスタートアップを輩出します。
�Ȃ 域外人材との連携を図りながら、「仙台スタートアップスタジオ」に
おけるスタートアップへのワンストップ支援体制を強化します。
�Ȃ 将来のスタートアップを担う学生・若者に向けた起業家教育プログ
ラムや起業啓発イベントを実施するほか、起業支援センター「アシ
☆スタ」で起業に向けた窓口相談やセミナー等を実施します。

経済局

［主担当課］
経済局

スタートアップ
支援課

⑦
1
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事業

中小企業販路開拓支
援事業

　生産年齢人口の減少と国内需要の伸び悩みにより国内市場の縮小が
懸念される中でも、中小企業が持続的に成長していくため、国内外で
の販路開拓を支援します。
�Ȃ 市内企業の海外販路開拓促進に向けて、販路構築に係る費用の助成
を行います。
�Ȃ 初めての海外展開でも取り組みやすいタイ・台湾等市場の現地調査
や展示会共同出展を支援するほか、仙台-タイ経済交流サポートデス
クにおいて、個別の相談に応じながらニーズに合わせた支援を行い
ます。
�Ȃ ヘルスケア市場の拡大が見込まれるタイ・アセアンに対して、福祉
機器等の輸出に取り組む事業者を支援します。
�Ȃ 卸売業者や市内に実店舗を持つ事業者と連携しながら、商談経験の
少ない市内小規模業者でも市内外の事業者との商談に挑戦できる仕
組みづくりに取り組みます。

経済局

［主担当課］
経済局
産業振興課

⑦
2

成長産業振興事業

　地域経済の持続的発展を図るため、産学官金の連携により、AI、ブ
ロックチェーン等の先端技術と、市場拡大が見込まれる防災減災、環境、
健康福祉分野等との融合による新事業創出に取り組みます。
�Ȃ 国内外の企業・大学等との連携枠組みを活用し、幅広い分野におい
て協業による新事業創出を支援します。
�Ȃ ウェルビーイング産業の振興に向けて、介護施設等とIT事業者等を
つなげ、ニーズに基づく製品導入・開発を促進するとともに、開発
した製品等の国内外への展開を支援します。
�Ȃ BOSAI-TECHの枠組みに、防災分野に加えGREEN-TECHとして気
候変動対策・脱炭素等の視点を取り入れ、新たなソリューションの
開発・実装を支援します。
�Ȃ 業界団体と連携したICT人材の確保・育成や若者の市内ICT企業へ
の就職促進等に取り組みます。

経済局

［主担当課］
経済局
産業振興課

⑦
1

仙台港周辺地区振興
支援事業

　官民連携のもとで国際拠点港湾である仙台港の利用促進を図るとと
もに、仙台港周辺地区の振興のため、蒲生北部地区等における産業集
積を促進します。

経済局 -

リサーチコンプレッ
クス形成推進事業

　仙台・東北の産業におけるイノベーションや付加価値創出等、地域
経済への波及効果を最大限生み出すため、「光イノベーション都市・仙
台」の実現に向けた次世代放射光施設ナノテラスを中核としたリサー
チコンプレックスの形成に取り組みます。
�Ȃ 企業や研究機関等の研究開発拠点の立地・集積に係る賃料補助や助
成金の支援を行うほか、仙台市が保有するナノテラス利用権を立地
企業等に配分するとともに、専門家による事前相談対応等の様々な
支援施策を講じて、イノベーションの創出につなげます。
�Ȃ 東北・新潟の地場企業等の利活用促進に向けて、関係機関や各県公
設試験研究機関等と連携しながらセミナーの開催やトライアルユー
ス事業等を実施し、普及啓発を図ります。

経済局

［主担当課］
経済局

リサーチコンプ
レックス推進室

⑦
1

地産地消推進事業

　農業の活性化や経済の地域内循環を図るため、生産地と消費地の近
さを活かしながら、地産地消の取り組みを推進します。
�Ȃ SNSやホームページを活用し、仙台産農産物やその生産者、提供飲
食店等の情報を発信するとともに、地元生産者と消費者の交流機会
の創出や仙台産農産物を使ったイベント等を実施します。
�Ȃ 高付加価値型農産物の飲食店等への提供や、農商工連携等による仙
台産農産物を使った加工品の開発や飲食店と連携したキャンペーン
を実施します。
�Ȃ せんだい農業園芸センターみどりの杜を中心とした近隣周辺施設と
の回遊性を高める取り組みにより、収穫体験や新鮮な農産物を消費・
購入する等の農業に親しむ機会を創出します。

経済局

［主担当課］
経済局
農業振興課

⑦
2



98

第
４
章

事
業
の
一
覧

事業名 事業内容 担当 重点
事業

持続可能な農業推進
事業

　農業の収益性を高め、農業所得を拡大するため、市場ニーズに対応
した農作物の生産や環境にやさしい農業を推進するとともに、大学等
と連携しながら、先端技術の活用による効率化等の取り組みを進め
ます。
�Ȃ 需要動向を踏まえた米の計画的な生産推進に向けて、国の交付金を
活用し、麦・大豆等を主体とした集団転作体系の定着・拡大を図る
とともに、新規需要米や収益性の高い園芸作物の生産拡大に取り組
みます。
�Ȃ 環境保全米の生産拡大を支援し、学校給食における提供を推進します。
�Ȃ 大学等と連携し、緑肥作物の活用による環境負荷低減やスマート農
業等の新技術について、生産現場で事例分析・検証を行いながら、
普及に向けて技術・経営等の農業者への研修を行います。
�Ȃ 農業者のスマート農業機械の導入を支援します。

経済局

［主担当課］
経済局
農業振興課

⑦
2

農業経営体育成支援
事業

　農地の有効利用と農業経営の効率化を図るため、地域が目指すべき
将来の農地利用の姿を明確化するとともに、認定農業者、新規就農者、
女性農業者、農業法人等、多様な担い手への支援を行うほか、担い手
への農地の集積・集約を進めます。

経済局 -

魅力ある地域農業づ
くり事業

　農業の多面的機能を維持・発揮するため、国の交付金を活用しなが
ら、地域活動や営農活動を支援します。また、イノシシ等の有害鳥獣
による農作物被害を軽減し、優良な農業環境の維持・保全を図るため、
地域ぐるみで防除対策と捕獲対策に取り組みます。

経済局 -

森林整備活用事業

　私有林を含めた森林の適切な管理と林業の振興のため、森林経営管
理制度の運用による経営管理や林業の基盤となる林道等の整備・維持
管理を行います。また、市民参加イベントや講座を実施し、森林・林
業に関する市民理解の促進やボランティア人材の育成に取り組みます。

経済局 -

農業生産基盤整備事
業

　農業者の高齢化等により農業の衰退が懸念される西部地区におい
て、地域農業の持続的な発展を支える生産基盤を強化するため、農地
の大区画化や用排水路・農道等の整備を進めます。

経済局 -

仙台市中央卸売市場
再整備事業

　衛生管理水準の高度化や食品流通、物流環境等の市場環境変化に対
応し、将来にわたって生鮮食品等の安定供給を行うため、老朽化が進
む仙台市中央卸売市場の再整備を実施します。
�Ȃ 市場関係者との合意形成を図りながら、市場施設や施設規模、将来
的な経営戦略等を踏まえた再整備計画を策定し、本場（水産物部、
青果部）について現地建て替えによる再整備を進めます。
�Ȃ 再整備にあたっては、民間活力の活用も検討します。
�Ȃ 花き市場については、長期的な取扱数量等の調査を実施し、施設計
画を精査します。

経済局

［主担当課］
経済局

中央卸売市場
管理課

⑦
2

国際交流事業

　文化、スポーツ、青少年、観光、経済、福祉等、多様な分野におけ
る国際交流活動を広げるため、国際姉妹・友好都市／協定締結都市と
のつながり等を通じて、市民が国際文化に触れる機会を創出するとと
もに、市民や企業等による自発的な活動の支援を行います。

文化観光局 -

東北観光推進事業

　東北全体の交流人口の拡大と活性化を図るため、東北の各自治体等
との連携を強化しながら、東北が有する多様な魅力を国内外に発信し、
誘客・周遊を促進します。
�Ȃ 東北絆まつりを開催するとともに、東北の県都六市連携による夏祭
りを活用した観光物産プロモーションに取り組みます。
�Ȃ ドライブコースをはじめとした、仙台を起点に東北を周遊するモデ
ルルートをウェブサイト等で発信するほか、仙台市内において、東
北各地の魅力を発信するイベントを開催します。
�Ȃ 東北の観光案内所のネットワークをつなぎ、訪日外国人を中心とし
た観光客の受け入れ環境を整備します。
�Ȃ 東北各県・各都市と東北観光推進機構等の連携や各協議会等、様々
な枠組みを通じて東北各自治体との連携を強めます。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
東北連携推進室

⑦
3
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

仙台観光魅力創出・
観光プロモーション
事業

　観光やビジネス等で本市を訪れる来訪者の滞在時間延長や域内消費
の増加を図るため、仙台の歴史や文化、自然等の特徴や魅力を活かし
た新たなコンテンツを発掘・創出するとともに、ホームページやSNS
を活用しながら効果的なプロモーションを行います。
�Ȃ 観光デジタルマーケティングにより、観光客の属性や興味・関心を
把握することでターゲットを明確にしたプロモーションを実施する
ほか、地域の観光関連事業者と連携しながら、観光地域づくりを推
進します。
�Ȃ 仙台ゆかりの漫画・アニメや、観光アンバサダー等の高い知名度も
活用しながら、プロモーションを実施します。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
観光課

⑦
3

西部地区観光振興事
業

　秋保・作並定義・泉西部地区への誘客促進と、滞在時間延長や宿泊
数の増加を図るため、温泉旅館組合や地域の事業者等と連携し、西部
地区ならではの観光資源を活かした新たなコンテンツの発掘・創出と
魅力の発信を行います。
�Ȃ 西部地区の交流人口拡大等に資する事業を実施する地域団体等に対
し、助成を行います。
�Ȃ 観光拠点施設や観光情報サイト、SNS等で温泉や自然、体験プログ
ラム等の情報発信を行います。
�Ȃ 秋保大滝・二口エリアの賑わい創出に向けて、大規模改修・展示リ
ニューアルによる機能強化を行った秋保ビジターセンターを中心に
秋保地域の魅力や観光資源について情報発信・プロモーションを行
います。
�Ȃ 観光施設について、適正な維持管理・修繕を実施します。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
観光課

⑦
3

大型観光イベント等
開催支援事業

　交流人口のさらなる拡大と地域経済の活性化を図るため、仙台・青
葉まつり、仙台七夕まつり、仙台七夕花火祭、定禅寺ストリートジャ
ズフェスティバル、みちのくYOSAKOIまつり、SENDAI光のページェ
ントの開催と収益力向上を支援するとともに、大型イベントを誘致し、
開催の支援を行います。

文化観光局 -

宿泊事業者の人材確
保支援事業

　宿泊事業者の人手不足解消を図るため、宿泊事業者を対象に、人材
確保や職場定着をテーマとしたセミナーの開催や、外国人材を含めた
採用活動の支援等を行います。

文化観光局 -

インバウンド・
MICE推進事業

　海外から仙台・東北への誘客を促進し、地域経済の活性化を図るた
め、観光やグローバルMICE都市としての魅力発信と受け入れ環境の
充実に取り組みます。
�Ȃ 重点市場であるタイ・台湾に加え、訪日外国人客の拡大が見込める
地域をターゲットに、地域の嗜好・特性を踏まえたプロモーション
や旅行会社・航空会社への働きかけ、Web・SNSでの情報発信等を
行います。
�Ȃ 大阪・関西万博の開催と以降の誘客を見据え、外国人観光客に訴求
力のある観光コンテンツの発掘・磨き上げや市内事業者の支援等、
受け入れ環境の整備を図ります。
�Ȃ 医学・理工系学会や国際会議等のコンベンションや、企業内会議・
研修会等、「学都・仙台」の強みを活かした積極的な誘致に加え、
MICE参加者の満足度向上を図るための仕組みづくりを推進します。
�Ȃ（公財）仙台観光国際協会・仙台国際センター指定管理者・東北大学
等の関係機関と緊密に連携した誘致活動を行うとともに、さらなる
開催支援の強化及び仙台国際センター大規模改修期間中も継続的に
MICEを開催できるよう、受け入れ環境等の整備を行います。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
誘客戦略推進課

⑦
3

スポーツツーリズム
推進事業

　スポーツを通じて交流人口拡大や賑わいの創出、地域内消費の増加
を図るため、国際・全国規模のスポーツイベントの誘致・開催やプロ
スポーツと連携した取り組みを進めます。
�Ȃ 仙台国際ハーフマラソンを主催するほか、全日本大学女子駅伝・全
日本実業団女子対抗駅伝の開催を支援します。
�Ȃ スポーツコミッションせんだいと協働して各種競技の国際・全国規
模イベントの誘致・開催支援を行うとともに、本市を訪れたイベン
ト参加者・観戦者の地域内消費につながるよう、関係団体と連携し
ながら情報発信等に取り組みます。
�Ȃ 本市のプロスポーツや各種スポーツイベントを活用し誘客促進に取
り組みます。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
スポーツ振興課

⑦
3
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

八木山動物公園魅力
アップ事業

　年間を通した市内外からの来園を促進するため、長寿命化対策と魅
力アップのための再整備を進めるとともに、大学や地域の関係団体等
との連携を深めながら、動物展示や環境学習のプログラムを活かした
園内イベントの充実等に取り組みます。

建設局 -

秋保地区交流人口拡
大事業

　少子高齢化や人口減少が進む秋保地区の活性化と交流人口拡大を図
るため、特産の秋保在来そばを活かした地域ブランドの向上や、豊か
な地域資源の発掘・発信と地域づくりを担う人材の育成支援、地域お
こし協力隊制度を活用した空き家の利活用による移住促進等に取り組
みます。

太白区 -
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⑧ 都心創生プロジェクト

事業名 事業内容 担当 重点
事業

仙台MaaS推進事業

　公共交通の利用を促進し、来訪者の増加による賑わいを創出するた
め、モビリティとまちのアクティビティを一つのサービスとして提供
する仙台MaaSを推進します。
�Ȃ 仙台MaaSポータルサイトを運営し、公共交通機関の企画乗車券、施
設の入場券等のデジタルチケットの販売やデジタルマップの運用を
行います。
�Ȃ 普及促進に向けたイベントの開催や他地域と連携した取り組みを進
めます。
�Ȃ 仙台MaaS運営委員会を運営し、交通、商業等の分野に携わる地域
団体や市内外の企業等との意見交換・連絡調整を行います。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
プロジェクト�
推進課

⑧
1

青葉山エリア複合施
設整備事業

　文化芸術と災害文化の創造的な活動を通して、多様な出会いや交流
を生み、まち全体に魅力と活気をもたらすため、せんだい青葉山交流
広場に音楽ホールと中心部震災メモリアル拠点の複合施設を整備し
ます。
�Ȃ 複合施設の整備に向け、基本計画の策定とそれに基づく設計を進め
ます。
�Ȃ 組織体制、施設運営、事業等についての具体的な方針を定める管理
運営指針を策定します。
�Ȃ 文化芸術・災害文化に関係する多様な主体とのネットワークの構築
や機運醸成に向けた各種先行事業を実施します。

まちづくり政策局
文化観光局

［主担当課］
文化観光局
青葉山エリア
複合施設整備室

⑧
3

まちなかウォーカブ
ル推進事業

　都心を多様な人々の出会いや交流が生まれる人中心の都市空間へと
転換していくため、居心地が良く巡り歩きたくなるウォーカブルなま
ちなかの形成を推進します。
�Ȃ まちづくり活動に取り組む団体等による公共空間等利活用事業が日
常的に行われるよう、道路や公園の占用特例制度の活用促進等によ
りその活動を支援します。
�Ȃ 定禅寺通エリアにおける官民連携による活性化の取り組みの促進に
向けて、定禅寺通の再整備を行います。
�Ȃ 新本庁舎低層部における市民利用・情報発信機能の整備に加え、敷
地内広場、市道表小路線、勾当台公園市民広場、つなぎ横丁を一体
的なエリアとして利活用し、一番町四丁目商店街や定禅寺通から市
役所本庁舎への賑わいの軸をつくります。
�Ȃ 青葉通仙台駅前エリアについて、沿道再開発と一体的な賑わいづく
り・回遊性向上が進むよう、青葉通駅前エリアのあり方検討協議会
による将来ビジョン策定ののち、整備方針等の検討を進めます。

財政局
都市整備局
建設局

［主担当課］
都市整備局

都心まちづくり課

⑧
1

中心部商店街活性化
促進事業

　中心部商店街の持続的発展のため、各商店街振興組合やエリアマネ
ジメント組織等と連携しながら、賑わい創出や回遊性の向上を図り
ます。
�Ȃ アイデアや実行力を持つ外部人材との協働や、路面店を対象とした
ワークショップの開催等により、来街者増加や個店の売上向上に資
する取り組みを実施します。
�Ȃ 定禅寺通活性化や市役所本庁舎建て替え、勾当台公園再整備等、大
規模プロジェクトと連動を図りながら、さらなる賑わいづくりや拠
点性の向上に資する取り組みを進めます。

経済局

［主担当課］
経済局

商業・人材支援課

⑧
1

企業立地促進事業

　地域経済の活性化や雇用創出を図るため、ものづくり産業や都市型
産業の企業立地を促進するとともに、東北大学等の教育・研究機関の
立地を活かした研究開発拠点の誘致を行います。
�Ȃ 地域経済への波及効果が高い本社機能や研究開発拠点、ICT関連企
業等を対象に企業誘致プロモーションを実施します。
�Ȃ プロモーションにあたっては、本市の立地環境や各種支援策の情報
提供、BCPの観点からのPR等、本市に進出するメリットを示しなが
ら企業訪問等を実施するほか、ホームページやデジタル広告等を活
用した情報発信を行います。
�Ȃ 事務所の設置等に伴い生じた新規投資に係る固定資産税相当額の助
成や、新規雇用の内容に応じた加算助成を行います。

経済局

［主担当課］
経済局
企業立地課

⑧
2
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

青葉山エリア文化観
光推進事業

　青葉山に多くの人を惹きつけ、本市の交流人口を拡大するため、エ
リアの魅力を磨き上げるとともに、新たな観光資源の創出と国内外へ
の発信を行います。
�Ȃ 伝統文化と最新テクノロジーを織り交ぜた体験型のプログラムや新
たな文化体験、ライトアップ等、人を惹きつけるコンテンツの創出
や磨き上げを行います。
�Ȃ 国内外からの来訪者の増加に向けて、エリアの魅力や見どころ、季
節ごとのイベント等をデジタルマップと連動させ、多言語で発信す
る等の観光プロモーションを実施します。
�Ȃ エリアの魅力及び回遊性向上に向けた実証を行います。

文化観光局

［主担当課］
文化観光局
観光課

⑧
3

都市交通政策推進事
業

　都市経済や広域的な交流等の多様で活発な都市活動を支えるため、
広域交通拠点の強化に取り組むとともに、過度な自動車依存を抑制し、
公共交通を中心とした移動を促進するため、公共交通の利用しやすさ
の向上を図ります。
�Ȃ 都心部において、居心地が良く歩きたくなる歩行者空間の創出や公
共交通や自転車等を利用した快適な移動環境の整備を進めます。
�Ȃ 仙台駅周辺の高速バス乗降場の集約による交通結節機能の強化、東
口の新設バスバースとの連携強化、仙台駅東側で高まる高速バス需
要への対応や観光ゲートウェイ機能強化に向けて、国と連携して仙
台駅近接の公共交通バスターミナル整備の検討を進めます。
�Ȃ 交通結節駅における乗り継ぎの利便性が向上するよう、泉中央駅を
含む泉中央地区における交通環境の改善や福田町駅のバリアフリー
化に伴う駅周辺施設の整備を進めます。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
交通政策課

⑧
1

まちなか拠点整備事
業

　都心の魅力向上と活力の創出、回遊性の向上を図るため、都心部主
要エリアにおける拠点の形成に取り組みます。
�Ȃ せんだい都心再構築プロジェクトで示す都心機能強化の重点ゾーン
を中心に、都市機能の更新と高度利用が進むよう、複数の権利者に
よる市街地再開発事業の事業化に向けた後押し・支援を行います。
�Ȃ 都心部にふさわしい都市貢献を伴う民間開発が進むよう、都市再生
特別地区等の容積率緩和手法を活用した民間開発を誘導します。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局

都心まちづくり課

⑧
2

まちなか建替促進事
業

　都心の機能強化と市街地環境の改善を図るため、需要の高まる高機
能オフィスの誘導やまちの賑わい創出につながるよう、都心部におけ
る老朽建築物の建て替えを促進します。
�Ȃ 建て替え後の用途や賑わい創出への寄与等についての要件を満たす
老朽建築物の建て替え事業に対し、助成金を交付します。
�Ȃ 床面積や仕様、設備等に関する要件を満たす高機能オフィスを整備
する場合には、総合設計制度等による容積率を緩和します。
�Ȃ 老朽建築物の機能更新の促進に向けて、各種支援策の活用について
周知・広報を行います。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局

都心まちづくり課

⑧
2

仙台城跡整備推進事
業

　史跡仙台城跡を地域の誇りと愛着を育む場とするため、青葉山の豊
かな自然環境と調和した歴史を感じ、来場者が学びを楽しむことがで
きる環境の実現に向けた整備を行います。
�Ȃ 大手門の復元や遺構・遺物の保存・活用に向け、発掘調査・地形測量・
史資料調査を実施します。
�Ȃ 歴史的景観と青葉山の自然環境が調和した眺望「政宗ビュー」を目
指し、植生の伐採・剪定・植栽等を行います。
�Ȃ 来訪者が往時の城の姿を体感し、史跡に親しみ学ぶことができるよ
う、発掘調査の成果に基づく登城路の再現や土塁の顕在化等を行う
とともに、遺構表示や照明・ベンチ等を設置します。
�Ȃ 魅力の発信と郷土教育の促進に向けて、出前講座や見学会等を通じ
て仙台城跡の概要や調査成果等の情報を積極的に発信します。

教育局

［主担当課］
教育局
文化財課

⑧
3
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⑨ 市政運営

事業名 事業内容 担当 重点
事業

人材育成推進・組織
力強化事業

　社会環境の変化に伴い複雑化・多様化する課題に対応していくため、
職員の育成と能力発揮につながる職場の環境づくりに取り組みます。
�Ȃ 仕事に対する職員の意欲や職場の風通しの向上のほか、職員一人ひ
とりの適正事務の確保に向けた意識づけとともに、業務理解・実務
能力の向上を図るための組織的なOJTや研修体系の整備に取り組み
ます。
�Ȃ 職員への研修の見直しや専門人材の採用、民間企業等からの受け入
れ等を組み合わせながら、DX推進人材の確保・育成を進めます。
�Ȃ 縦割りや前例にとらわれず、果敢にチャレンジできる職員の育成に
向けて、外部との交流支援や多様な職員が能力を発揮できる職場づ
くりに取り組みます。
�Ȃ 市民活動や協働に関する理解を深める職員研修を実施し、多様な主
体との連携・調整を行う職員の能力の向上と地域課題の解決に資す
る人材を育成します。

総務局
市民局

［主担当課］
総務局
人事課

⑨
1

「Full�Digitalの市役
所」推進事業

　市民一人ひとりに寄り添った行政サービスを提供し、職員の柔軟な
働き方を実現するため、デジタル技術の活用により行政サービスのあ
り方を見直し、「ひと」と「近く・濃く」ふれあうことができる「Full�
Digital（フル�デジタル）の市役所」への変革を目指します。
�Ȃ 市民負担の軽減と業務効率化に向けて、書かない窓口の拡大や待た
ない窓口の実現、手続きのオンライン化の拡充を進めるほか、業務・
職場のデジタルシフトによる効率化・適正化を進めます。
�Ȃ データを活用した新サービスの創出につながるよう、活用可能な本
市保有データをオープンデータ化するとともに、データの連携・流
通がしやすい仕組みを構築します。
�Ȃ 職員への研修の見直しや専門人材の採用、民間企業等からの受け入
れ等を組み合わせながら、DX推進人材の確保・育成を進めます。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
行政デジタル�
推進課

⑨
1

業務改革推進事業

　市民サービス及び職員の生産性の向上を図るため、業務分析を実施
し、業務手順や処理方法の見直し、事務の集約化等により、業務プロ
セスの標準化・最適化を図ります。
�Ȃ 市民からの申請・届出関係業務や内部系共通事務について、業務量
の把握、業務フローの可視化、課題整理等を行い、改善策を検討し
ます。
�Ȃ 業務分析の結果を踏まえ、業務の簡素化・統廃合、オンライン申請
やRPA等のデジタルツールの導入等を進め、業務フローを再構築し
ます。
�Ȃ 障害福祉分野における、業務を集中処理する事務センターの設置・
運営をはじめ、他分野においても事務集約化等の検討を進めます。

まちづくり政策局

［主担当課］
まちづくり政策局
BPR推進課

⑨
1

仙台ふるさと応援寄
附推進事業

　本市の未来に向けたまちづくりを支える安定的な財源確保のため、
多様な財源創出の一環として、仙台ふるさと応援寄附のさらなる推進
に取り組み、寄附額拡大による歳入確保を図ります。
�Ȃ 寄附者のニーズや特性に応じたポータルサイトのほか、現地決済型
等のターゲットを定めたポータルサイトの追加、アフターコロナに
おいてニーズが高まっている観光・旅行分野での返礼品や魅力的な
本市の特産品を活用した返礼品の開発、積極的なプロモーション等
を実施します。

財政局

［主担当課］
財政局
財政企画課

⑨
2

公共施設総合マネジ
メント推進事業

　安心して利用できる公共施設を将来にわたって持続的に提供するた
め、公共施設を取り巻く環境を踏まえ、長期的・経営的な視点で施設
の運用を進めます。
�Ȃ 学校や市民センター、コミュニティ・センター等、市民に身近な施
設の改修を計画的に進めます。
�Ȃ 仙台国際センターや体育館、区役所庁舎等の大規模施設について、
施設ごとに策定した計画をもとに、財政負担や工事の進め方等を把
握した上で、年次調整を図りながら改修を進めます。
�Ȃ 各施設の稼働状況等の情報を集約・整理し、現有施設活用の徹底を
図るとともに、将来の施設のあり方検討や複合化等による施設の質・
量の適正化、民間活力の導入を進めます。

財政局
都市整備局

［主担当課］
財政局
財政企画課

⑨
2
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事業名 事業内容 担当 重点
事業

葛岡斎場再整備事業

　高齢化に伴う火葬数の増加や突発的な災害・感染症拡大等による火
葬需要の急増に備えるため、本市唯一の火葬場である葛岡斎場の火葬
炉の更新、建物・設備の大規模改修を計画的に進め、施設の長寿命化
を図ります。

健康福祉局 -

霊園マネジメント事
業

　安定して墓地を供給するため、いずみ墓園については整備と貸出を
行い、北山霊園、葛岡墓園については、施設の安全対策と補修・更新
等の再整備を計画的に実施し、返還された墓所の再貸出を行います。

健康福祉局 -

機能集約型都市づく
り推進事業

　杜の都のみどり豊かな環境と市民の暮らしを支える都市機能が調和
し、魅力や活力あふれる都市活動が展開される、持続可能で多様性に
富んだ都市をつくるため、鉄道を基軸とした機能集約型の都市づくり
等を推進します。
�Ȃ 地区の実情や時代の変化等を踏まえた適切な土地利用への誘導・制
限に向けて、地域地区等の見直しを行います。
�Ȃ デジタルインフラである3D都市モデルについて、市民や事業者等の
多様な主体の利活用促進に向け、モデルの精度向上を図るとともに
アイデア発掘イベント等を実施します。
�Ȃ 都市計画に関する基礎調査を実施して現状と将来の見通しを把握し、
適切な都市計画の運用を行います。

都市整備局

［主担当課］
都市整備局
都市計画課

⑨
2

市営住宅ストック改
善事業

　安全・安心な市営住宅を将来にわたって公平・的確に供給していく
ため、定期点検や日常点検による維持管理、修繕工事を実施し、建物
の長寿命化を進めます。また、居住性の向上に向けて、バリアフリー
化等を行います。

都市整備局 -

下水道広域化推進事
業

　維持管理コストの縮減や事業運営の効率化を図るため、農業集落排
水施設を公共下水道へ統合し下水道の広域化を進めます。 建設局 -

共同浄水場整備事業

　人口減少に伴い加速が見込まれる水需要の減少に対し、施設規模の
段階的な適正化を進めるため、その一つとして、老朽化した国見浄水
場・中原浄水場・熊ヶ根浄水場と塩竈市の梅の宮浄水場の統廃合によ
る共同浄水場の整備を進めます。
�Ȃ 共同浄水場や中継ポンプ場、送水管等の施設について、新築工事等
の実施に向けて、基本設計、詳細設計等を進めます。
�Ȃ 整備にあたっては、国や県、関連企業や地元町内会等、関係機関と
の協議・調整を行います。
�Ȃ 発注方式等も含めた費用削減方策の検討や、国の補助金の最大限の
活用等、費用負担の軽減を図ります。

水道局

［主担当課］
水道局
計画課

⑨
2

交通事業の経営改善
事業

　持続可能な経営基盤を確保し、安全・安心と快適なサービスを提供
し続けるため、交通事業のさらなる経営改善に向けた取り組みを行い
ます。
�Ȃ 長期化した新型コロナウイルス感染症と新しい生活様式の定着等に
より、令和３年３月に策定した「仙台市交通事業経営計画」におけ
る見通しと実際の状況とに乖離が生じたことから、同計画の見直し
を行います。
�Ȃ 見直しにあたっては、交通事業、経営学等の有識者で構成された「仙
台市交通事業経営検討委員会」（令和５年７月設置）からの意見をい
ただきながら、収支見通しの見直しやバス運賃改定幅の再検討等、
新たな経営改善策の実施に向けた検討を行います。

交通局

［主担当課］
交通局
経営企画課

⑨
2

ガス事業民営化推進
事業

　電力・ガス自由化後の競争環境に対応し、さらなる市民サービスの
向上等を図るため、弾力的な運営が可能な民間事業者に経営を委ね、
ガス事業の民営化を進めます。
�Ȃ ガス事業民営化に関心を寄せる事業者との意見交換を継続し、公募
再開の時期を見定め、適切な時期に募集を行います。

ガス局

［主担当課］
ガス局

民営化推進室

⑨
2
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　基本計画のまちづくりの理念や目指す都市の姿を実現するためには、事業の着実な推進のみ
ならず実効性の確保に向けた取り組みが不可欠です。そのため、「第２章　チャレンジプロジェ
クト」における数値目標などの達成状況について評価・点検を実施するとともに、その結果を
もとに次年度の予算への適切な反映に努め、計画的に事業を推進します。

第５章　計画の推進
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進行管理の方針

（１）数値目標の設定
　「第２章　チャレンジプロジェクト」において、施策ごとに数値目標を設定します。

（２）市民意識調査の実施
　「第２章　チャレンジプロジェクト」の目標に対応した市民意識、施策の評価、今後必要だと考えられ
る施策などについて、市民に対して意識調査を実施します。

（３）自己評価の実施
　数値目標の達成状況や各事業の事業進捗を集約・整理し、市民意識調査の結果も踏まえて、事業の進
捗に係る自己評価を実施します。

（４）評価・点検結果の公表と市議会への報告
　市民意識調査、自己評価の結果を報告書として取りまとめ、ホームページなどで公表するとともに、
市議会に報告します。

（５）評価・点検結果の活用と市民協働による推進
　報告書の内容や市議会における議論などを踏まえ、事業の改善や次年度の予算への反映に努めるとと
もに、市民協働の手法も活用しながら、本計画に掲げる事業の着実な推進と実効性の確保を図ります。
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